


巻 頭 言 

山形県立鶴岡南高等学校長 京谷 伸一 

本校は平成２４年度にＳＳＨの指定を受け、今年で事業最終年度を迎えた。１期目で初めての指定と

いうこともあって、当初はいろいろな困難と試行錯誤があったと聞く。多くの関係者の皆様からご支援

をいただきながら、少しずつ改革を試み改善を積み重ね研究を推進して来た。そして、この５年間の取

り組みを通じて学校と生徒たちは明らかな変容を見せており、事業は着実に成果を上げてきている。こ

の節目における総括の意味をも込めながら、今年１年の取り組みについてこの報告書をまとめた。 

ＳＳＨのテーマとして「科学技術の発展を担う高い志を持った『人財』の育成を目指す研究」を掲げ、

また育成すべき人間像として①科学リテラシーとＩＣＴ活用能力を身につけた人材②探究心と課題解決

能力を持った人材③グローバルな視点で世界を見据える人材の３つを示し、さらに５つの研究分野とそ

れぞれの仮説を設定して、その実践と検証・評価そして課題を確認しながら研究開発を進めてきた。い

ずれの目標に向けても、その取り組みの根幹に位置しているのが文系・理系すべての生徒が取り組む「鶴

南ゼミ」である。そして、このゼミ活動に関わる教員数の割合も年を追う毎に１００％に漸近しており、

すべての教員ですべての生徒を指導していくという本校のスタイルを作り上げてきた。 

１年生の「基礎ゼミ」では、研究のための実験の基本操作やデータの取扱い、英語でのプレゼンテー

ションの基本、テーマ設定の方法などをいくつかの講座を設けて学習する。事業開始当初、開講される

講座の数は理系科目を中心に少数に止まっていたが、今年度は文系教科も含めて８つの教科・科目にお

いて講座が開設されるようになった。また、「学術文化都市鶴岡創造のための起業セミナーと企業説明会」

や２年生の「探究」に向けたテーマ設定のオリエンテーションなども含め、探究的学習の基礎を体系的

に学ぶカリキュラムとして確立している。 

２年生の「探究ゼミ」は年々その内容を充実させている。１年次後半に自然科学・社会科学の１６の

ゼミの中から所属を決定し、４月当初からそのゼミ毎にグループ又は個人の研究テーマを決定し探究活

動に入るのだが、この段階の取り組みはその後の研究の成否のカギを握る。先行研究の継承、外部の協

力機関の援助、指導体制の充実、先生方の指導力と生徒たちの意欲、これらが相俟って探究活動はその

レベルを着実に向上させている。また、ＳＳＨ２年目から継続している台湾研修の場で行う英語のプレ

ゼンテーションも上達著しく、今年度は原稿を見ずに自分の言葉で発表するグループがほとんどであっ

た。１０月のゼミ中間発表を経て２月の全体発表会に至る研究発表の完成に向けた一連の指導の流れも、

しっかりと定着してきている。 

ゼミ活動の素地となる確かな知識・技能を系統的に学ぶために、数学・理科・情報の各教科における

学校設定科目が開発運用され、協働的な活動、発表活動、ＩＣＴを活用などによる授業改善を伴って大

きな効果を上げてきた。そして３年生は、一連の探究活動の集大成としての「発展ゼミ」を通じて、そ

の成果を進路目標の達成に結び付けている。探究的な学びは、大学入試における成績にも確かな結果を

出していると言えよう。 

これらの探究活動を支えているのが、近隣の大学・高等教育機関・研究機関・企業・自治体・小中学

校などの連携協力である。支援して下さるすべての皆様方に、この場を借りて心より感謝を申し上げた

い。この地域との連携を活かした探究活動をさらに深化させ、科学技術の発展と地域の活性化を担う『人

財』を育成していくことは、未来にわたって本校の普遍的な使命である。鶴南のＳＳＨが次のステージ

に向かって確かな歩みを進めて行くためにも、本研究に対する忌憚のないご意見をお寄せいただければ

幸いである。 
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別紙様式１－１ 

 

 ❶平成２８年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

① 研究開発課題 ～『やまがたＳＣＩＥＮＣＥプロジェクト』～ 

地域に根付く最先端の研究機関や大学との連携の下、①
サイエンス

科 学リテラシーとＩＣＴ活用能力を身に付けた人材 

②探究心と課題解決能力を持った人材 ③グローバルな視点で世界を見据える人材、 総称して、科学技術の発
展を担う高い志を持った『人財』の育成を目指す研究。 

② 研究開発の概要  

Ａ 
サイエンス

科 学リテラシーの醸成と大学・研究機関等と連携した探究活動の深化発展に向けた研究 

Ｂ ＩＣＴ機器を効果的に活用した指導方法とコミュニケーション能力向上のための研究開発 
Ｃ 理数才能を伸長させるプログラムと広い視野を持ち国際的に活躍する人財を育成する研究 
Ｄ キャリア教育、理数体験充実のためのプログラム開発や研究実績を活用し高大接続に繋げる研究 
Ｅ ＳＳＨ事業を推進するための評価・検証方法の研究 

③ 平成２８年度実施規模  

カリキュラム開発は、基本的には全校生徒（５９６名）と教員（５４名）を対象とするが、以下の取組に関して
は、学年毎、理数科又は科学部の生徒や特別に興味を持って参加を希望する生徒を対象とした。 
Ａ-③ 高度・先端研究に取り組む生徒を育成するための研究 
Ａ-④ 研究成果の社会への還元と発信をするための研究 
Ｃ-② 英語力の向上と海外のＳＳＨ校との交流、連携を拡大させるための研究 
Ｃ-③ 研究機関や大学の支援を受け、科学部の活動を充実発展させるための研究 
Ｃ-④ 科学技術人材育成重点枠ＳＳＨ校・ＳＳＨ校との交流、連携を拡大させるための研究 
Ｃ-⑤ 国際科学技術コンテスト等への生徒の参加数、入賞数増加に向けた取組み 
Ｃ-⑥ 大学・研究室を訪問しての研修（理数セミナー）の拡充 
Ｄ-① 小中学校での理数体験充実に係る取組み 
Ｄ-② 高等学校間での理数体験を共有し充実させるための研究 
Ｄ-③ 学術文化都市鶴岡創造のための起業セミナーと企業説明会の実施 

④ 研究開発内容  

○研究計画 
【平成２４年度（１年次）】・・研究体制の確立、各プロジェクトによる内容の整備 
Ａ 科学リテラシーの醸成と研究連携 
・「情報・科学リテラシー」の開設とカリキュラム開発、「鶴南ゼミ(基礎)」開設、高度・先端研究に取り組む
生徒の育成、企業等との連携 

Ｂ ＩＣＴ教育の深化 
・科学部、「鶴南ゼミ」で情報機器の活用、理科、数学等でデジタル教材活用、「鶴南ゼミ」でのプレゼンテー
ション実施、各教科でＩＣＴ機器を活用 

Ｃ 理数才能の伸長と視野の拡大 
・「ＳＳ数学」「ＳＳ生物」「ＳＳ物理」の開設とカリキュラム・教材開発、Skype による国際交流の検討、「科
学の甲子園ゼミ」、化学グランプリ講座開設、科学部の活動支援、理数セミナーⅠ、Ⅱ 

Ｄ 新しいキャリア教育 
・小中校生を対象とした授業（「科学の祭典ゼミ」開講）、アカデミックインターンシップ、研究実績によるＡ
Ｏ入試の活用と研究 

Ｅ 評価・検証方法の研究 
・調査方法の研修・研究、基礎調査 

【平成２５年度（２年次）】・・研究体制の改善、仮説に基づく内容の拡大・深化 
Ａ 科学リテラシーの醸成と研究連携 
・「情報・科学リテラシー」カリキュラム研究と改善、「鶴南ゼミ(基礎)」改善、「鶴南ゼミ(ＳＳ・ＨＳ探究)
開設」、高度・先端研究に取り組む生徒の育成と連携先の拡大、企業等との連携の拡大 

Ｂ ＩＣＴ教育の深化 
・「鶴南ゼミ」・科学部の活動での情報機器の活用、理科、数学等でデジタル教材の改良、各教科でのＩＣＴ機
器の活用を拡大 

Ｃ 理数才能の伸長と視野の拡大 
・「ＳＳ数学」「ＳＳ生物」「ＳＳ物理」カリキュラム・教材開発と改善、「ＳＳ化学」「ＳＳ地学」開設とカリ
キュラム開発、海外進路研修（台湾）、理数セミナーⅠ、Ⅱ、科学部の研究支援の拡大 

Ｄ 新しいキャリア教育 
・小中校生を対象とした授業、市民対象の科学イベントでの発表、アカデミックインターンシップ改善、研究
実績によるＡＯ入試の活用、高校間で連携した研究の検討 

Ｅ 評価・検証方法の研究 
・調査方法の研修・研究、基礎調査 

【平成２６年度（３年次）】・・各仮説の取り組みの改善・充実、学校公開、中間検証の実施 

山形県立鶴岡南高等学校 指定第１期目 ２４～２８ 
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Ａ 科学リテラシーの醸成と大学・研究機関等と連携した探究活動の深化発展に向けた研究 
・全ての生徒の科学リテラシーを醸成するために１年生全員を対象に学校設定科目「情報・科学リテラシー」
を開設し、カリキュラム開発、独自教材の開発を行う。 

・探究心、課題発見、解決能力、論理的思考力の育成等を図るため、全校生徒が３年間の継続的な探究活動（１
年次「鶴南ゼミ(基礎)」２年次「鶴南ゼミ(ＳＳ・ＨＳ探究)」３年次「鶴南ゼミ（ＳＳ・ＨＳ発展）」）を行
う。 

 ・鶴南ゼミ等の活動で、大学や研究機関、先端企業等と連携した高度な研究を行う生徒を育成する。 
Ｂ ＩＣＴ機器を効果的に活用した指導方法とコミュニケーション能力向上のための研究開発 
・ＩＣＴ活用能力、コミュニケーション能力を備えた『人財』を育成するために、探究活動（鶴南ゼミ）や授
業での情報機器の効果的な活用方法、指導方法についての研究を行う。 

・デジタル教材の研究開発、ＩＣＴを活用した授業改善、指導方法の研究開発を行う。 
Ｃ 理数才能を伸長させるプログラムと広い視野を持ち国際的に活躍する人財を育成する研究 
・高度な研究や探究活動（鶴南ゼミ）の素地となる確かな知識を系統的に定着させるために学校設定科目「Ｓ
Ｓ科目」を開設するとともに、カリキュラム開発、独自教材の開発を行う。 

・将来の国際的な科学技術系人財を育成するために、海外の高校との交流活動の実践、理数科、科学部活動の
支援を充実させる。 

Ｄ キャリア教育、理数体験充実のためのプログラム開発や研究実績を活用し高大接続に繋げる研究 
・企業や自治体と連携したキャリア教育、小・中・高の各発達段階にふさわしい理数体験充実に向けたプログ
ラムの研究開発を行う。 

・課外の時間を活用し、高度な研究活動に意欲的に取組む生徒を育成するため研究実績を活用した高大接続に
関する研究を行う。 

Ｅ ＳＳＨ事業を推進するための評価・検証方法の研究 
 ・運営指導委員や専門家の指導の下、ＳＳＨ事業を改善するための評価方法の研究を進める。 
【平成２７年度（４年次）】・・中間検証を踏まえての改善、３年間を見通した各仮説の取組の一層の充実 
Ａ 科学リテラシーの醸成と大学・研究機関等と連携した探究活動の深化発展に向けた研究 
・「情報・科学リテラシー」カリキュラム改善、「鶴南ゼミ(基礎)→(ＳＳ・ＨＳ探究)→(ＳＳ・ＨＳ発展)」の
体系的な探究活動の発展、高度・先端研究に取り組む生徒の育成、企業と連携した研究成果の還元 

Ｂ ＩＣＴ機器を効果的に活用した指導方法とコミュニケーション能力向上のための研究開発 
・情報機器の活用、デジタル教材データベース化の検討、各教科でＩＣＴ機器を活用 

Ｃ 理数才能を伸長させるプログラムと広い視野を持ち国際的に活躍する人財を育成する研究 
・学校設定科目のカリキュラム改善と検証、理数セミナー改善、理数科生徒の海外訪問の検討、環日本海の高
校との連携拡大 

Ｄ キャリア教育、理数体験充実のためのプログラム開発や研究実績を活用し高大接続に繋げる研究 
・小中校生を対象とした授業、アカデミックインターンシップ、研究実績によるＡＯ入試の活用拡大、高校間
で連携した研究成果の社会への還元、大学との協定に向けた調査検討 

Ｅ ＳＳＨ事業を推進するための評価・検証方法の研究 
・基礎調査、卒業生に対してアンケート追跡調査を実施、分析結果をもとにした調査方法・事業の改善 

 【平成２８年度（５年次）】・・５年間のＳＳＨ事業の検証 
Ａ 科学リテラシーの醸成と大学・研究機関等と連携した探究活動の深化発展に向けた研究 
・継続した事業改善と５年間の事業効果の検証 

Ｂ ＩＣＴ機器を効果的に活用した指導方法とコミュニケーション能力向上のための研究開発 
・継続した事業改善と５年間の事業効果の検証 

Ｃ 理数才能を伸長させるプログラムと広い視野を持ち国際的に活躍する人財を育成する研究 
・継続した事業改善と５年間の事業効果の検証 

Ｄ キャリア教育、理数体験充実のためのプログラム開発や研究実績を活用し高大接続に繋げる研究 
・継続した事業改善と５年間の事業効果の検証 

Ｅ ＳＳＨを推進するための評価・検証方法の研究 
・継続した事業改善と５年間の事業効果の検証 

○教育課程上の特例等特記すべき事項 
①必要となる教育課程の特例 
ア「情報・科学リテラシー」（学校設定科目）履修学年：１学年全員 単位数：２単位 
「社会と情報」を代替・深化させるものとして、学校設定教科・科目「情報・科学リテラシー」を開設し科
学リテラシーのひとつとして防災・安全教育を重視し、「地震」「津波」「エネルギー」などの安全教育に係る
内容を題材としながら３要素のうち「情報活用の実践力」の要素をより深く指導し、情報技術を防災に生か
すための基礎力を習得させる。 

イ「ＳＳ数学」（学校設定科目）履修学年：普通科１～３学年 単位数：１４～１８単位 
理数科における理数数学の内容とほぼ同等の内容となる学校設定科目「ＳＳ数学」を開設し、 数学にお
ける基本的な概念、原理・法則などについての系統的な理解を深め、数学的に考察し表現する能力と態
度を育て、創造的な能力を高める。そのために、クロスカリキュラムにより体系的な理解を深めるとと
もに、発展的な内容を扱うことにより、理論的に考えて的確に 処理し、明確に表現する態度と能力を養う。 

ウ「ＳＳ物理」エ「ＳＳ生物」オ「ＳＳ化学」カ「ＳＳ地学」（学校設定科目） 
※３科目を選択履修学年：普通科１～３学年  単位数：２～８単位 

「物理基礎」、「物理」を「ＳＳ物理」とし「生物基礎」、「生物」を「ＳＳ生物」、「化学基礎」、「化学」を「Ｓ
Ｓ化学」、「地学基礎」、「地学」を「ＳＳ地学」として開設。物理、生物、化学、地学の各分野の基礎基本の
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体系的な学習と、基礎を付した科目と基礎を付さない科目の枠にとらわれずに観察・実験などを十分に行
いながら、理科の各分野を系統的に学習することで、事象を多面的にとらえながら知識を応用すること
ができる能力や科学技術の進展に対する興味・関心などを育成する。 
これらの科目においては発展的な内容を含め「理数物理」「理数化学」「理数生物」「理数地学」とほぼ同等
の内容を取扱い、理科の必履修科目の履修に代える。 

○平成２８年度の教育課程の内容 
 別添 第７章 関連資料 平成２８年度教育課程参照 
○具体的な研究事項・活動内容 
Ａ－①学校設定科目「情報・科学リテラシー」の開設とカリキュラム開発 

  ・学校設定科目「情報・科学リテラシー」の指導法と教材開発、防災に関する講演会の実施 
Ａ－②全校生徒が取り組む継続した探究活動（鶴南ゼミ）の開設 
・探究活動「鶴南ゼミ」のテーマ設定・ゼミ運営計画の改善 

Ａ－③高度・先端研究に取り組む生徒を育成するための研究 
   ・「鶴南ゼミ（ＳＳ探究）」での外部との連携講座の拡大と複数年にわたる継続研究の拡大 
Ａ－④研究成果の社会への還元と発信をするための研究 
・「鶴南ゼミ中間発表会」「鶴南ゼミ発表会」の実施 

Ｂ－①情報機器を活用する能力、コミュニケーション能力を育成するための研究 
・「鶴南ゼミ」や「鶴南ゼミ発表会」理科、情報・科学リテラシーの授業、科学部の活動、海外進路研修で
の英語を用いた発表準備等において情報機器を活用し、プレゼンテーション、データ分析能力を育成 

Ｂ－②デジタル教材の開発と指導法の研究 
・「ＳＳ化学」での反転授業用デジタル教材の開発と効果の検証 

Ｂ－③ＩＣＴを活用した授業方法の開発と研究 
・理科数学以外の教科でのＩＣＴ機器を活用した授業の拡大と効果の検証、指導方法の改善 

Ｃ－①「ＳＳ科目」の開設と教材開発、指導法や評価法等の研究 
・「ＳＳ数学」「ＳＳ物理」「ＳＳ生物」の継続した教材開発、指導法の研究（１、２、３年生対象） 
・「ＳＳ化学」「ＳＳ地学」の継続した教材開発、指導法の研究（２、３年生対象） 

Ｃ－②英語力の向上と海外のＳＳＨ校との交流、連携を拡大させるための研究 
・「台湾での海外進路研修の実施」（１１月１０～１３日）と英語を用いた交流に向けた事前学習と「鶴南ゼ
ミ(ＳＳ探究・ＨＳ探究)」の研究内容の英語を用いた発表交流会の実施 

Ｃ－③研究機関や大学の支援を受け、科学部の活動を充実発展させるための研究 
・山形大学農学部食料生命環境学科加来伸夫教授の指導・助言を頂きながら、研究活動の深化・発展 

Ｃ－④科学技術人材育成重点枠ＳＳＨ校・ＳＳＨ校との連携した取組みの研究 
・「UK Japan Science Workshop in Tohoku 2016」「スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会」「平
成２８年度山形県サイエンスフォーラム」「平成２８年度東北地区ＳＳＨサイエンスコミュニティ研究校
発表会」への参加 

Ｃ－⑤国際科学コンテスト等への生徒の参加数、入賞数増加に向けた取組み 
・「日本進化学会２０１６大会」「第６回高校生バイオサミット in 鶴岡」「山形サイエンスフェスタ」「英
語ディベート大会」「化学グランプリ」「数学オリンピック」「数学チャレンジ in やまがた」「科学の
甲子園（山形県予選）」「第１１回科学地理オリンピック日本選手権兼第１４回国際地理オリンピック選
抜大会（山形県予選）」への参加 

Ｃ－⑥大学・研究室を訪問しての研修（理数セミナー）の拡充 
・「理数セミナーⅠ（３月２０～２２日）」（理数科１年生対象：宮城研修）「理数セミナーⅡ（３月１６～１
８日」（理数科２年生対象：つくば研修）の実施 

Ｄ－①小中学校での理数体験充実に係る取組み 
・体験入学での中学生を対象とした、実験・授業、生徒の発表活動 
・小中学生、市民を対象とした科学イベントへの参加による啓蒙活動とコミュニケーション能力の育成 

Ｄ－②高等学校間での理数体験を共有し充実させるための研究 
・課題研究発表会「山形県サイエンスフォーラム」（１２月１７日：山形県国際交流プラザ山形ビッグウイ
ング）の実施 

Ｄ－③学術文化都市鶴岡創造のための起業セミナーと企業説明会の実施 
・鶴岡市および地元企業の協力の下「学術文化都市鶴岡創造のための起業セミナーと企業説明会」の実施 

Ｄ－④研究実績を進路指導へ活用するための研究 
・「鶴南ゼミ」や科学部の研究成果や活動内容を希望する進路の実現に活用するために、推薦・ＡＯ入試の
積極的な活用と研究 

Ｄ－⑤鶴翔アカデメイア（大学模擬講義）の実施 
・大学模擬授業「鶴翔アカデメイア」（１，２年生全生徒対象）の実施と事業改善 

Ｅ－①評価・検証法の研究とＳＳＨ事業を校内で共有するための研究 
・「基礎調査（生徒アンケート）」、「ＳＳＨテスト」実施、他のＳＳＨ校発表会、情報交換会へ参加しての情
報収集、先進校視察の実施 

Ｅ－②運営指導委員会の開催 
・年２回の運営指導委員会を開催。運営指導委員より専門的な見地で指導・助言を頂き事業改善に繋げる 

Ｅ－③報告書の作成 
  ・上記①の評価・検証を行うと共に、年度末に研究成果を報告書としてまとめる 
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⑤ 研究開発の成果と課題  

○実施による成果とその評価 
Ａ 科学リテラシーの醸成と大学・研究機関等と連携した探究活動の深化発展に向けた研究 
・「情報・科学リテラシー」ではアプリケーションソフトの操作技能、効果的に自分の考えを相手に伝える能
力の向上が図られた。 

・鶴南ゼミ（基礎）は授業での進度の関係で実施時期等に希望がある教科を調整して進めた。今年度は社会科
も加わり、次年度の所属ゼミを決める上で、より一層選択の幅を広げることができた。各教科わずか３時間
ではあるが、最後の時間は発表活動をしてまとめとする形態が多くなってきた。２年時でのテーマ設定や発
表に向けたことを意識しており、一定の効果があると考えられる。 

・鶴南ゼミ（探究）は今年度から１６のゼミを開講し進めた。「鶴南ゼミ全体発表会」はポスター発表５９テ
ーマ（ＳＳ探究３０テーマ、ＨＳ探究２９テーマ）と口頭発表１５テーマ（ＳＳ探究１３テーマ、ＨＳ探究
２テーマ）という規模で実施した。 

Ｂ ＩＣＴ機器を効果的に活用した指導方法とコミュニケーション能力向上のための研究開発 
・ゼミの活動の中で身近な情報機器を効果的に活用した研究が行われるようになってきた。ほとんどのゼミで
研究成果をまとめるためにプレゼンテーションソフトを活用している。 

・全ての教科の授業でのＩＣＴを活用した授業の実践の拡大により、生徒の理解が進んだ。 
Ｃ 理数才能を伸長させるプログラムと広い視野を持ち国際的に活躍する人財を育成する研究 
・開設５年目の「ＳＳ数学」「ＳＳ物理」「ＳＳ生物」、開設４年目「ＳＳ化学」「ＳＳ地学」の継続した教材開
発、指導法の研究が行われ独自教材の作成、カリキュラムの改善等が行われた。 

・「台湾での海外進路研修の実施」（１１月１０～１３日）は今年度が４年目の取り組みであり、これまでの経
験やノウハウを活かし、スムーズに準備、実施することができた。事前指導に中国語講座も加え、研修全体
が更に充実したものになった。 

・本校科学部は、山形大学農学部と連携した活動を継続している。物理・化学・生物・地学の多岐にわたる分
野で研究を進めている。 

・各種コンテストへの参加生徒数が増加している。中には予選を突破して上位大会へ進出するものもあり、大
きなモチベーションとなっている。参加に前向きな雰囲気が生徒達の中に出来てきている。 

・「理数セミナーⅠ、Ⅱ」を通じて、先端研究に対する興味関心の育成、進路意識の向上に効果があった。 
Ｄ キャリア教育、理数体験充実のためのプログラム開発や研究実績を活用し高大接続に繋げる研究 
・中学生を対象とした実験実習や授業、一般市民を対象とした科学イベントへの参加は本校ＳＳＨ事業の内容
を広報する機会となると共に参加生徒、職員のコミュニケーション能力の向上に繋がった。 

・「学術文化都市鶴岡創造のための起業セミナーと企業説明会」では地元で活躍している方々（全体講演２、
参加企業２２社）のお話を聞かせていただいたことで、外からでは見えない、仕事のやりがいや苦労、将来
の展望について理解を深めることができ、生徒にとっては貴重な体験であった。”仕事をするとはどのよう
なことか””地域社会に貢献するために必要なことは何か”について考える良い機会となった。 

Ｅ ＳＳＨ事業を推進するための評価・検証方法の研究 
・生徒、保護者、教員の変容や事業の成果を分析・評価するために、実施事業毎にアンケートを実施した。Ｓ
ＳＨ事業の前後での事業の効果を観測できるように、毎年同じ時期に実施している。生徒、教員、保護者に
対しての基礎調査を今年度も実施した。 

・３年間行ってきたＳＳＨテストを他校からもご協力頂いてデータの客観性を増すことができた。 
・課題研究ではルーブリックを用いた評価に改善し、細かい分析ができるようになった。 
・年二回の運営指導委員会を開催し、出席頂いた運営指導委員の所属する各立場から、事業に対し様々な意見
や指導を頂くことができた。 

  ・報告書の作成を通じて、取組成果の集約と課題の確認について、全職員で共有することができた。 
○実施上の課題と今後の取組 
Ａ 科学リテラシーの醸成と大学・研究機関等と連携した探究活動の深化発展に向けた研究 
・１年生必履修科目の学校設定科目「情報・科学リテラシー」(２単位)のカリキュラム研究を発展させ「情報・
科学コンピテンシー」を学校設定科目にする。 

・「鶴南ゼミ」において更に内容を充実させること。 
・「鶴南ゼミ」においてサイエンスパークとの連携の仕方をしっかりしたものにしていくこと。 
・成果の普及の在り方を検討すること。 

Ｂ ＩＣＴ機器を効果的に活用した指導方法とコミュニケーション能力向上のための研究開発 
・効果的な活用や実践が拡大するような条件整備を進めていく。 

Ｃ 理数才能を伸長させるプログラムと広い視野を持ち国際的に活躍する人財を育成する研究 

・学校設定科目の効果的な指導内容や方法、独自教材開発の更なる研究を進める。 

・「台湾での海外進路研修」の内容の更なる充実を目指す。 
・各種コンテストの上位大会への出場とそのための準備講座の充実。 

Ｄ キャリア教育、理数体験充実のためのプログラム開発や研究実績を活用し高大接続に繋げる研究 
・成果の普及にも関連する事項として、近隣の小学校、中学校、高校との連携の仕方、関わり方を検討する。 

・「学術文化都市鶴岡創造のための起業セミナーと企業説明会」の内容の充実 

Ｅ ＳＳＨ事業を推進するための評価・検証方法の研究 
・基礎アンケート、ＳＳＨテストの結果の分析や今後の進め方、各プロジェクトより集約した事業毎の評価の
観点を基にした評価検証法に関しての研究を進めていく。 
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別紙様式２－１ 

 

 ❷平成２８年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

①  研究開発の成果 （根拠となるデータ等を報告書「❹関係資料（平成２８年度教育課程表、 

データ、参考資料）」に添付すること） 

Ａ 科学
サイエンス

リテラシーの醸成と大学・研究機関等と連携した探究活動の深化発展に向けた研究 

Ａ－①学校設定科目「情報・科学リテラシー」の開設とカリキュラム開発 

「情報・科学リテラシー」の指導法と教材開発（１年生全生徒対象：開設５年目） 

 「庄内の地震の講演会」（３月３日） 

Ａ－②全校生徒が取り組む継続した探究活動（鶴南ゼミ）の開設 

「鶴南ゼミ(基礎)」（１年生全生徒対象）の改善 

  ８科目（物理・化学・生物・地学・数学・国語・英語・社会）×３時間 で実施 

   「鶴南ゼミ(ＳＳ探究・ＨＳ探究)」(２年生全生徒対象)の開設 

    １６ゼミ（物理Ａ、物理Ｂ、化学Ａ、化学Ｂ、生物Ａ、生物Ｂ、地学、数学、家庭科、保健体育、 

ＴＮＰ、社会科学Ａ、社会科学Ｂ、国語、英語、芸術）に変更して実施 

研究テーマは多岐にわたりＳＳゼミ （４３テーマ）ＨＳゼミ（３１テーマ） 

                     ※ＳＳは Super Science、ＨＳは Human Science の略 

「鶴南ゼミ(発展)」（３年生全生徒対象）の開設 

８講座（上級国語、標準国語、数学Ⅲ、数学ⅠＡⅡＢ、外部模試を科学的に見てみる、ＴＯＫ、 

Drastic Grammar、学問研究）を開設し、前期後期で実施 

Ａ－③高度・先端研究に取り組む生徒を育成するための研究 

   「鶴南ゼミ(ＳＳ探究)」の取り組みで外部連携講座数（テーマ数）は、 

慶應義塾大学先端研３、鶴岡高専６、山形大学理学部１、山形大学農学部６、山形県水産試験場１、 

東北公益文科大学１ 

Ａ－④研究成果の社会への還元と発信をするための研究 

「平成２８年度鶴南ゼミ中間発表会」の実施（１０月１３日） 

   「鶴南ゼミ全体発表会」の実施（１年生・２年生対象：２月９日） 

 

Ｂ ＩＣＴ機器を効果的に活用した指導方法とコミュニケーション能力向上のための研究開発 

Ｂ－①情報機器を活用する能力、コミュニケーション能力を育成するための研究 

ゼミの活動の中で身近な情報機器を効果的に活用した研究が行われるようになってきた。ほとんどのゼミで

研究成果をまとめるためにプレゼンテーションソフトを活用している。 

Ｂ－②デジタル教材の開発と指導法の研究 

昨年度明らかになった問題点を解決することができず、独自のデジタル教材の開発と活用その効果の検証に

は至らなかった。 

Ｂ－③ＩＣＴを活用した授業方法の開発と研究 

  ＰＣ・大型テレビ、iPad、実物投影機を授業で使用することは全ての教科にわたり、かなりの頻度になって

きている。大型テレビは各階に設置してあり、利用しやすい状態である。 

 

Ｃ 理数才能を伸長させるプログラムと広い視野を持ち国際的に活躍する人財を育成する研究 

Ｃ－①「ＳＳ科目」の開設と教材開発、指導法や評価法等の研究 

「ＳＳ数学」「ＳＳ物理」「ＳＳ生物」の継続した教材開発、指導法の研究（開設５年目） 

「ＳＳ化学」「ＳＳ地学」の開設と教材開発、指導法の研究（開設４目） 

  ○学校設定科目の「ＳＳ科目」は勿論、それ以外の教科においても、本校のＳＳＨが目指すねらいを踏まえ

た授業改善に向けた研究が進められている。 

Ｃ－②英語力の向上と海外のＳＳＨ校との交流、連携を拡大させるための研究 

・「台湾での海外進路研修の実施」（１１月１０～１３日）と英語を用いた交流に向けた事前学習と「鶴南 

山形県立鶴岡南高等学校 指定第１期目 ２４～２８ 
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ゼミ(ＳＳ探究・ＨＳ探究)」の研究内容の英語を用いた発表交流会の実施 

   ・事前指導（発表英語原稿作成指導、プレゼンテーション指導）の実施 

  ・事前指導で中国語講座を実施した。講師は山形大学大学院に留学している中国人留学生。 

   ・台北市立建国高級中学との「鶴南ゼミ」の研究発表 

  ○「英語科による語学力向上に向けた授業改善」 

   ・英語での口頭発表、意見発表、コミュニケーション活動を多く取り入れた授業の実践 

   ・プレゼンテーションで用いる表現を確認し、読んだ英文の内容をまとめて発表する活動を取り入れた授業

の実践 

Ｃ－③研究機関や大学の支援を受け、科学部の活動を充実発展させるための研究 

山形大学農学部と連携した活動を継続している。物理・化学・生物・地学の多岐にわたる分野で研究を進

めている。 

Ｃ－④科学技術人材育成重点枠ＳＳＨ校・ＳＳＨ校との連携した取組みの研究 

 ・「UK Japan Science Workshop in Tohoku 2016」への参加（８月２～６日） 

・「スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会」への参加（８月１０、１１日）ポスター発表１ 

・「平成２８年度山形県サイエンスフォーラム」への参加（１２月１７日）ポスター発表２２ 

「ＴＮＢＣに対するアプリロニンＡの効果」苑原雄也（２年）が最優秀賞受賞 

「なぜ生卵はゆで卵よりも早く転がるのか？」太田光希（２年）、髙橋航（１年）が優秀賞受賞 

「いかにしてババ抜きで勝利できるか！？」梅津陽光（２年）が優秀賞受賞 

「庄内平野における地上風系の特徴と風力発電の立地分析」鈴木千里（１年）、加藤直歩（１年）が優

秀賞受賞 

・「平成２８年度東北地区ＳＳＨサイエンスコミュニティ研究校発表会」への参加（１月２７～２８日） 

口頭発表１、ポスター発表２ 

  ・「山形県立加茂水産高等学校と連携した鮮度保持に関する共同研究」 

   ＳＰＨに指定されている山形県立加茂水産高等学校が行っている「マイクロバブル窒素氷」を用いた鮮度

保持に対して、山形県水産試験場の指導の下、本校が鮮度評価の指標の１つとなる「Ｋ値」を測定し、経

日変化を比較することで「窒素氷の鮮度保持効果の考察」を共同で行った。また、その成果は「平成２９

年度日本水産学会春季大会高校生ポスター発表」で発表予定 

Ｃ－⑤国際科学コンテスト等への生徒の参加数、入賞数増加に向けた取組み 

○国際科学コンテスト等への生徒の参加数の拡大、参加生徒の成績の向上 

・「日本進化学会２０１６大会」最優秀賞 岡部晴子（３年） 

・「第６回バイオサミット in 鶴岡」鶴岡市長賞 成澤崇之（２年） 

・「山形サイエンスフェスタ」優秀賞 梅津陽光（２年） 

・「英語ディベート大会 山形県予選会」優勝 成澤崇之、髙橋直也、武藤幹弥、三浦理緒子（全員２年） 

  英語ディベート全国大会出場 

  ・「化学グランプリ」山形県予選へ１０名参加、 化学グランプリ対策講座(５回)を実施 

  ・「数学オリンピック」山形県予選へ４名参加 

  ・「数学チャレンジ inやまがた」優秀賞 苑原雄也（２年）、渡部海翔（２年）、髙橋航（１年） 

・「科学の甲子園」山形県大会へ３チームが参加 

１チームが「リケジョ奨励賞」（全国大会への参加はならず。） 

  ・「第１１回科学地理オリンピック日本選手権 兼 第１４回国際地理オリンピック選抜大会」 

山形県予選への参加 

    一次予選通過（全国上位１３３名以内/１４０９名） 佐々木猛（２年） 

Ｃ－⑥大学・研究室を訪問しての研修（理数セミナー）の拡充 

「理数セミナーⅠ」（理数科１年生対象：宮城研修）３月２０～２２日 

   「理数セミナーⅡ」（理数科２年生対象：つくば研修）３月１６～１８日 

 

Ｄ キャリア教育、理数体験充実のためのプログラム開発や研究実績を活用し高大接続に繋げる研究 

Ｄ－①小中学校での理数体験充実に係る取組み 
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    ・中学生対象の実験・授業の実施（７月２９日） 

   ・「科学体験教室」（７月３１日イオン三川店にて）への参加 

   ・「科学祭り in 鶴岡」（１１月１３日山形大学農学部にて）への参加 

  ・「サイエンスアゴラ２０１６」（１１月２～３日：日本科学未来館）地学ゼミのポスター発表 

Ｄ－②高等学校間での理数体験を共有し充実させるための研究 

山形県理数科設置３校（鶴岡南高等学校、山形南高等学校、米沢興譲館高等学校）から更に県内各校科学

専門部生徒、サイエンスコーチ事業において研究を行った生徒を交えて規模を拡大して開催した課題研究

発表会「山形県サイエンスフォーラム」（１２月１７日：山形県国際交流プラザ山形ビッグウイング）の

実施 

Ｄ－③学術文化都市鶴岡創造のための起業セミナーと企業説明会の実施 

・「学術文化都市鶴岡創造のための起業セミナーと企業説明会」（１・３年生全生徒対象：６月２３日） 

全体講演２、参加企業２２社 

地元で活躍している方々のお話を聞かせていただいたことで、外からでは見えない、仕事のやりがいや苦

労、将来の展望について理解を深めることができ、生徒にとっては貴重な体験であった。”仕事をすると

はどのようなことか””地域社会に貢献するために必要なことは何か”について考える良い機会となっ

た。 

Ｄ－④研究実績を進路指導へ活用するための研究 

○探究活動の実績を活用したＡＯ入試による進学 

（≪Ｈ25年度→Ｈ26年度→Ｈ27年度→Ｈ28年度≫の順） 

全体では１０→１０（＋５文系）→５→９ 

  ・東北大学工学部    ５（Ⅱ４、Ⅲ１）→５（Ⅱ３、Ⅲ２）→２（Ⅱ１、Ⅲ１）→２（Ⅱ２） 

  ・東北大学農学部    ２（Ⅲ２）   →２（Ⅱ１、Ⅲ１）→１（Ⅱ）    →１（Ⅲ） 

  ・東北大学理学部    ０       →１（Ⅱ）    →１（Ⅱ）    →３（Ⅱ） 

・東北大学医学部保健  ０       →１（Ⅲ）    →０       →１（Ⅲ） 

  ・東北大学文学部    ０       →１（Ⅱ）    →０       →０ 

・東北大学経済     ０       →２（Ⅲ）    →０       →０ 

  ・東北大学法学部    ０       →１（Ⅲ）    →０       →０ 

  ・慶應義塾大学環境情報学部３→１→１→１ 

・東北芸術工科大学芸術学部文芸学科０→１→０→１ 

慶應義塾大学については、研究所の協力を得ながら昨年度からの研究を継続し、データを基にした更に高

レベルの検証の結果、成果を上げることが出来、それが大学進学へと結びついた。東北大学ＡＯⅡ期につ

いては、旺盛な研究意欲と明確な進路意識を持つ生徒が合格した。これらの生徒は２年でのゼミ選択理由、

探求テーマと活動、３年での活動と志望する大学・学部が明確で、将来像について考え、探求に向かう姿

勢を持ち、自分の考えを明確に述べることが出来た。 

Ｄ－⑤鶴翔アカデメイア（大学模擬講義）の実施 

「鶴翔アカデメイア」（１，２年生全生徒対象：１０月５日）の実施 

 

Ｅ ＳＳＨ事業を推進するための評価・検証方法の研究 

Ｅ－①評価・検証法の研究とＳＳＨ事業を校内で共有するための研究 

・ＳＳＨテストの実施 
   ＯＥＣＤが行っているＰＩＳＡの問題を参考に、読解力、数学的リテラシー、科学的リテラシーを

問う昨年度と同様の問題を全校生徒対象に４月～６月の期間で実施した。３年分の結果を比較分析
し、ＳＳＨ事業を評価する資料とする。他校においても同様のテストを実施し、他校との比較も含
めて評価検証に繋げる。 

・理数科「課題研究」、普通科探究活動「鶴南ゼミ」の評価の実践 
   理数科の「課題研究」および普通科生徒の探究活動「鶴南ゼミ」について、ＳＳＨ事業初年度作成

した評価の指標（資料Ｅ－１）を利用した評価方法を継続して実施する。今年度より、千葉大学特任
教授田辺新一氏の協力も頂きながら、『鶴南ゼミ』の活動の評価としてルーブリックを用いた自己評価を鶴南
ゼミ開始時期（５月下旬）と鶴南ゼミ終了時期（２月中旬）に実施する。 

  ・基礎アンケート調査の実施 
   ＳＳＨ事業開始前の意識調査としてＳＳＨ基礎アンケート（資料Ｅ－２）を６月１３～２４日の期
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間に１・２・３年生対象に実施した。蓄積された５年間のデータをもとに、生徒の興味・関心・学
習意欲等、意識の変容について分析・検証を行ない、各部門の事業の総括と改善を行う。 

   ・中間発表会・鶴南ゼミ終了後の生徒・教員・外部に対するアンケート実施 
   １０月に行われる鶴南ゼミ中間発表会、２月に行なわれる鶴南ゼミ発表会に参加した保護者・他校

の生徒・外部講師を対象に発表会に関するアンケートを実施・分析し、生徒の活動を検証する。 
  ・評価の観点 
   本校ＳＳＨ事業の評価の指標に基づき各種アンケートを作成し、実施結果を分析する。また、１月

に生徒・保護者・教員に実施しているＪＳＴからのＳＳＨ意識調査の５年間の結果を分析し、本校Ｓ
ＳＨ事業の評価、検証をおこなう。 

Ｅ－②運営指導委員会の開催 

平成２８年度 第１回 山形県立鶴岡南高等学校ＳＳＨ運営指導委員会（ ７月 ７日） 

  平成２８年度 第２回 山形県立鶴岡南高等学校ＳＳＨ運営指導委員会（１２月 ７日） 

Ｅ－③ 報告書の作成 

 上記①の評価・検証を行うと共に、年度末に研究成果を報告書としてまとめる。 

② 研究開発の課題 （根拠となるデータ等を報告書「❹関係資料（平成２８年度教育課程表、 

データ、参考資料）」に添付すること） 

１ 鶴南ゼミの充実 

①「鶴南ゼミ」について 

・探究活動のテーマ設定において、生徒の進路や生徒の希望を反映したものにしようと試みてはいるが、人

数調整をしなければならない場面があり、必ずしも全て希望通りにならないケースが見受けられた。なる

べくそのミスマッチがなくなるようなシステム構築を目指す。 

・ＨＳ探究でも「仮説」を立て、アンケートで「検証」し、話し合って「考察」するという流れはあるが、

探究活動としては十分とは言えない。さらなる質の向上を目指し、文系における探究活動の在り方をもっ

と議論していく。 

・現在、鶴岡市では「サイエンスパーク構想」を推進しており、市全体としても科学分野で盛り上げていこ

うという動きがある。本校でも外部と連携しながら、探究活動という視点で、高校生から地域活動や研究

成果等を発信する取り組みなどを積極的に進めていこうと考えている。また、この探究活動を通して、「サ

イエンス」に興味・関心を示し、地域を盛り上げていこうという人材を育成し、「サイエンスパーク構想」

における一端を担うべく連携の仕方をしっかりしたものにしていく。 

② 発表会を含む成果の普及の在り方の検討 

ゼミの発表会はＳＳＨの指定を通じて獲得できた生徒一人一人の成長を発信できる機会であるが、実際に

足を運んで下さった方にのみアピールする発信方法である。他にも年４回の「ＳＳＨ通信」の発行、ホー

ムページ上へ掲載する事による発信も行っているが、ＳＳＨの成果を普及していくという意味では十分で

あるとは言えない。実際に小学校、中学校、高校に対しては一部の生徒は関わりを持っているが学校全体

として、定期的にというものにはなっていない。また、地域に対して積極的に何かを還元している状況に

はなっていない。隣の高校で探求活動を始めるに当たって何をすれば良いかとか、小学校、中学校に自分

達が学び得たものをどのような形で伝えていくことができるかとか、更に地域に対してどのような形で関

わっていけばよいのかをじっくりと考えていかなければならない。新たな「普及」の形を探ることこそこ

れからの本校の探求課題であると言える。 

２ 評価方法の研究 

 アンケート調査以外に課題研究の評価、ＳＳＨテストの実施、ルーブリックによる評価を順次導入してきたが

ある程度の成果はあったと考えられる。今後は目的に掲げている「未来を担う科学技術系人材」が育成されて

いるのかどうか、大学入学後、そしてその後の追跡調査の実施方法等検討していく必要がある。 

３ 教科指導の更なる工夫 

 生徒の活動を重視した形で授業を進める場面が多く見られるようになってきている。生徒達は抵抗なくグルー

プを作ったり、議論をし始めたりしているので、このような状況において更なる授業内容の充実、改善を目指

していかなければならない。 
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Ａ－① 「情報・科学リテラシー」の開設とカリキュラム開発 
① 概  要 
 ａ 事業目標 

ア 情報の収集・処理・表現の力である情報リテラシーを身につける。 
イ 科学に対する知識・態度である科学リテラシーを高める。 
ウ 防災に対する意識の向上。 
ｂ 具体的目標 

ア 情報の収集に対してインターネットから効率的にテーマに沿った情報を見つけ、その信頼性を検証すること
ができる。 

イ 収集した情報を効果的にまとめ、プレゼンテーションすることができるようになる。 
ウ 科学に関する講演などを通じて科学に関する関心を高める。 
エ 災害に関する調べ学習を行うことによって、災害・防災に関する意識を向上させる。 

 
② 仮  説 
ａ 情報の収集、処理についての能力が高まる。その際、インターネットなどを利用する場合のマナーや 

ネット上の危険に対する知識と態度を育むことができる。 
ｂ 調べた情報をパワーポイントやワードなどに簡潔にまとめ、効果的に伝える力が高まる。 
ｃ ノーベル賞受賞者や大学教授の講演などを聴講することで科学や防災に関する意識を向上できる。 

 
③ 実  践 
ａ 学習計画 

ア 科目名 情報・科学リテラシー 
イ 単位数 週２単位 
ウ 形 態 講義、調べ学習、発表、講演の聴講 
エ テーマと内容 
＜講義、調べ学習、発表＞ 

・「自己紹介」の作成・発表・相互評価・・・・パワーポイントの基本操作と技術 
・「偏差値」を理解する・・・・・・・・・・エクセルの基本操作と関数 
・アカデミックスキルアップ①「職業」と「大学・学部・学科」調べ・・・検索講座 
・情報セキュリティーとネチケットについて・・・・・・座学とインターネット 
・情報に関する権利（著作権）について・・・・・・・・座学とインターネット 
・「ワード」による文書作成・・・・・・・・・ワードの基本操作 
・アカデミックスキルアップ②「災害と防災」の調べ学習とレポート制作・・・「自然災害」 
・アカデミックスキルアップ③「災害と防災」の調べ学習とレポート制作・・・「ＮＢＣ災害」 
・「エクセル」による処理①（グラフ作成）・・・・・・気象庁や総務省のデータ参照 
・「エクセル」による処理②（index match large small 複数の関数を組み合わせデータ分析） 
・ケーススタディ 情報モラル の確認・・・・・・・・座学（最近の事例より） 
・アカデミックスキルアップ④大学入試センターから入試情報を得る・・・・・インターネット 
・アカデミックスキルアップ⑤「ＮＢＣ災害」のポスターセッションのためのポスター作り 
・３年生激励ポスター制作・・・激励会に合わせて１年生が応援メッセージを３年廊下に掲示 

＜講演会＞ 
「庄内の地震の講演会」（３月３日） 
～日本海の地震の巣について～       講師： 鶴岡工業高等専門学校 澤 祥 教授 

ｂ 使用教材 

ア 教科書「見てわかる社会と情報」（日本文教出版） 
イ 副教材①「ケーススタディ Ver10 情報モラル」（第一学習社） 
ウ 副教材②「情報のノート」（日本文教出版） 
エ 講演に関するプリント（講演時に配布） 

ｃ 評価の方法と観点 

●観点 

ア 関心・意欲・態度 ＬＬ教室のマナーと授業に対する取り組み具合を評価する 

イ 科学的な思考   発表には科学的な根拠や自分の考えを必ず入れさせる 

ウ 言語活動と技能  課題の制作物やスライドを周囲に分かりやすく加工する 

エ 知識理解     ペーパーテストによる知識の確認、教室内ＬＡＮでの回答方法も試みた 

●評価方法 

ア 自己評価 調べ学習のプレゼンは制作物と発表に対して自己評価を行い今後に活かす 
イ 相互評価 発表者のプレゼンを聞いて、発表やスライドの良い面を評価する 
ウ 教師による絶対評価 科会議の中で評価規準を明確にし、クラスによる偏りをなくす 
エ パソコン入力結果を自動採点し、同一基準での知識理解度を測る 
オ 欠席者への対応（作品制作時間相談や技術支援）をすることで履修と習得をサポート 

ｄ 仮説の検証 

・ａについては情報の収集、処理についての能力を高めることによって、アプリケーションソフトの操作技
能を高めることができた。また、新たな疑問が生じたときはインターネットを活用して、即時に課題を解
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決することができた。さらに個人情報の流出には慎重になるとともにネット上のエチケットやマナーに対
する意識を高め、社会の中では法律との関わりの中で生きている現実を体験することができた。 

・ｂについては調べた情報をパワーポイントやワードなどに簡潔にまとめることによって、効果的に自分の
考えを相手に伝える力が高まった。プレゼンの発表はアニメーション効果を駆使したスライドの作成して
発表。ポスターセッションの発表のためにはポスターを制作し要点をまとめて話をする経験を積むことで
より効果的なアピールができるようになった。また他人の発表には前向きに聞く態度が育ち、知識の共有
が図られ、疑問を感じたらその場で解決するために積極的に質問をして議論をする生徒もみられた。 

・ｃについては鶴岡工業高等専門学校 澤祥 教授の庄内地方の災害「何時か？から、何時でも！へ」
について過去の事例の中で、数年に一度の割合で地震による家屋倒壊が起こっている現状を学んだ。
災害に強い庄内地方という固定観念を否定する学術的な研究による津波予想高や津波到達時間な
ど、生徒の経験の中では想像がつかない災害に見舞われる危険と危険から命を守る知識の大切さを
能動的に考えさせる機会を得た。全国で起こる災害についてはリアルタイムな情報を授業中提示し、
６年前の東日本大震災の記憶が風化しないように「命」の重さを再確認している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜防災講話の様子＞ 
 
④ 次年度以降の課題 
１年生必履修科目の学校設定科目「情報・科学リテラシー」(２単位)のカリキュラム研究を発展させ「情報・科
学コンピテンシー」を学校設定科目にするために現在準備をすすめている。 
「情報コンピテンシー」ではＳＮＳの社会で生きる抜くために情報モラルを守り、端末機器を活用して課題解決
のための情報収集と加工・発信を行い、日本語と英語でのプレゼンができる環境適応能力が高まるような「判断
力の育成と活用能力の向上」を目指し、他人を思いやることのできる生徒を育成したい。また情報発信という観
点から動画や画像編集ソフトを使って、「鶴南生 NOW」を作り、発信することで学校全体に自主・叡智・剛健の浸
透を促したい。 
「科学コンピテンシー」では科学分野の発展の歴史を学習し、基礎研究の重要さを理解すると共に応用研究の汎
用性を想像・創作できる取組の中で、科学的な視点に基づいてデータの分析や検証、考察ができる能力を養う。
光の三原色と色の三原色を HTML 言語を使って思考実験させたり、人類の命にかかわる「自然災害」と「ＮＢＣ
災害」については、防災と減災の観点から理想の社会を科学的に表現する能力を高めるとともに、未来に向けて
の提言を考えさせ明日の生活を保障する糧を考えさせたい。 
 
Ａ－② 全校生徒が取り組む継続した探究活動（鶴南ゼミ）の開設 
「鶴南ゼミ（基礎）」 
① 概  要 
 ａ 事業目標 

探究活動を進めていく上で必要となる科学的な探求手法やテーマ設定の方法を身につけると共に、情報機器を活
用させたグループ活動や発表を行うことによるプレゼンテーション能力や問題解決能力の伸長に活かす。 
ｂ 具体的目標 

２年時の「鶴南ゼミ（SS 探究・HS 探究）」での探究活動に向けて１年次の「鶴南ゼミ（基礎）」において基礎
的な実験手法、データの処理、情報探索の手法についての知識を身につけるとともに、生徒同士のコミュニケー
ションを通した課題解決に取り組ませる。 

 
② 仮  説 
ａ 初期段階で理科の物理、化学、生物、地学、４領域の基礎的な実験操作の手法の学習、英語を用いた発表

の基本を学ぶことで自然現象を科学的、論理的に考察する能力の向上や化学英語の学習に関する興味関心
が向上する。また、英語、国語、数学３領域の基礎的な知識と考察、発表を行い、テーマ設定から発表ま
での探究活動を体験できる。さらに、社会科分野では様々な角度から地域社会が抱える問題についての講
話を通して考察を深めていく。 

ｂ 情報機器の活用方法や効率的な情報検索の方法を習得し、探求活動に活用することができる。 

ｃ 年間を通じた、系統立てた取り組みを通じて２年次の探求活動のテーマ設定や活動に、滞りなく移行する
ことができる。 
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③ 実  践 
ａ 学習計画 

科目名 総合的な学習の時間「鶴南ゼミ（基礎）」（１学年全生徒対象） 
  ア 単位数 週１単位（火曜７校時） 
  イ 形態・内容 

各科目３コマ×７教科＝２１コマの日程で行う 
（実施科目：物理・化学・生物・地学・英語・国語・数学・社会） 

   担当教員と概要は以下の通り 

科目 担当 概要 

物
理 

小
関 

有効数字の考え方と実験等における数値の取り扱いを学ぶ。 

物理学と他の分野の関連を科学史のなかで捉え科学的視点について考える。 

「虹は何色か？」という問いに対する答えを科学的視点で考える。 

化
学 

長
谷
部 

２年生からのＳＳ化学、鶴南ゼミの学習・実験・レポート作成・英語を含むプレゼンテーション等に繋がるように、次のよ

うな内容について学ばせる。 

・中学で学習した化学分野の知識や器具の使用法について確認を行うとともに、高校化学の導入を行う。 

・簡単な実験を通して、仮説を立て、結果を予想しながら進める研究の手法を身につけさせる。また、グラフの作成含めた

実験結果のまとめ方を学ばせる。 

・英文により実験の手順を指示し、英文で結果をまとめさせることで、理系英語に触れ、英語で実験結果をまとめる経験を

積ませる。 

生
物 

三
宅 

次のことを主な目的とし、２年生での探求活動の際にスムーズに実験を行うことができるようにする。 

・顕微鏡でミクロの世界を見て、普段では気がつかない発見の中から、自然事象に対する興味・関心を引き出す。 

・基礎的な観察実験を通して、スケッチの手法やレポートのまとめ方を学び、実験の結果から自然の事象について考察でき

る力を養う。 

・サンプル採集からレポートの提出までを実際にやってみることで、研究活動における一連の流れを経験する。 

地
学 

友
野 

次のことを主な目的とし、２年生での探求活動の際にスムーズに実験を行うことができるようにする。 

・大陸移動説を通して地学的なものの考え方や時間スケールを学ぶ。 

・グーグルアースとグーグルスカイを使って地球と宇宙のスケールを体験し、正しい自然観を身につけるための下地を作る。 

・人間、地球、宇宙の大きさや時間のスケールを計算によって実感する。 

国
語 

西
山 

２年生で取り組む探求活動はもちろん、あらゆる場面で必要とされる「文章を読み取る力」「自分の意見を述べる力」の育

成を目指す。具体的な目標としては下記の２点である。 

① 文章を読みとり、要点を理解し、一定字数で要約することができる。 

② ある文章を読み、それに対して自分の意見をきちんとした書き方で表現できる。 

数
学 

木
村 

２年生で行う探究活動の導入として、 

① 身の回りにある数学 

② 社会生活と数学 

③ 数学の発展と人間の活動 

の観点からテーマを１つ選んで、そのテーマに必要な基礎知識の習得と考察、発表を行い、テーマ設定から発表までの探究

活動の流れを経験させる。 

英
語 

小
角 

２年生での「台湾研修」、「研究発表」をより効果的に行うための基礎力を身につける。 

・プレゼンについて学ぶ。 

・「庄内をプレゼンする」準備をする。 

・ポスターセッション形式で発表する。 

社
会 

佐
藤 

２年生からの地域活性化プロジェクトの探究活動に繋がるようにすることはもちろん、将来鶴岡に帰ってきて「住みたい」

「働きたい」と思うような街にするための提案を全員で考えることが目標。 

・鶴岡市の現状を知り、他地域と比較しながらどうすれば魅力ある街になるか考える。 

・毎回講師の話を聞いて、自分なりの活性化事業をプランニングする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜社会の様子＞                  ＜英語の様子＞ 

13



 
実施日と内容は以下の通り 
 

平成 28年度 １学年 総合的な学習の時間・鶴南ゼミ（基礎）計画 ＜火曜７校時＞ 

 
月日 曜 1 組 2 組 3 組 4 組 5 組 

1 4 月 19日 火 ＳＳＨ・鶴南ゼミガイダンス（鶴翔会館） 

2 4 月 26日 火 国語 化学 生物 地学 英語 

3 5 月 10日 火 国語 化学 生物 地学 英語 

4 5 月 17日 火 国語 化学 生物 地学 英語 

5 5 月 31日 火 数学 国語 化学 生物 地学 

6 6 月 7 日 火 数学 国語 化学 生物 地学 

7 6 月 14日 火 数学 国語 化学 生物 地学 

8 6 月 28日 火 社会 社会 社会 社会 社会 

9 7 月 12日 火 社会 社会 社会 社会 社会 

10 8 月 30日 火 社会 社会 社会 社会 社会 

11 9 月 13日 火 物理 数学 国語 化学 生物 

12 9 月 27日 火 物理 数学 国語 化学 生物 

13 10月 4日 火 物理 数学 国語 化学 生物 

14 10月 11日 火 英語 物理 数学 国語 化学 

15 10月 18日 火 英語 物理 数学 国語 化学 

16 10月 25日 火 英語 物理 数学 国語 化学 

17 11月 1日 火 ２年ゼミ海外研修発表リハーサルの見学（鶴翔会館） 

18 11月 15日 火 地学 英語 物理 数学 国語 

19 11月 29日 火 地学 英語 物理 数学 国語 

20 12月 6日 火 地学 英語 物理 数学 国語 

21 1 月 10日 火 生物 地学 英語 物理 数学 

22 1 月 17日 火 生物 地学 英語 物理 数学 

23 1 月 24日 火 生物 地学 英語 物理 数学 

24 1 月 31日 火 化学 生物 地学 英語 物理 

25 2 月 7 日 火 化学 生物 地学 英語 物理 

26 2 月 14日 火 次年度鶴南ゼミにむけたガイダンス（鶴翔会館） 

27 2 月 21日 火 化学 生物 地学 英語 物理 

 
２月１４日 「次年度鶴南ゼミにむけたガイダンス」について 
＊次年度の「鶴南ゼミ（SS 探究・HS 探究）」で予定されている各ゼミの紹介とそれに基づいたゼミ希望
調査を行う。２月９日に行われた２年生の全体発表会の振り返りも行い、次年度に向けての取り組みの
スタートと位置付ける。 

 ゼミの紹介内容、定員は次の通り 
 

第１学年鶴南ゼミガイダンス（２月１４日（火）７時間目 鶴翔会館） 
  

平成２９年度 新２学年鶴南ゼミテーマ概要一覧 
  

    ゼミ テーマ 内容 定員 担当 

SS

探
究 

1 物理ゼミＡ 

ノイズキャンセリングを用いた勉強効率の

検証 

テーマは全て平成２８年度のもの 

鶴岡高専（講師４名）と連携し研究 

新年度にテーマを決定します。 

各先生４名

まで 

最大１６名 

阿部 

ディジタルタイマーの作製 

マイコン使ってラジコン作ってみた 

音楽と振動が人体に与える影響 

人工知能を用いた顔認証 

食品のテクスチャーと味わい 
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2 
物理ゼミＢ 

☆ 

野球 高校野球の試合データから実際の野球に役立つ情報を見つけ出す。 8 

笹木 
物理学の偉人 物理学者の業績とその人物同士の関係をまとめ、相関図を作る。 4 

今どきの若者は・・・ 本当に「今どきの若者は・・・」と言われるほど若者の犯罪が多いのかを調査する。 4 

物理シミュレーション 物理の教科書の問題を物理シミュレーションアプリを用いて再現する。 4 

3 化学ゼミＡ 電池 

２９年度から新たな内容にする予定です。理数化学・ＳＳ化学の授業でも扱う電池につ

いて・災害時に使えるもの・エコなもの・長く使用できるもの 

などについて研究しようと思っています。それ以外でも希望があれば。 

4 長谷部 

4 化学ゼミＢ 
加茂水産高校、水産試験場と連携した魚の鮮

度保持に関する研究 

加茂水産高校から提供して頂く「マイクロバブル窒素氷」を用いた魚の鮮度保持につい

て継続して測定データを積み重ねていく。 
5 猪口 

5 生物ゼミＡ 

西澤隆先生ゼミ 温泉を利用して植物を生育し、有効性を検証する。 5 

三宅 

小関卓也先生ゼミ 麹菌の基本的な生理機能を調べ、バイオ燃料などの可能性を探る。 5 

村山秀樹先生ゼミ 花や果物における現象を植物生理学の観点から考察する。 5 

木村直子先生ゼミ マウスを実験材料として、健康や生殖に関する研究を行う。 5 

加来伸夫先生ゼミ 特殊な土壌微生物の分離や土壌微生物が増殖しやすい培地の検討などの研究を行う。 5 

渡部徹先生ゼミ 身の回りの薬剤耐性菌における研究を行う。 5 

6 生物ゼミＢ 鶴岡サイエンスパークとの共同ゼミ 
鶴岡サイエンスパークを設計するヤマガタデザインとベンチャー企業との共同で、先端

科学や地域活性に関するテーマについて考察していく。 
10 蛸井 

7 地学ゼミ☆ インターネット望遠鏡 インターネット望遠鏡を使っての観測と研究 5 友野 

8 数学ゼミ 

統計学 身近なことについての疑問を統計的な手法を用いて検証する。 10 

木村 幾何学 「算額」や「スピログラフ」など図形的な分野について研究考察を行う。 10 

代数学 数の関係や性質、論証など様々な分野について数学的な面から検証考察を行う。 10 

9 
家庭科ゼミ 

☆ 

住居学・経営学 

災害避難所運営についての研究 

万が一の災害に備え、鶴岡南高校は地域の避難所に設定されている。仮に本校で避難所

運営を行うにあたり、避難者への配慮や支援を踏まえた避難所運営はどうあるべきかに

ついて、住居学の視点から探究する。 

6 

デジカメを

持っている

人 
渡部 

家族・社会学 

ジェンダーの視点から家族・社会学について

の研究 

日本のジェンダーギャップ指数は、世界で１１１位である。インド、中国やネパールよ

りも低い。背景には家庭や社会の環境が大きく関わっている。アンケート調査・分析を

行い、今後の若者がジェンダーギャップで苦しい思いをしない社会にするための改善策

を研究する。 

3 

エクセルを

使いこなせ

る人 

10 
保健体育ゼミ 

☆ 

体のメカニズム 体の動きを分析し、パフォーマンス向上のアイディアを考え検証する。 4 

野崎 
スポーツと言葉 「セルフトーク」について勉強し、どのような言葉が効果があるか考え、検証する。 4 

生活習慣と学力 
運動や睡眠、食事などが学力とどう関係しているか調べ、実験やアンケートによってそ

れを検証する。 
4 

11 TNP TNP TNP     

HS

探
究 

12 
社会科学ゼミＡ 

☆ 

鶴岡を考える！？～鶴岡の地域学～ 

鶴岡（庄内・山形）における様々な資源を生かし、地域を活性化する方法とは？ 

を各自探究する。 

①鶴岡の食文化・農業について考える。 

②鶴岡の観光資源を生かす方法を考える。 

③コンパクトシティによる地域活性化を考える。 

④鶴岡サイエンスパーク構想と鶴岡の可能性について考える。 

なし 

丸谷 

地理分野 
生徒が興味関心をもつ分野からテーマを設定し、グループもしくは個人で探究活動を行

う。 
なし 

13 社会科学ゼミＢ 

現代社会分野 
生徒が興味関心をもつ分野からテーマを設定し、グループもしくは個人で探究活動を行

う。 
なし 五十嵐 世界史分野 

日本史分野 

14 国語ゼミ 

現代文探究 現代文の分野からグループでテーマを設定し探究する。 4 

西山 古文探究 古文の分野からグループでテーマを設定し探究する。 4 

漢文探究 漢文の分野からグループでテーマを設定し探究する。 4 

15 英語ゼミ 

英語教育 
小学校における英語教育の実践を研究。世界における第二言語習得の英語教育について

調査研究する。 
5 

小角 

英米文学比較文化 
主にイギリス、アメリカの文学の研究。および文化・言語などを様々な視点で日本と比

較し、研究する。 
6 

16 芸術ゼミ 
造形技法を研究してみる（美術） 

絵や彫刻・デザインなど造形表現のための技法を、１年を通して研究し、長期にわたる

作品制作や研究にトライする。 
5 

佐藤 

作曲家とその作品について（音楽） 作曲家（現代まで）とその作品について、時代背景などから考察する。 5 

  
☆・・・文理不問で募集する 
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ｂ 評価の観点 
ア レポートの内容 
・各活動で内容や目的を理解した上でレポートを作成し、評価者に伝わりやすいレポートになっているか。 

イ 関心・意欲・態度 
・それぞれの活動の目的を理解した上で意欲的に取り組んでいるか。 

・発表者に対して意見や質問を積極的に行っているか。 

ｃ 仮説の検証 
・ａに関しては、生徒へのアンケート調査の結果、「探究活動を行なうための基本的な知識や実験方法・技
術を学ぶことが出来ましたか。」という問いに対して、出来たと回答する生徒が 95.2%と高い値を示した
ことから効果があったと考えられる。また、昨年度までの反省点を踏まえ、授業での進度の関係で実施時
期等に希望がある教科を調整して進めることができた。今年度は社会科も加わり、次年度の所属ゼミを決
める上で、より一層選択の幅を広げることができた。 

・ｂに関しては、ほとんどの生徒が情報端末に精通している現状である。 

・ｃに関しては、各教科わずか３時間ではあるが、最後の時間は発表活動をしてまとめとする形態が多くな
ってきた。２年時でのテーマ設定や発表に向けたことを意識しており、一定の効果があると考えられる。
生徒アンケート調査の結果、「２年からの『鶴南ゼミ探究』に向けてテーマ決めの参考になりましたか。」
という問いに対して、参考になったと回答する生徒が 86.0%と高い値を示したことから効果があったと考
えられる。 

 
④ ５年間の総括 

「鶴南ゼミ（基礎）」は毎年少しずつ実施方法を変えてきた。 
１年目：3科目（iPad講習・論文購読・理科実験）×3時間、次年度探究テーマ検討、模擬ポスターセッション 
２年目：5科目（物・化・生・地・英）×2時間、7テーマ（物・化・生・地・数・国・英）で探究活動 
３年目：5科目（物・化・生・地・英）×2時間、8テーマ（物・化・生・地・数・国・英・社）で探究活動 
４年目：7科目（物・化・生・地・数・国・英）×3時間 
５年目：8科目（物・化・生・地・数・国・英・社）×3時間 

このような変遷をたどってきたが、毎年、反省を次年度に生かしながら行ってきた。１年次から少し発展的
な探究活動を体験させた時期もあったが、２年次の所属ゼミ決定に向けてできるだけ多くの選択肢を生徒に
提示する意味合いの強い現在の形で落ち着いてきている。１年生は「鶴南ゼミ中間発表会」「海外研修発表
リハーサル」「鶴南ゼミ全体発表会」の年３回２年生の活動を見学している。直接先輩達の発表を見ることが何
よりの刺激になっているようである。今後はこの路線を踏襲しつつも本校生徒にとってより良い形を目指してい
かなければならない。 

 

「鶴南ゼミ（ＳＳ探究・ＨＳ探究）」 
① 概  要 
ａ 事業目標 

研究所・大学等と連携した課外の研究・探究活動・課題研究を導入し生徒が主体的に取り組む事で、生徒の科学
リテラシーを高めるとともに、課題解決能力を伸長することができる。 
ｂ 具体的目標 

ア 興味関心のある学問分野を深く掘り下げることで、学問の楽しさ・奥深さに気づかせる。 
イ 自らテーマを設定し、探究していくことで、主体的に学習に取り組む姿勢を育成する。 
ウ 全体発表会にむけて、探究した成果をポスターにまとめることで、レポート作成能力を育成する。 
エ 大勢の人の前でポスター発表をすることを通じ、プレゼンテーション能力を育成する。 
オ 最後にこれらの活動を通じて、進路希望実現への意識を高める。 
 
② 仮  説 
ａ １つのテーマを深く探究する課題研究を通して、調査計画・実験計画の立て方、調査・実験の進め方、結

果の処理方法やまとめ方に関する能力が高まる。 
ｂ 調査・実験結果を発表する事を通して、他の研究の内容や手法について議論する能力や表現力、プレゼン

テーション能力が高まる。 
ｃ これらの活動を通じて、生徒の科学リテラシー、課題解決能力を伸長する事ができる。 

 
③ 実  践 
ａ 学習計画 
ア 科目名 総合的な学習の時間「鶴南ゼミ（ＳＳ探究・ＨＳ探究）」（２学年全生徒対象） 
イ 単位数 週１単位 
ウ 内容 
生徒は１年次の後半に、１６のゼミから自分の所属する１つのゼミを決定する。 

各ゼミの担当教員は教科の教員を中心に構成する。４月にゼミ毎の活動が始まり、最初にグループまたは
個人の探究テーマを設定する。その後テーマに即した探究活動に取り組み、探究内容をまとめ、１０月に
中間発表会、１１月に海外研修（台北市立建国高級中学）での発表交流、２月の全体発表会でポスターも
しくはプレゼンテーションソフトを用いた発表を行う。 
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＜年間指導計画＞ 

平成 28年度 ２学年 総合的な学習の時間・鶴南ゼミ（探究）計画 ＜木曜７校時＞ 

 
月  日 曜 内  容 備  考 

1 4 月 14日 木 ゼミごとのガイダンス ゼミごとに企画・運営 

2 4 月 21日 木 テーマ決定に向けての時間   

3 4 月 28日 木 テーマの決定・年間計画作成 探究テーマ決定締切 

4 5 月 12日 木 探究活動① 生徒年間活動計画書提出締切 

5 5 月 19日 木 探究活動② 指導者年間活動計画書締切 

6 5 月 26日 木 探究活動③   

7 6 月 9 日 木 探究活動④   

8 6 月 16日 木 探究活動⑤   

9 6 月 23日 木 探究活動⑥   

10 6 月 30日 木 探究活動⑦   

11 7 月 14日 木 探究活動⑧ 海外研修発表についての検討開始 

12 9 月 1 日 木 探究活動⑨   

13 9 月 8 日 木 探究活動⑩   

14 9 月 15日 木 中間発表・海外研修発表準備   

15 9 月 20日 火 中間発表・海外研修発表準備   

16 10月 6日 木 各ゼミ発表リハーサル   

17 10月 13日 木 中間発表会 1 年生も見学、終了後海外研修発表者確定 

18 10月 20日 木 海外研修にむけた準備 中間発表会での反省を踏まえて準備 

19 10月 27日 木 海外研修にむけた準備   

20 11月 1日 火 海外研修発表リハーサル 場所：鶴翔会館  1年生も見学 

21 11月 9日 水 海外研修   

22 11月 17日 木 探究活動⑪ 活動記録集の原稿作成開始 

23 12月 1日 木 探究活動⑫ 全体発表会の探究テーマ確定 

24 12月 15日 木 探究活動⑬ 全体発表会のステージ発表者決定 

25 1 月 12日 木 発表会にむけた準備   

26 1 月 19日 木 発表会にむけた準備 全体発表会の発表順確定 

27 1 月 26日 木 発表会にむけた準備   

28 2 月 2 日 木 各ゼミ発表リハーサル ゼミごとに企画・運営 

29 2 月 9 日 木 鶴南ゼミ発表会   

30 2 月 16日 木 探究活動まとめ 活動記録集の原稿提出締切 
 
ｂ 評価の観点 
ア 発表ポスター・資料の内容 
・活動の内容を適切にまとめた発表ポスター・資料が作成できたか。 

イ 発表 
・自分達の探究活動の成果、実習の内容を理路整然と聞く人に理解できるように発表できたか。 

ウ 関心・意欲・態度 
・自分達の探究活動のねらいをよく理解して意欲的に取り組んだか。また、他の発表者の発表を真剣に聞
いていたか。 

 これらの項目について取組状況、自己評価表、提出レポート等を総合的に判断し、担当教員が評価する。 
 

ｃ 仮説の検証 
・ａについて、指導者の助言を受けながら、調査計画・実験計画の立て方、調査・実験の進め方、結果の処
理方法やまとめに関する能力が高まったと思われる。 

・ｂについて、探究活動の発表を通じて表現力やプレゼンテーション能力が高まった。 
・ｃについて、他の生徒が取り組んだ探究活動の発表を聴く経験を通じて様々な課題解決の手法を学ぶ事が

できた。 
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＜英語ゼミ（小学校訪問）の様子＞         ＜家庭科ゼミ（糖度測定）の様子＞ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  ＜海外研修発表リハーサルの様子＞         ＜台湾でのプレゼンテーション＞ 
 
④ ５年間の総括 
・探究活動のテーマ設定において、生徒の進路や生徒の希望を反映したものにしようと試みてはいるが、人数
調整をしなければならない場面があり、必ずしも全て希望通りにならないケースが見受けられた。なるべく
そのミスマッチがなくなるようなシステム構築のためにも、より多くの教員が関わり合って全体で進めてい
こうという環境作りが大切である。 

・探究の内容や発表の様子など年々向上しているものの、特にＨＳ探究では調べ学習の域にとどまっているグ
ループもあった。ＨＳ探究でも「仮説」を立て、アンケートで「検証」し、話し合って「考察」するという
流れはあるが、探究活動として十分かどうかというと疑問である。さらなる質の向上を目指していきたいと
は考えているが、文系における探究活動の在り方をもっと議論しなければならない。 

・今年度でＳＳＨ指定５年目を終えるが、探究活動としての鶴南ゼミは継続していく。現在、鶴岡市では「サ
イエンスパーク構想」を推進しており、市全体としても科学分野で盛り上げていこうという動きがある。本
校でも外部と連携しながら、探究活動という視点で、高校生から地域活動や研究成果等を発信する取り組み
などを積極的に進めていこうと考えている。また、この探究活動と通して、「サイエンス」に興味・関心を
示し、地域を盛り上げていこうという人材を育成し、「サイエンスパーク構想」における一端を担っていき
たい。 

 
「鶴南ゼミ（発展）」 
① 概  要 
ａ 事業目標 

生徒が強く興味関心を持つ問題や課題、また進路を意識した問題解決能力を高めさせる活動を行わせるとともに
グループ活動による協働意識やプレゼンテーション力の伸長を図る。 
ｂ 具体的目標 

ア 「鶴南ゼミ（発展）」では自然科学分野、人文科学分野から一つの研究分野を選び１、２学年の研究が実際
にどのように研究や社会に繋がっているのかを学ぶ。 

イ 高い思考力を必要とする問題への取組みなど、探究する力を進路実現に繋げる取組みを行う。 
 
② 仮  説 
ａ 発展的な問題や課題をグループで学び発表する活動を通じて、コミュニケーション能力や表現力、思考力、

課題解決能力が高まる。 
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ｂ １，２学年で探究した内容を進路実現につなげる為の研究を行わせることで、探究意識を高めさせ、結果
として進路実現を図ることができる。 

 
③ 実  践 
ａ 学習計画 
ア 科目名 総合的な学習の時間「鶴南ゼミ（発展）」（３学年全生徒対象） 

    イ 単位数 週１単位のうち１時間 
    ウ 形態  「ゼミガイダンス→ゼミの決定→ゼミ毎の探究活動」 
    エ 内容  ゼミ毎にテーマに即した探究活動に取り組む。 
    ＜ゼミテーマ＞ 

「上級国語」 … 入試問題から物事の本質へ 
「標準国語」  … 基礎の確認から入試レベルへ 

 「数学Ⅲ」   … グループ学習の形態で進める。数学Ⅲ分野の問題に対してグループ内で議論しながら
理解を深化させていく。また、解答をプレゼンテーションして全体で考え方を共有す
る。 

「数学ⅠAⅡB」 … グループ学習の形態で進める。数学ⅠＡ・ⅡＢ分野の問題に対してグループ内で議論   
しながら理解を深化させていく。また、解答をプレゼンテーションして全体で考え方
を共有する。 

「外部試験を科学的に見てみる」 
 … 外部英語試験の問題を取り扱いながら共通性、違い、解法等をグループ学習で進める。 

最終的にはポスターを用いてプレゼンテーションし、得たものを全体で共有する。 
「ＴＯＫ（theory of Knowledge）」 

 … 英語によるワークシートを使いながら、知識についての考え方とその分類や主張につ
いてのアプローチを学ぶ。グループ学習、ディスカッション、プレゼンテーションを
通じて深化を図る。 

「Drastic Grammar」 
 … 文法・語法・表現などの基礎的な部分をグループ学習を用いて共有、確認しながら進

める 
「学問研究」 … 大学研究、志望理由書研究、過去問研究、面接法研究 

   b 評価の観点 
ア 関心・意欲・態度 
・各活動のねらいをよく理解して意欲的に取り組んでいるか。解答までの思考の過程が適切か。 

    イ 発表 
      ・自分の解答までの思考の過程を、他によく理解できるように発表できたか。 

 
ｃ 仮説の検証 

   ａ 共通するテーマを持つ者での学習は、グループ内で教えあったり、議論しあったりする様子が見られ、
コミュニケーション能力や表現力の向上に繋がったと思われる。 

ｂ 他者の意見や発言を聞くことで思考力、課題解決能力も高まったと思われる。 

    ｃ ＨＲや授業の様子から明らかに進路意識や学習意欲の高まりが見られる。 

 

④ 次年度以降の課題 
・事業目標、具体的な目標の達成のために適した課題の開発、精選、研究。 
・事業目標、具体的な目標の達成のために適した指導方法の研究。 

 
⑤ ５年間の総括 
 本校では３年生のゼミ活動は直接的に進路実現につながるものを目指して実施してきた。１・２年生で行って
きたゼミ活動を教科の枠にはめることにより、効果的な学びにつなげていくことができるという考え方である。
ゼミ活動だからこそ時間をかけてじっくりと難問・良問に向き合い、その問題のもつ全てのエッセンスを吸い尽
くすような取り組みや、一方でゼミ活動だからこそ基本的なことの仕組みを一から深く考えていこうとする取り
組みなど、教科の中で探究活動の力が発揮され、この時間がより効果的な学習時間となることを目的としている。
しかし、ＳＳＨ採択当初はそれぞれの授業の延長のような色合いが強く、探究型の学習といってもなかなか浸透
していかないというのが本当のところであった。しかし、１年、２年と経ていくと次第に生徒も教師も探究活動
の流れや手法が見えてきて、少しずつ変化が見られるようになった。５年を経た本年度は生徒の活動を重視した
形で進めている場面が多く見られるようになった。生徒達は臆せず自分の考えを発表したり、議論したりするよ
うになった。また、生徒達は教科の授業においてもそれほど抵抗なくグループを作ったり、議論をし始めたりす
る場面が増えてきている。３年生の「鶴南ゼミ（発展）」の影響が強いとは言いきれないが、このようにゼミ活
動として教科の中で探究的な学びをしている効果は大きい。まだまだ、発展途上で十分とは言えないが、少しず
つ色々な場面で生徒達の探究的な学びの姿勢が生かされてきている。今後もより良い形を模索しながら「鶴南ゼ
ミ（発展）」を続けていく必要がある。 
 
 
 
 

19



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「外部試験を科学的に見てみる」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       「数学ⅠＡⅡＢ」              「ＴＯＫ（theory of Knowledge）」 
 
Ａ－③ 高度・先端研究に取り組む生徒の育成 
① 概  要 

a 事業目標 
ア 生徒全員がそれぞれ課題を設定し、それに積極的に取り組むことでより問題解決能力を伸長し、リーダーシ

ップを発揮する『人財』を育成できる。 
イ 海外ＳＳＨ校との交流で研究成果を発表するなど、多くの発表の機会を作り、コミュニケーション能力、プ

レゼンテーション能力、国際性の向上を育成できる。 
ウ 研究所・大学等と連携した課外の研究・探究活動・課題研究に取り組むことにより、より高度な技術と専門

的な知識を深めることができる。 

b 具体的目標 
ア ２年時週１時間の「鶴南ゼミ」を設定し、１年間継続的に探求活動を行い、積極的に問題解決に取り組ませ

る。 
イ １１月の海外ＳＳＨ校台北市建国高級中学との学校交流に向けて、英語での論文作成、プレゼンテーション

能力の向上をはかる。 
ウ 山形大学農学部、慶応義塾大学先端研等と連携し、より高度で専門的な研究を行えるよう協力関係を築き探

求活動に取り組ませる。 
② 仮  説 
ａ 生徒それぞれが設定した課題に対して、積極的に取り組み問題を解決することができた。 

  ｂ 英語での論文作成やプレゼンテーションによって国際性を身につけることができた。 
ｃ 大学等との連携によって、高度な専門的知識を習得できた。 

③ 実  践 
ａ ゼミの設定 

１６分野のゼミを設定し、１年次の後半で生徒の希望を調査し１６分野それぞれに生徒を振り分けた。それ
ぞれのゼミについては教科で受け持ち、生徒の探究活動のテーマに応じて担当教員を決めた。山形大学農学
部との連携方法については次の通り実施した。 
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ｂ テーマの設定 
山形大学農学部との連携については以下の６テーマで実施した。 
①バナナの成熟と光合成         （研究生徒 ４名） 
②各培地による微生物の違い       （研究生徒 ５名） 
③カビを用いた米ぬかの発酵利用     （研究生徒 ４名） 
④温泉で野菜はおいしく育つか      （研究生徒 ４名） 

⑤水浴びで病気に感染するのか      （研究生徒 ４名） 
⑥ビタミンＣがネズミの生殖に与える影響 （研究生徒 ４名） 

21



ｃ 高等機関との連携（山形大学農学部との連携） 
   

４月１４日（木）  ７校時 山形大学農学部実験室 
      基礎実験１（抗菌活性試験）  参加者２２名 
    ○大学の施設を利用しての無菌操作の実習 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
            山形大学農学部長の挨拶                    無菌操作の実習 
 

 

   ４月２１日（木）  ７校時 山形大学農学部実験室 
      基礎実験２（組織を観る）参加者３２名 
    ○光学顕微鏡や電子顕微鏡での植物の組織の観察 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                 顕微鏡での映像を観察 
 

 

  ４月２８日（木）  ７校時  山形大学農学部実験室 
      基礎実験３（細胞からのＤＮＡ抽出）  参加者２５名 

○大腸菌からのＤＮＡ抽出 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         マイクロピペットを使っての実習 
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５月１２日～１２月１５日 各テーマに分かれて研究 
１０月１３日（木）中間発表会 
１３：４５～１５：５０の時間帯で鶴南ゼミの研究をポスターセッションの形で発表する。１グループでポ
スターを１枚作成し、説明４分・質疑応 答３分を４回繰り返す形式で行う。山大との連携６グループもポ
スターを作成し、発表練習を行って本番に臨んだ。 

１１月９日（水）台湾進路研修 
台北市立建国高級中学との学校交流を行う。今年は、鶴南から１２本の研究を英語でプレゼンテーションを
行った。山形大学農学部連携からは２本のテーマを発表した。 
下図のように、パワーポイントを使い英語でスライドを作り、発表内容を英語でプレゼンテーションを行っ
た。中間発表会から時間のない中頑張ってくれて、良い発表ができた 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       温泉で野菜はおいしく育つか                バナナの成熟と光合成  

 
 

b 評価の観点 
     ア 探究活動に対して常に問題意識を持って積極的に取り組むことが出来たかを自己評価する。 
     イ 探究活動の成果をポスターやパワーポイントでまとめることが出来る。 
   ウ 英語で自分の研究をまとめ、発表することが出来る。 
     エ 大学等との連携によって、高度な専門的知識を習得できた。 
c 仮説の検証 
台北市建国高級中学との学校交流でのプレゼンテーションに向けては、それまでの自分の研究成果をまと
め、英語に訳し、プレゼンテーション・質疑応答については一生懸命に取り組み、一定の成果が得られた。 

 
④ ５年目の総括 

鶴南ゼミにおいて、年々完成度が増してきている。特にこの２、３年は先輩の発表を聞いて希望し、先輩
の内容を発展するための打ち合わせをして、研究を進めて発表をするという一連の流れが確立されつつあ
る。また、ほとんどが継続研究であるため、生徒達の自発的な部分も増し、内容的により深いものになって
きた。鶴南ゼミでは、１０月の中間発表で選ばれたチームが台湾での英語プレゼンテーションという流れで
あったため、選ばれたチームはポスターからパワーポイントに直す作業と英語に訳する作業を短時間でこな
す必要があり大変であった。しかし、選ばれたという自覚から予想以上にスムーズに作業が進み、発表に関
しても申し分のないものができた。 

平成２６年度には鶴南ゼミの「温泉で野菜はおいしくできるか？」というテーマが、その年の東北ＳＳＨ
発表会ポスター部門の優秀賞に選ばれるなど内容自体も高く評価されるものとなってきている。また、山形
大学等の高等教育機関との連携も定着し、ゼミで学んだことを大学の推薦等で生かす生徒が増えてきてい
る。農学部に対する意識の変化含めてＳＳＨの成果がはっきりしてきている。 
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Ａ－④ 研究成果の社会への還元 
① 概  要 

a 事業目標 
研究成果を社会に還元したり、発信したりする手法を実践することで、地域に目を向け、外部に発信すること
もできる、幅広い視野を持つ『人財』を育成することができる。 

 
 
ｂ 具体的目標 

探究活動の内容をまとめてプレゼンテーション又はポスター発表を行う発表会を実施し、近隣の中学、高校、
一般市民にも周知し研究成果の普及に役立てる。 

 
② 仮  説 
ａ 「鶴南ゼミ発表会」を通じてコミュニケーション能力、プレゼンテーション能力が高まるだけでなく、幅

広い視野と探究心が高まる。 
ｂ 研究成果を外部に向けて発信することより、研究成果の普及をはかることができる。 

 
 
③ 実  践 
ａ 実践内容 
Ａ「鶴南ゼミ中間発表会」 
 ａ 実施日  平成２８年１０月１３日（木） 

 ｂ 会 場  山形県立鶴岡南高等学校 体育館 

 ｃ 外部参加者 

ＪＳＴ（関根康介 調査員）、本校運営指導委員３名、来賓７名、鶴南ゼミ外部指導者１３名、 

県内高校教員１３名、県内高校生４５名 合計８２名 

 ｄ 当日の日程 

    １３：５０～１４：００ 開会行事 

    １４：０５～１４：４５ ポスター発表（第１グループ）２５テーマ 

    １４：４５～１５：２５ ポスター発表（第２グループ）２５テーマ 

    １５：２５～１６：０５ ポスター発表（第３グループ）２５テーマ 

    １６：１０～１６：２５ 閉会行事 

 ｅ 実施内容 

ＳＳ探究４４テーマ、ＨＳ探究３１テーマの合計７５テーマのポスター発表を体育館にて行った。７５
のテーマを２５ずつの３つのグループに分け、各グループにおいては「発表４分、質疑２分、移動１分」
のサイクルを５回繰り返し、毎回、進行係が指示を出して全体を動かすという形で進めていった。 

 

Ｂ「鶴南ゼミ全体発表会」 
   ａ 実施日  平成２９年２月９日（木） 

   ｂ 会 場  山形県立鶴岡南高等学校 体育館 鶴翔会館 

   ｃ 外部参加者 

ＪＳＴ（関根康介 調査員）、本校運営指導委員５名、来賓７名、鶴南ゼミ外部指導者１５名、 

県内高校教員１６名、県内高校生３４名、県外高校教員１名、合計７９名 

   ｄ 当日の日程 

     ９：００～ ９：１０ 開会行事 

     ９：１５～ ９：４５ ポスター発表（第１グループ）２０テーマ 

     ９：４５～１０：１５ ポスター発表（第２グループ）２０テーマ 

    １０：１５～１０：４５ ポスター発表（第３グループ）１９テーマ 

    １１：００～１２：１０ ステージ発表①＜７テーマ＞ 

    １３：１０～１４：３０ ステージ発表②＜８テーマ＞ 

    １４：３５～１５：００ 閉会行事 

   ｅ 実施内容 

ポスター発表についてはＳＳ探究３０テーマ、ＨＳ探究２９テーマの合計５９テーマのポスター発表を
体育館にて行った。５９のテーマを２０、２０、１９の３つのグループに分け、各グループにおいては
特に時間の規定を設けずに、見学者がいれば絶えず説明と質疑を繰り返す形で行った。ステージ発表に
ついてはＳＳ探究１３テーマ、ＨＳ探究２テーマの合計１５テーマの発表があった。プレゼンテーショ
ンソフトを用いて説明をする形で、それぞれのテーマ毎に「発表７分、質疑２分、準備と片付け１分」
で進めていった。 

 

ｂ 評価の観点 
ア 発表ポスター、発表スライドの内容  

   ・活動の内容を適切にまとめた発表ポスター、発表スライドになっているか。 
イ 発表 

   ・自分達の探究活動の成果、実習の内容を理路整然と聞く人に理解できるように発表できたか。 
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ウ 関心・意欲・態度 
 ・自分達の探究活動のねらいをよく理解して意欲的に取り組んだか。また、他の探究活動の発表を真剣に

聞いていたか。 
ｃ 仮説の検証 
ａ ②のａについて、発表を通じてプレゼンテーション能力を高めることができた。全体発表会においては

以前よりも活発な質疑応答となり、様々な質問に対応していく中で研究の本質を再考する機会を得るこ
とができた。 

ｂ ②のｂについて、他校の生徒や保護者、地域住民の方々が発表会に参加したことで、研究成果の普及を
はかることできた。 

 

 

 

≪ポスター発表≫ 
     

 

テーマ ゼミ 

  

テーマ ゼミ 

1 ノイズキャンセリングを用いた勉強効率の検証 物理 A 

 

31 鶴岡聖地化計画～ロケツーリズムの可能性～ 社会科学Ａ 

2 ディジタルタイマーの作製 物理 A 

 

32 紅フェス！！～紅花を使った祭りで地域を盛り上げよう～ 社会科学Ａ 

3 マイコン使ってラジコン作ってみた 物理 A 

 

33 「食」×「廃校」で鶴岡を活性化したい！ 社会科学Ａ 

4 バナナの皮と材質の相性について 物理Ｂ 

 

34 耕作放棄地の利用方法 社会科学Ａ 

5 紙で折ったペガサスに人は乗れるのか？ 物理Ｂ 

 

35 商店街をカフェで元気にできるか？ 社会科学Ａ 

6 パソコンが野球部に与える影響 物理Ｂ 

 

36 鶴岡再発見プロジェクト～高校生の力∞～ 社会科学Ａ 

7 あっひーのひらめき工房 フォグスクリーン編 物理Ｂ 

 

37 鶴岡を活性化させるにはどんな企業を誘致すべきか？ 社会科学Ａ 

8 社長になるためには 物理Ｂ 

 

38 石油やメタンハイドレートは庄内で採掘できるか 社会科学Ａ 

9 さまざまなスライムを発展させて役立つスライムを目指す 化学Ａ 

 

39 鶴岡の特産品をつかった第六次産業で地域活性化できるのか 社会科学Ａ 

10 温泉で野菜はおいしく育つか 生物Ａ 

 

40 商店街不要論 社会科学Ａ 

11 米油による妊娠能力への影響 生物Ａ 

 

41 古事記・日本書紀の観点から見る歴史 社会科学Ｂ 

12 水浴びで病気に感染するのか 生物Ａ 

 

42 ヒット映画と社会背景に関連性はあるのか 社会科学Ｂ 

13 カビを用いた米ぬかの発酵利用 生物Ａ 

 

43 ゲーム理論と経営戦略 社会科学Ｂ 

14 鶴岡には何故豊かな食文化があるのか？ 生物Ｂ 

 

44 現代の音楽の売り方 社会科学Ｂ 

15 鶴岡ではどんな人が活躍しているのか？ 生物Ｂ 

 

45 鶴岡の天神祭にはなぜ化けものがいるのか？ 社会科学Ｂ 

16 インターネット望遠鏡を使った太陽系外惑星の観測 地学 

 

46 「日本遺産」認定が日本に及ぼす影響とは 社会科学Ｂ 

17 いかにしてババ抜きで勝利できるか！？ 数学 

 

47 なぜアメリカの銃規制はすすまないのか 社会科学Ｂ 

18 筆算を超える計算は○○である？ 数学 

 

48 子どもたちの心をつかむ文学～ぼくらシリーズとハリーポッターから探る～ 国語 

19 結び目の２つの不変量に共通点はあるか？ 数学 

 

49 『和漢三才圖會』と現代の百科事典との表記の違い 国語 

20 ファッションのコーディネートにも美しい比が使われているのか？ 数学 

 

50 君はなぜそれを買ったのか～広告におけるキャッチコピー～ 国語 

21 回文数の謎に迫る！ 数学 

 

51 Can Children Remember More by Using Rhythm than Without Using It ? 英語 

22 美しい幾何学から算額を紐解く 数学 

 

52 Helping Children Who Can't Go To School 英語 

23 ゲーム理論から人狼を紐解けるのか・・・？ 数学 

 

53 Common Constructions of Famous Speeches 英語 

24 野菜の糖度をより高くするための条件とは 家庭科 

 

54 Looking for Cultural Differences in Japanese Animation 英語 

25 高血圧予防のための効果的な減塩生活 家庭科 

 

55 ピアノの変遷とベートーヴェンの作品 芸術 

26 新体力テストとサッカーの関係～鶴南サッカー部の勝敗を左右する体力要素～ 保健体育 

 

56 デザインによって私達は動かされている！？ 芸術 

27 サッカー上達への第一歩～ボールを遠くにとばすには？～ 保健体育 

 

57 売るためのデザインを探せ 芸術 

28 射法八節 弓道動作の分析 保健体育 

 

58 鶴南生におすすめしたい文房具 芸術 

29 ジャンプの可能性～跳躍高を得るための物理的考察～ 保健体育 

 

59 赤はヒーローの色なのか？ 芸術 

30 チョウの幼虫の食性を決定づける要因 ＴＮＰ 
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≪ステージ発表≫  

 

テーマ ゼミ 

101 音楽と振動が人体に与える影響 物理 A 

102 鶴岡は自然エネルギーで発展できるか？ 生物Ｂ 

103 人工知能を用いた顔認証 物理 A 

104 Effective Study Methods in English for Elementary School Students 英語 

105 高校野球のセイバーメトリクス 物理Ｂ 

106 各培地による微生物の違い 生物Ａ 

107 ～アプリロニンＡ～ガン医療への応用に向けて ＴＮＰ 

108 食品のテクスチャーと味わい 物理 A 

109 鶴岡サイエンスパーク構想とは何か？ 生物Ｂ 

110 発見！素数魔方陣の規則 数学 

111 走速度逓減に関わる動作要因～関節角に着目して～ 保健体育 

112 鮮度測定 ver.4（窒素氷を用いて） 化学Ｂ 

113 なぜバナナの皮は青いのか？ 生物Ａ 

114 Reasons Japanese People Can't Improve in English 英語 

115 心白粒と高温条件の関連性 ＴＮＰ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜ポスター発表の様子＞ 

＜ポスター発表の様子＞ 

＜中間発表会のポスター＞ ＜全体発表会のポスター＞ 

＜ステージ発表の様子＞ 
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④ ５年目の総括 

１年目 ２月にポスター発表のみをした。 

２年目 １１月に台湾に行き、現地の高校生と研究発表交流をする。２月にポスター発表とステージ発表をした。 

３年目 １０月にポスター発表による中間発表会を実施した。１１月に台湾に行き、現地の高校生と研究発表交

流をする。２月にポスター発表とステージ発表をした。 

４年目 １０月にポスター発表による中間発表会を実施した。１１月に台湾に行き、現地の高校生と研究発表交

流をする。２月にポスター発表とステージ発表をした。 

５年目 １０月にポスター発表による中間発表会を実施した。１１月に台湾に行き、現地の高校生と研究発表交

流をする。２月にポスター発表とステージ発表をした。 

このように変遷してきている。３年目以降現在の形が定着している。テーマについては１年目は教員側から生徒

に与えたもので実施したが、生徒の希望をより尊重する形ということで２年目は生徒の希望に従って行った。こ

のとき生徒のテーマ数に教員が対応できなくなったこともあり、３年目は再度教員から与える形になった。しか

し、ゼミによっては生徒の強い要望があればそれでも良いとするところも出てきた。大きくはこのような形で現

在に至っている。発表についてはＳＳＨ採択当初は「仮説もない」「自分の考えなのか誰かの考えなのかもはっ

きりしない」「どの文献に書いてあるのかも記載がない」という状態であった。しかし、徐々に「仮説は書いて

ある」とか「研究の体はなしている」等、少しずつではあるが前進が見られるようになってきた。先輩達の発表

を見た後輩達が良いところは取り入れ、更に自分らしさを加えるということを繰り返してより良くなってきたと

言える。また、校外に出て発表をするという事例もかなり増加している。校外に出れば色々な大学の教授達から

厳しい御指摘も受けるがその分得るものは大きく、自分達の研究はより良くなっていく。そして、他の高校生達

がどのような研究をしているのかを知ることは非常に刺激になる。校外から得たものを持ち帰り、自分達の発表

を通じて校内で広める。このような生徒達の動きがあることも活性化してきた要因の一つである。 

今後はここまで培ってきたものをベースにし、根本的には高校生らしいアイディアや発想を大事にしながら新し

い動きに素早く対応する柔軟さを持ち、次の代、また次の代へとつなげていければと思う。 

普及という面で考えるとゼミの発表会には大変ありがたいことに来賓の方々を始めとし、保護者、学校関係者等、

毎回多数の方々が足を運んで下さっている。ゼミの発表会はＳＳＨの指定を通じて獲得できた生徒一人一人の成

長を発信できる機会であるが、実際に足を運んで下さった方にのみアピールする発信方法である。他にも年４回

の「ＳＳＨ通信」の発行、ホームページ上へ掲載する事による発信も行っているが、ＳＳＨの成果を普及してい

くという意味では十分であるとは言えない。実際に小学校、中学校、高校に対しては一部の生徒は関わりを持っ

ているが学校全体として、定期的にというものにはなっていない。また、地域に対して積極的に何かを還元して

いる状況にはなっていない。自分達のことで精一杯であったが、形が定まってきた時期を見計らって「普及」に

ついては考えていかなくてはならない。今のままの「発表会をすることでＳＳＨの成果の普及とする」という形

で落ち着いてしまうことはできない。隣の高校で探求活動を始めるに当たって何をすれば良いかとか、小学校、

中学校に自分達が学び得たものをどのような形で伝えていくことができるかとか、更に地域に対してどのような

形で関わっていけばよいのかをじっくりと考えていかなければならない。新たな「普及」の形を探ることこそこ

れからの本校の探求課題であると言える。 
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第２章 Ｂ ＩＣＴ機器を効果的に活用した指導方法とコミュニケーション能力向上のための研究開発 

ＩＣＴ教育の研究を進めることで、情報機器を活用する能力、プレゼンテーション能力を含むコミュニケーショ
ン能力を向上することができる。また、デジタル教材や情報機器を効果的に活用することで、生徒の情報リテラ
シーを醸成し科学に対する探究心や高めることができる。という仮説の下、以下の研究開発を実施した。 
 
Ｂ－①情報機器を活用する能力、コミュニケーション能力を育成するための研究 
① 概  要 
ａ 事業目標 

探究活動において情報機器を活用し、計測・分析を行い、研究内容を個人又はグループ内で発表する活動を通じ
て、情報・科学リテラシーとコミュニケーション能力、自主的な問題解決能力の伸長に活かす。 
ｂ 具体的目標 

ア「鶴南ゼミ（SS・HS）」での探究活動や科学部の活動の中で必要に応じて、情報機器を用いた計測、分析を行
う。 

イ「鶴南ゼミ（基礎・SS・HS）」内での発表に情報機器を活用し、生徒のコミュニケーション能力を伸長させる。 
 
② 仮  説 
ａ 探究活動に、情報機器を活用することで、生徒の機器の活用能力の向上、プレゼンテーション能力を含む

コミュニケーション能力を向上することができる。 
ｂ 情報機器を計測・分析に活用することで、生徒の探究活動の幅や質の向上、科学に対する探究心を高める

ことができる。 
③ 実  践 
ａ 実践 

鶴南ゼミでは多くのゼミが大学・高専・研究施設等と連携しており、これらのゼミや校内で行われているゼミ
の中でも、デジタルカメラや各種測定装置、情報端末機器等を活用した研究活動が行われてきている。 
理系の研究（「鶴南ゼミ（ＳＳ探究）」）では、大学・高専・研究施設等と連係した研究も数多く行われてお
り、その多くの生徒がこれらの施設の高度な実験装置を活用した研究を行わせていただいている。これまで外
部の連携先とゼミテーマのに関しては以下の様になってきている。 

  大学や研究所等関係機関との連携状況 

  ＜「鶴南ゼミ探究」での外部連携先と連携ゼミテーマ数これまでの推移＞ 

連 携 先 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ 

ＩＡＢ(慶應義塾大学先端生命科学研究所) ７ １ １ １ ３ 

山形大学理学部 １ １ ３ ３ １ 

山形大学農学部 ２ ７ ６ ６ ６ 

山形県水産試験場 １ １ １ １ １ 

東北公益文科大学 １ １ １ １ １ 

鶴岡高等工業専門学校 １    １３ ６ ９ ６ 

合  計    １３    ２４   １８    ２１   １８ 

  ＜これまでの特徴的な取組＞ 
 ・慶應義塾大学先端生命科学研究所でのＴＮＰ(鶴岡発ノーベル賞級博士育成プロジェクト)における｢メタボロー

ム解析の装置群｣を用いた研究 
  「可食植物スベリヒユの有効活用を目指したメタボローム解析」 
  「抽出状態の違うホップポリフェノールによる抗菌性について」 

「アラメのメタボローム解析」 
「メタボローム解析によるＴＨＡラットとＷｉｓｔｅｒラットの肝臓の代謝物の比較」 
「クラゲの消化機能の解明について」 
「カブトエビの発生における形態の変化について」 
「アトピーの海水治療の科学的根拠の解明」 
「アカハライモリの四肢再生スピードに生育環境は影響するか」 
「古細菌から紐解くエオサイト説」 
「アプロリンＡ～ガン医療への応用に向けて」 
「心白粒と高温条件の関連性」 
「チョウの幼虫の食性を決定づける要因」 

 ・東北公益文化大学と連係した｢インターネット望遠鏡｣による小惑星の観測 
  「インターネット望遠鏡を用いたセファイド変光星の観測」 
    「インターネット望遠鏡を用いた太陽系外惑星の観測」 
 ・山形県水産試験場と連係した｢鮮度計｣を用いた魚の鮮度研究 

「神経締めと野締めのＫ値の比較による評価」 
「真水氷とスラリーアイスでの鮮度保持方法のＫ値の比較による評価」 
「真水氷と窒素氷での鮮度保持方法のＫ値の比較による評価」 
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 ・鶴岡工業高等専門学校と連係した研究では、各種センサー類や測定機器を活用した研究が行われてきた。 
    「デジタルタイマーの作成」 

「マイコン使ってラジコン作ってみた」 
「よりリラックスできる？1/ｆゆらぎとは」 
「人工知能を用いた顔認証」 
「食品のテクスチャーと味わい」 
「翼と揚力の関係」 
「放射線の波長の変換と発電を目的とした利用」 
「電気と磁気との関係」 
「細胞の移動速度と老化との関係」 
「ＶＨＤＬ言語でデジタル回路を作る」 

 ・山形大学農学部と連携するゼミでは｢電子顕微鏡｣｢分光光度計｣などを用いた継続研究が行われてきた。 
    「各培地による微生物の違い」 

「なぜバナナの皮は青いのか」 
「水浴びで病気に感染するのか」 
「米油による妊娠能力への影響」 
「カビを用いた米ぬかの発酵利用」 
「カロリーゼロに潜む罠～マウスにカロリーゼロの食事を与えたら～」 
「温泉で野菜は美味しくなる？」 

 上記に事例を示した外部機関との連携ゼミ以外でも、パソコンを活用した統計処理などは初年度の探究活動から行
われていた。また、先輩達の研究発表等に影響を受けて、近年は身近な情報機器を効果的に活用した研究が行われ
るようになってきた。 
｢スマートホンの位置センサー｣を利用した摩擦係数の測定による「バナナの皮と材質の相性について」 
身近な分散質と送風装置を使った｢フォグスクリーン｣の研究 
｢統計ソフトとパソコン」の活用による「高校野球のセイバーメトリクス」等、 
生徒が指導者の助言を受けながら、研究計画を立てる際には身近にあるものを活用することを考えるため、校内で
の探究活動に、上記のような研究事例が出てきたことは、｢探究活動の幅や質が多様化しつつ向上していること｣、
「どの様な数的、客観的な根拠を元に仮説を証明すべきか。」への視点が醸成され｢問題解決能力が向上している
こと｣を示していると判断できる。また、ほとんどのゼミで研究成果をまとめるためにプレゼンテーションソフト
（ｉPａdアプリのキーノートやマイクロソフトのPowerPoint）を活用しているが、ポスター発表においてもできる
だけパワーポイントを用いて作成するように指導している。 

 これらの活動を通して、プレゼンテーション能力を含むコミュニケ－ション能力向上に確実に繋がっている。 
ｂ 評価の観点 
ア レポート 
・得られたデータの分析が適切に行われているか。 

イ 関心・意欲・態度 
・機器の特徴・特性をよく理解して探求活動に活用し取り組んでいるか。 

ウ 発表 
・自分の実習での取り組みを、聞く人によく理解できるように発表できたか。 

ｃ 仮説の検証 
ア 情報機器の特徴・特性を理解して効果的に活用し、信頼できるデータの取得、分析を行っている。また、 

身近な情報機器を用いた研究が出てきており、探究活動の幅が広がってきた。 
イ 中間発表会、鶴南ゼミ発表会に向けても的確に発表内容をまとめることができた。 

④ 次年度以降の課題 
・３年間の研究を引き継ぎ、継続・発展させた活動に取り組む生徒を育成する。 
・情報機器接続環境の改善 
・周辺の高校と連携した共同研究の拡大 

 
 
Ｂ－② デジタル教材の開発と指導法の研究 
① 概  要 
ａ 事業目標 

本校に合わせて開発した視聴覚に訴えるデジタル教材を活用することで、生徒の理解が深まり、自然科学・社会
科学に対する探究心が向上することが期待できる。また、板書等の時間を節約することで、教員と生徒のコミュ
ニケーションの時間を充分に確保できることから、課題解決能力の向上も期待できる。 
ｂ 具体的目標 

反転授業の教材開発を行い、これまで開発した教材と合わせて、効果的な活用方法の研究を進める。 
 
② 仮  説 
ア 本校に合わせて開発した視聴覚に訴えるデジタル教材を活用することで、生徒の理解が深まり、自然   

科学・社会科学に対する探究心が向上する。 
イ 授業時間の効率化により、教員と生徒のコミュニケーションの時間を充分に確保し、課題解決能力   

の向上も期待できる。 
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③  実   践 
 ＜平成２４年度＞ 
 ・本校ではへ生２２年度より東京書及び愛知県の教員グループと協働で化学のデジタル教材の開発を進めてきた。

平成２４年度は、iPad用「化学基礎」のデジタル教科書を授業で使用したうえで、内容に関して改善に向けた意
見交換を行うとと共に、田川地区高等学校理科教育研究会において「ＩＣＴ機器の活用による授業改善」の研修
を行い愛知教育大学吉田研究室で作成したデジタルコンテンツを各学校に提供して頂き、研究会に参加している
地区内の高校へ本校が中心となって配付・発信し、内容の改善に向けたアンケートの実施、集約に協力した。 

 ＜平成２５年度＞ 
 ・前年度に、一部内容を改善させた、デジタルコンテンツやiPad用「化学基礎」のデジタル教科書を授業や、研究

授業等で使用し効果の検証と参加して頂いた他校の教員からの意見等を次年度以降の研究に生かしていきたい
と考えて試行錯誤を重ねながら実践したが、学校設定科目「ＳＳ化学」開設初年度であったため、デジタル教材
の継続した活用には至らなかった。次年度に向けて、まとまった単元での活用や効果の予想される単元の研究、
同地区の高校の活用状況や成果、改善点等情報交換を通じて教材の改良や効果的な指導方法に関する継続的な研
究が必要である。    

 ＜平成２６年度＞ 
 ・学校設定科目「ＳＳ化学」の無機化学分野で使用する為の反転授業の独自教材を作成し授業を行い効果を検証し

た。また、東京書籍及び愛知県の教員グループと協働で開発したデジタル教材を活用した授業実 践を行った。
なお、反転授業においては、単元の内容を２０分程度にまとめた映像教材を作成して行った。 

  反転授業、デジタル教科書とも生徒の理解について明らかな向上が見られるなど、活用による効果はかなり大き
いと考えられる。それらの検証を確かなものとするための多くの実践、データの裏付けが必要である。また、次
年度に向けて更に、愛知県のグループと協力して、数分程度の実験映像をもとにした短時間に視聴できる反転授
業用の教材の作成について内容の検討・研究を進めることにしている。 

 ＜平成２７年度＞ 
 ・昨年度まで、開発してきた無機化学分野を扱った反転授業用の教材、協働で開発してきたデジタル教材を活用し

た授業実践を行った。しかし以下の事情から各種教材をWeb上にアップロードすることができず、教材開発に関
しては研究・実践を進めることができなかった。 

①クラウドサービス（Dropbox）を用いてストリーミング映像を視聴させて反転授業を行う予定でいたが、ク
ラウドサービスに関するセキュリティー面での問題が取り上げられ、教材を開発する際に意見交換等を行っ
てきた同地区の他校の教員からもWeb上にアップロードすることに関して厳しい意見を頂いた。 

②生徒のメールアドレスをアカウントにして視聴させる予定であったが、個人情報保護の観点から生徒のメー
ルアドレスを集約することには無理があった。 

③これまでの実践内容について山形県化学専門部会、日本化学会主催の「教師のための化学教育講座」等で事
例報告を行い、一定の評価は頂いているが、「教材の視聴が授業を受ける前提とするならば『生徒が視聴し
たかの確認が必要なのでは』」という意見を多く頂いた。これらの課題を解決するためには、予算面の問題
もあるがレンタルサーバー等を用いた独自のサーバーを立ち上げる必要があると思われる。 

 ＜平成２８年度＞ 
  ・昨年度明らかになった問題点を解決することができず、独自のデジタル教材の開発と活用その効果の検証には至

らなかった。今後は、既に開発されている教材を本校の生徒の実情に合わせて精選して活用する方向を模索する
ことが現実的であると考える。 

    ｂ 評価の観点 
    ア 生徒アンケートの実施 
           ・生徒の理解が深まったか。教材は適切な内容であったか。 
       イ 関心・意欲・態度 
           ・デジタル教材を用いた際の生徒の授業に取り組む様子や態度の観察。 
    c 仮説の検証 
     反転授業・デジタル教科書とも生徒の理解について明らかな改善や興味関心の向上が見られるなど、効  

果があることは確かであると思われる。今後、多くの実践を重ねてることが必要である。ただし、上記  
でも触れたが、既に開発されている教材を本校の生徒の実情に合わせて精選して活用する方向を模索す  
ることが現実的であると考える。 

④ 次年度以降の課題 
   既に開発されている教材を本校の生徒の実情に合わせて精選して活用し、その効果を検証していく。 
 
Ｂ－③ ＩＣＴを活用した授業改善 
① 概  要 
ａ 事業目標 

デジタル教材やＩＣＴ機器を活用した理科や数学等の授業を実施し、その内容を教員で評価検証し、改善を加え
ながら普通教室でのＩＣＴ機器を活用した授業の取組等を他の教科にも拡大する。 
 
② 仮  説 
ａ 授業時間を効率化により、教員と生徒のコミュニケーションの時間を充分に確保し、課題解決能力の向上

も期待できる。 
ｂ デジタル教材やＩＣＴ機器を活用することで、生徒の理解が深まり、自然科学・社会科学に対する探究心

が向上する。 
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③ 実    践 
  ＳＳＨ指定初年度から、学校設定科目「情報・科学リテラシー」や英語の授業で、パワーポイントやiPadを活用

してプレゼンテーション能力やコミュニケーション能力の向上に取り組んだ。以下に示すように、iPadや大型テ
レビ、実物投影機等のＩＣＴ機器を活用した英語、数学、物理、地学、化学、地歴、芸術、体育実技での授業実
践が顕著であった。 

  ア iPad2を活用した「オーラル・コミュニケーションⅠ」の授業 
      単元のタイトル 「コロラドにビデオレターを送ろう！」 
      単元の目標   自分たちが暮らす県や市、学校を英語とiPad2を使って紹介できる。 
      活動の内容   生徒は４人グループに分かれる。１つのグループは協力して「鶴岡南高校」、「鶴岡

市」、「山形県」、「日本」のいずれかを紹介する“ビデオレター”をiPad2で作成
する。アプリはKeynoteを使う。スライドにタイトルや文字、写真、動画を乗せて再
生するとビデオレターのように見えるファイルを作る。使用する言語はすべて英語を
用いる。 

   ＜効果と課題＞ 
    ・最初は操作に不慣れだった生徒達も、慣れるにつれて複雑な効果に挑戦した。懲りすぎないのであれば準備

時間は４時間で適当だったと思うが、より面白いものを作ろうとする生徒達は、昼休みや放課後の空き時間
を利用していて、時間が足りないようだった。 

    ・生徒はまだiPad2に不慣れだったため、英語の学習ではなくiPad2の操作自体に興味や時間が取られしまっ
ていることが気になった。 

   ・しかし、とてもよくできたスライドや面白い作品があり、楽しみながら学習することができたと思う。総じ
て、「ビデオレター」を通してどの生徒にも積極的にコミュニケーションをしようという姿勢が伝わるもの
になっていた。 

 ＊｢鶴南ゼミ｣や普段の授業でもデジタル教材やＩＣＴ機器を活用して、生徒の理解を深めようとする授業も展開さ
れている。 

  ア 鶴南ゼミ「グラフを動かし関数を楽しむ」～GRAPESの活用～  
    （グループ１） 

回転体の体積について、面積の区分求積の考え方を応用させ、回転軸に垂直に輪切りをして、高さを限
りなく０に近づけることで、その体積を求めることを視覚的にとらえられるかどうかを作成している。 

    （グループ２） 
図形と方程式分野の「通過領域」に焦点をあてて、その領域がどのような図形を描くか（軌跡）を視覚
的にとらえられるかを作成している。 

    （グループ３） 
１次変換の分野において、回転と折り返しの知識を使って、絵を描きながら、１次変換の本質に迫って
いる。 

    （グループ４） 
２次曲線の分野のハイポサイクロイドを、パラメーターを変えながら、円との交点の個数に潜む規則性
を探している。 

  ＜効果と課題＞ 
      ・グラフや設定を変化させることにより、その分野の知識を視覚的に理解するのに役立つ。 
      ・１グループ３～４人が１台のPCで活動しているので、グループ内でも、別々の発見をさせたいがそ

こまでにいたらない。 
  イ iPadを活用した物理の授業 
   本校の生徒の多くは物理に対して苦手意識をもっているようだ。また、物理現象をひとつひとつ理解しながら

解決していくことを避け、解答や公式の丸暗記で乗り越えようとする生徒も少なくはない。教師の立場から見
れば、５５分間の授業時間のなかで生徒に興味を持たせ、メッセージを伝えることは大変難しいことだと感じ
ている。 

   物理において実際に実験を演示、体験させることは重要である。生徒達に興味を持もたせ、現象をイメージす
ることができるようになり、興味を持って勉強に取りかかることができるからである。なるべくたくさんの実
験をすることを目標にしているが、機材や規模的に不可能な実験もあり、すべて行うことはできない。 

   そこで本校で導入している生徒用iPadを利用することで、これらの問題の解決につながるのではと思い授業の
改善を図った。以下にiPadの利用の一例とそのメリットとデメリットを考察した。 

    ＜効果と課題＞ 
     iPadの最大の特徴としては必要なアプリケーションを入れておけば、1台ですべてのことができるところ

にある。本校では生徒用の校内無線ＬＡＮが整備されているため、あらゆる教室でインターネット接続が
できる用になっている。よく使用するアプリケーションはデジタルカメラ、インターネットの動画再生、
電卓などである。実験の様子を保存するときはデジタルカメラを使用するなど、それぞれの専用機器を使
えば良いという考えもあるが、手軽さや他のアプリケーションと連動できる点（編集や書き込み機能）、
それほど高性能でなくともアプリケーションの性能で十分であるという点で iPadを利用する意味はある
だろう。 

  ウ 複数のＩＣＴ機器を効果的に活用した地学の授業 
   （１）パソコンと大画面モニター 
      授業の流れで出てきた疑問をその場でネット検索して理解の深化を図ることができる。 
      教科書に載っていない写真を画像検索して大画面モニターに映し出すことができる。 
       例）化石、太古の動植物、夜光雲、流星雨 等々 
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      言葉や図の説明では理解が難しい現象や再現不可能な現象を動画で見せられる。 
       例）地すべり、津波、ドップラー効果、化石採掘、転向力 等々 
   （２）実物投影機（書画カメラ）と大画面モニター 
              作業の過程を理解することが重要なものには、過程を実際に映しながら説明できる。 
      図や表をかなりの解像度で大写しにできるため説明しやすい。 
      実物投影機を顕微鏡につないでモニターで観察ができる。 
                    例）地質図の作図、図で解く問題の解法  岩石薄片プレパラート観察 
   （３）iPadと大画面モニター 
      人数分あれば各自がその場で調べ学習ができる。  
      動画撮影したものをその場で再生できる。 
       例）天体の日周運動・年周視差・年周光行差の疑似再現 等々便利なアプリが多数ある。 
   エ 地理歴史の授業での活用例 
     世界史の授業では、地図を生徒に提示しながら、国家の領域や民族や人物の移動を説明することが多い。

従来は各生徒が持つ地図帳や資料集、黒板に貼り付けたマグネット式大型地図を利用し、授業を行ってい
た。特に地図帳や資料集を利用する際、注目してほしい部分がなかなか把握できない生徒が若干名おり、
机間指導や個別指導が不可欠であった。また、マグネット式大型地図の場合は大きさや範囲が限定されて
いるため、使いづらい状況になることもあった。 

     しかし実物(拡大)投影機(以下、投影機)が教室に導入されたことで、生徒が使用する地図帳や資料集、プリ
ントに記載された地図を自由に拡大できるようになった。これにより、注目してほしい部分を大きく自由
に拡大でき、地図に書き込む作業も生徒と同時進行でできるようになった。投影機導入により、自分一人
では地図への書き込み作業が進まない生徒が減少したように思われる。投影機を使用することで、黒板を
離れた授業も行えるようになった。従来は黒板に貼り付けたマグネット式大型地図に書き込みながら説明
をしていたが、投影機導入後は、書き込んでほしい情報を記載した地図(生徒が使用する授業プリントと
同じ地図)をテレビに投影しながら、机間指導ができる。(マグネット式大型地図は生徒が使用する授業プ
リントの地図と微妙な違いがあったため、完成された地図を提示することができなかった。) 

     本校ではiPadを利用した授業も盛んである。地歴の授業でも活かせる場面をいくつか想起してみる。 
     近年のセンター試験では世界遺産に関する問題を散見するので、iPadを利用し、世界遺産の鮮明な写真(資

料集の遠望写真よりもインパクトがあるもの)を提示したり、グーグルアースで世界遺産を鳥瞰してみた
りするのもよい。地理の授業では、地形の写真や教科書や資料集に記載されていないグラフなどをiPad
で提示することもできる。 

   オ 音楽の授業での活用例 
     音楽の授業では、従来鑑賞分野においてレコード、ＣＤ、ビデオ・ＤＶＤ映像を用いた活用が中心であっ

たが、最近は特に器楽の分野でも使用する場面を増やし、生徒の興味関心を引き付ける効果、机間巡視の
補助の役割を果たす為に用いるようになった。 

    （１）教師→生徒 
      箏（そう）を使った授業において、奏法について説明する時に、教師の手元が生徒から見えなく説明し

にくい為、カメラを使って爪のはめ方や弦のはじき方をモニターに映し出して指導している。細かな指
の形、力をかける方向など視覚的に確認することが容易になった。使用する前と比べて、生徒の理解度
が上がった。（正しい奏法が出来るようになった） 

      また、ギターやヴァイオリンを使った器楽の時間において、楽器の各部分の説明時にカメラで拡大した
ものをモニターに映し出して生徒にわかりやすいようにしている。（ＶＴＲでも説明するが実際現物を
使った方が生徒の関心が強い）ギターの指の使い方などの確認は使用する指、奏法の違い（アルアイレ、
アポヤンド）などまで指導が可能になり、生徒の楽器に対する興味関心が深くなった。また、取扱い方
や楽器の持ち方（ヴァイオリンについては弓の持ち方）の確認でも使用している。 

    （２）生徒→生徒 
      ある程度楽器を触ってみて音が出てきたところで、生徒に代表して２～３人前に出て来てもら     

い、カメラの前で楽器を弾いてみる。（今回はギターで実施）それを教師を含め生徒全員でモニタ     
ーで確認している。上手に音が出せている生徒はその時点で褒めて更に意欲を喚起させるきっか     
けになればとしている。また改善が必要な生徒が出た場合は、カメラでモニターに映しながら改     
善を促して、ある程度出来るまでそれを行っている。そうすることで、周りの生徒は自分の弾き     
方や理解度を確認出来、奏法の改善に繋げるようにしている。 

    （３）その他 
       楽器の扱い方（特に片付けの時）の方法をデジタルカメラで撮影し、モニターを使って確認し     

ている。楽器の収納方法やチューナー、延長コードの片づけ方（コードのまとめ方やチューナーの揃
え方）をそれぞれ悪い例（揃っていない、まとまりが悪い）と良い例（整頓された例）との比較が出
来るように画像を準備して見せている。マニュアル世代とも呼ばれる今の高校生である。しっかりと
した片付けが出来ない生徒が増えている。もっとしつこい指導が必要であるとも考えるが、現状では
この方法が有効であるように感じられる。 

    上記の（１）（２）は、机間巡視の補助活動で行っているのであり、全てこれを代替えとしては考えていな
い。特に芸術においては他者の理解、コミュニケーションが大切であると考えるため、教師⇔生徒、生徒⇔
生徒の繋がる時間を作るように心掛けている。そのため、後に巡視もしっかりと行い生徒の取り組みを個々
に見るようにしている。また、最近の生徒は視覚的に訴えることで理解出来るという特徴があり、その分想
像力に欠ける部分を補う意味でも有効であると考えている。また、単位数減による活動時間を少しでも補い
たいとの考えから指導効率を上げるために考え始めた経緯もある。情報機器については、様々な課題はある
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が、指導には有効であると確信しているので、今後も工夫を重ね活用していきたいと考えている。 
    カ 化学における活用 
     化学の授業では無機化学で反転授業を取り入れて２年目となるが、｢ｂ デジタル教材の開発と    

指導法の研究｣でも述べたように、反転授業の映像をWeb上にアップロードできず、これまでの実践
を深化させた反転学習を取り入れることで、より発展的な内容を扱ったり、言語活動を取り入れる時間
を確保することができている。 

    （具体的な方法） 
    ・基礎的な内容を２０分程度の映像にまとめ、授業以外の時間で事前に視聴させておく。生徒は基礎的な内

容を空欄補充する形でまとめた反転授業用プリントを記入しながら視聴する。 
    ・視聴後に発展的な内容についての問いをまとめたMyCheckプリントを自分で調べながら記入する。 
    ・授業の進め方 
     反転学習用プリントの内容を５分程度で確認。 
      ⇒MyCheckプリントを４名の班の中でお互いに確認させる。 
     ⇒各班に調べた内容を発表させながらMyCheckプリントを埋めていく。もともと発展的な内容を扱っている

が、発表した内容に教員側から解説を加えることで、より深い内容に発展させる。 
     ⇒最後にまとめプリントを配布することで内容を定着させる。 
     再現性が困難な実験については本校も協働で開発したデジタル教科書の映像を活用しているており（２名

に一人の割合でiPad版のデジタル教科書を整備）、実物のみで説明する場合に比べて、短時間で説明が可
能になってる。デジタル教科書は、生徒実験でも活用しており、生徒が実験操作を理解し易いだけでなく、
実験中でも必要に応じて確認できることから実験の精度が向上した。 

     ④｢実施の効果とその評価｣ 
      ａ 評価の方法と観点 
            ア 生徒アンケートの実施 
             ・生徒の理解が深まったか。教材は適切な内容であったか。 
            イ 関心・意欲・態度 
             ・デジタル教材を用いた際の生徒の授業に取り組む様子や態度の観察。 
      ウ 授業者による判断 
       ・授業を行ってみての感想や参観者からの感想等 
    ＜仮説の検証＞ 
            上記ａの アについて、物珍しさもあってか生徒の反応も良好で概ね好評であった。 
             上記ａの イについて、今後、多くの実践を重ねて、データの裏付けや分析を行うことが必要である。

異なる教科間での研究授業や効果の検証や共有も今後の課題。 
    ⑤成果と課題 
    ・実物投影機と大型テレビの利用を広げることにより、授業を効率化し、アクティブラーニングの導入など、質

的にも向上を図ることができた。 
    ・デジタル教材(反転授業・デジタル教科書)の活用が生徒にとって習得効果の高いことを検証できた。反転授業

やデジタル教科書の活用については、概ね生徒からの意見も好評ではあり、発展的な内容に十分に時間をかけ
ることができるなど効果も上がっている。 

    ・情報セキュリティがこれまでの実践の障害となった。これまで行ってきた形式での反転授業を継続して実施し
ていくためには、認証機能を持つサーバを立ち上げることが必要となる。 

    ・反転授業に利用できるコンテンツの充実が課題。多くの取組みを進める中で、そのための労力をどれくらい割
けるかが課題である。既に開発されているデジタルコンテンツの中で本校生徒の実態に即した教材の活用を視
野に入れて研究していくことの方が、時間的・費用対効果で考えると現実的と思われる。 

    ・本校では平成２４年度より学校設定科目「情報科学リテラシー」を開設し、プレゼンテーションの手法、スラ
イドの作成方法の習得と、自らの考えや調査結果を他の人に伝える力、発信能力の向上を目標とし、この５年
間で一定のＩＣＴ技術の習得と活用がなされ、生徒の表現力の向上に繋がっている。しかし、年々発展するＩ
ＣＴ技術への教員側の対応が遅れがちで、生徒も十分その効果を享受することができていない。 

    ・現在、ＳＳＨ継続申請に向けて審査中ではあるが、採択された際には、平成２９年度より新たに学校設定科目
「情報科学コンピテンシー」を開設し、これまでの取り組みに加えて、教員側の各教科授業内でのＩＣＴの効
果的な活用方法の開発と実践、また、情報機器を活用したより効果的な理数教育の研究開発、生徒側の発表活
動や探究活動「鶴南ゼミ(基礎)」「鶴南ゼミ(探究)」におけるプレゼンテーション活動の充実を図る。これら
の取り組みを通じて、生徒全員がＩＣＴ技術を一通り習得し、その活用に通じることで、高度なプレゼン力や
コミュニケーション力を獲得し、自己表現の素養が一層高められ、国内外に発信し交流を広げていくための質
の高いコミュニケーション能力を身に付けた『人財』の育成に繋がることが期待される。 
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第３章 Ｃ 理数才能を伸長させるプログラムと広い視野を持ち国際的に活躍する人財を育成する研究 

・高度な研究や探究活動の素地となる確かな知識を系統的に定着させるために学校設定科目「ＳＳ科目」を開設
するとともに、カリキュラム開発、独自教材の開発を行う。 

・将来の国際的な科学技術系人財を育成するために、海外の高校との交流活動の実践、理数科、科学部活動の支
援を充実させる。 

 

Ｃ－① 「ＳＳ科目」の開設と教材開発、指導法の研究 

 ① 概  要 

ａ 事業目標 

学校設定科目「ＳＳ数学」「ＳＳ物理」「ＳＳ生物」「ＳＳ化学」「ＳＳ地学」の教材開発と指導法の研究を行い、

３年間の継続した指導のための独自教材の開発とテキストの作成を行う。 

１ SS数学 

 （１）具体的目標 

数学における基本的な概念、原理・法則などについての系統的な理解を深め、数学的に考察し表現する能力と態

度を育て、創造的な能力を高める。クロスカリキュラムにより体系的な理解を深めるとともに、発展的な内容を

扱うことにより、理論的に考えて的確に処理し、明確に表現する態度と能力を養う。 

 （２）対象生徒 

  普通科１年生、普通科２年生、普通科３年生 

 （３）概要 

  ３年間を見通して、高校数学の内容を鶴岡南高校独自に編成し直し、より効果的な履修が可能になるように

する。また、授業は独自に作成した学習プリントを使用し、発展的な内容にも取り組めるよう工夫する。 

 （４）年間指導計画 

１年生 

期 月 単元 内容 学習の目標・留意点等 

１ 
 
 
 
 
 
 
 

学 
 
 
 
 
 
 
 

期 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

６ 

 

 

７ 

 

 

 

 

図形の性質（数学A ４章） 

１節 三角形の性質 

 

２節 円の性質 

 

 

 

 

３節 作図 

 

４節 空間図形 

 

 

数と式（数学Ⅰ １章） 

１節 式の展開と因数分解 

 

中間考査 

２節 実数 

 

３節 １次不等式 

 

２次関数（数学Ⅰ ２章） 

１節 関数とグラフ 

 

２節 ２次方程式・２次不等式 

 

 

１ 三角形の角の二等分線 

２ 三角形の外心・内心・重心 

３ メネラウスの定理とチェバの定理 

４ 円周角の定理 

５ 円に内接する四角形 

６ 円と直線 

７ 方べきの定理 

８ ２つの円の位置関係 

９ 作図の基本 

10 線分の作図 

11 空間における直線・平面の位置関係 

12 三垂線の定理 

13 多面体 

 

１ 整式 

２ 整式の乗法 

３ 因数分解 

 

４ 実数 

５ 根号を含む式の計算 

６ 不等式とその性質 

７ 一次不等式 

８ 連立不等式 

９ 絶対値を含む方程式・不等式 

１ 関数 

２ ２次関数のグラフ 

３ グラフの移動 

４ ２次関数の最大・最小 

・三角形や円などの基本的

な図形の性質を理解し、直

感力・洞察力を養うととも

に、図形の性質を論理的に

考察し、処理できるように

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・式を自由自在に展開、因

数分解できるようにする。 

 

 

 

 

 

・不等式の性質を理解し、

大小に関する身近な問題

の解決に活用できる。 

 

・２次関数のグラフと最大

値、最小値の関わりを理解

する。 

 

 

 

34



期 月 単元 内容 学習の目標・留意点等 

２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

期 

７ 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

発展 分数関数・無理関数 

 

数と式（数学Ⅰ１章） 

４節 集合と論理 

 

データの分析（数学Ⅰ ４章） 

１節 データの分析 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

整数の性質（数学A３章） 

１節 倍数と約数 

 

 

 

 

２節 ユークリッドの互除法 

 

３節 整数の性質の応用 

 

発展 合同式 

 

期末考査 

５ ２次関数の決定 

６ ２次関数のグラフと２次方程式 

７ １次関数のグラフと１次不等式 

８ ２次関数のグラフと２次不等式 

９ ２次不等式の応用 

分数関数・無理関数 

10 集合 

11 命題 

12 逆・裏・対偶 

13 背理法 

 

１ 事象と確率 

２ 確率の基本性質 

３ 独立試行とその確率 

４ 反復試行とその確率 

５ 条件付き確率 

 

１ データの整理 

２ 代表値 

３ 四分位範囲 

４ 標準偏差 

５ 散布図 

６ 相関係数 

 

１ 倍数と約数 

２ 倍数の判定 

３ 素因数分解 

４ 最大公約数・最小公倍数 

５ 余りによる整数の分類 

６ ユークリッドの互除法 

７ ２元１次不定方程式 

８ 有限小数と循環小数 

９ ｐ進法 

合同式の活用 

 

・２次関数と２次方程式、

２次不等式のつながりを

理解して、グラフと式を連

動させて考えることがで

きる。 

 

・言葉から包含関係などを

表現し、必要、十分条件な

どの用語も的確に使用で

きる。 

 

・確率の知識を確認しなが

ら、データの分析へと繋げ

ていく。 

・さまざまな場面での確率

を根拠のある計算により、

求めることができる。 

 

・多くのデータをひとまと

めにして特徴づける考え

方を理解し、活用できる。 

 

 

 

 

・ユークリッドの互除法の

仕組みを理解し、約数と倍

数に関する理解を深める。 

・不定方程式を解くことが

できる。 

 

 

・合同式の性質を理解し、

活用できる。 

 

 

３ 
 
 
 

学 
 
 
 

期 

12 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

図形と計量（数学Ⅰ３章） 

１節 三角比 

 

 

２節 図形の計量 

 

 

 

 

指数関数・対数関数 

（数学Ⅱ５章） 

１節 指数関数 

 

２節 対数関数 

 

 

１ 三角比 

２ 三角比の利用 

３ 三角比の相互関係 

４ 三角比の拡張 

５ 正弦定理 

６ 余弦定理 

７ 正弦定理・余弦定理の利用 

８ 平面図形の計量 

９ 空間図形の計量 

１ 整数の指数 

２ 累乗根 

３ 実数の指数 

４ 指数関数とそのグラフ 

５ 対数とその性質 

６ 対数関数とそのグラフ 

７ 常用対数 

 

・三角比の意味、性質を理

解して、図形的な処理の応

用性を広げる。 

 

 

 

 

・指数関数および対数関数

について理解し、関数につ

いての理解を深め、それら

を具体的な事象の考察に

活用できるようにする。 
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期 月 単元 内容 学習の目標・留意点等 

３ 
 

学 
 

期 

 

２ 

 

 

３ 

 

 

 

学年末考査 

平面上のベクトル（数学B１章） 

１節 ベクトルとその演算 

 

 

２節 平面図形とベクトル 

 

 

１ ベクトルの意味 

２ ベクトルの演算 

３ ベクトルの成分 

４ ベクトルの内積 

５ 位置ベクトル 

６ 平面図形への応用 

７ ベクトル方程式 

 

・ベクトルの基本性質を理

解し、種々の演算ができる

。 

・ベクトルを適切に用いて

、図形との関連から立式で

きる。 

 

 

２年生【理系】 

期 月 学習内容 学習の目標・留意点等 

１ 
 
 
 
 
 

学 
 
 
 
 
 

期 

４ 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

７ 

＜数学X＞ 

方程式・式と証明 

 （数学Ⅱ １章） 

１節 整式の乗法と除法 

２節 ２次方程式 

３節 高次方程式 

 

中間考査 

 

４節 式と証明 

 恒等式 

 不等式の証明 

 

期末考査 

＜数学Y＞ 

数列（数学B １章） 

１節 数列 

 等差数列とその和 

 等比数列とその和 

 

 

中間考査 

 

和の記号Σ・いろいろな数列 

 

 

 

期末考査 

・剰余の定理・因数定理に

ついて理解する。 

・解と係数の関係を利用出

来る。 

・因数定理を利用して高次

方程式を解くことが出来

る。 

・恒等式についての理解を

深める。 

・一般項の意味を理解し、

さまざまな数列で一般項

を求めることができる。 

・さまざまな数列の和を求

めることができ、必要に応

じてΣを用いて計算する

ことができる。 

２ 
 
 
 
 
 
 
 
 

学 
 
 
 
 
 
 
 
 

期 

７ 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

11 

 

 

三角関数（数学Ⅱ ４章） 

１節 三角関数 

 

 

 

２節 加法定理 

 

 

 

 

中間考査 

 

ベクトル（数学B ２章） 

 

３節 空間におけるベクトル 

 空間座標 

 空間におけるベクトル 

 位置ベクトルと空間の図形 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

図形と方程式（数学Ⅱ ３章） 

１節 点と直線 

 

２節 円 

 

３節 軌跡と領域 

 

 

 

 

中間考査 

 

微分と積分（数学Ⅱ ５章） 

１節 微分係数と導関数 

 

 

２節 導関数の応用 

 

 

３節 積分法 

 

 

 

 

期末考査 

・座標や式をもちいて直線

や円などの基本的な平面

図形の性質や関係を数学

的に考察し処理するとと

もに、その有用性を認識し

、いろいろな図形の考察に

活用することが出来る。 

・三角関数について理解し

、それらを具体的な事象の

考察に活用できるように

する。 

・加法定理について理解し

、三角関数に関する方程式

や最大、最小が求められる

ようにする。 

 

・空間での座標のとらえ方

、ベクトルの処理方法を理

解し、空間図形の考察に活

用できる。 

・微分積分の考えを理解し

、関数の値の変化を調べる

ことや、面積を求めること

が出来るようにする。 
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期 月 単元 内容 学習の目標・留意点等 

３ 
 
 
 
 

学 
 
 
 
 

期 

12 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

２ 

 

 

複素数平面（数学Ⅲ ２章） 

１節 複素数平面 

 

２節 図形への応用 

 

平面上の曲線（数学Ⅲ １章） 

１節 ２次曲線 

 

２節 媒介変数表示と極座標 

 

 

期末考査 

数列（数学B ３章） 

３節 漸化式と数学的帰納法  

 

関数と極限（数学Ⅲ ３章） 

２節 数列の極限 

 

１節 関数 

 

４節 関数の極限 

 

 

期末考査 

 

・漸化式と数学的帰納法の

仕組みを理解して用いる

ことが出来る。 

・極限の概念を理解し、数

列の極限に活用すること

が出来る。 

・逆関数と合成関数の意味

を理解させ、関数の概念の

理解を深める。 

・関数の連続性の意味を理

解させる。 

 

 

 

２年生【文系】 

期 月 学習内容 学習の目標・留意点等 

１ 
 

学 
 
 

期 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

＜数学Ｘ＞ 

方程式・式と証明（数学Ⅱ １章） 

１節 整式の乗法と除法 

２節 ２次方程式 

３節 高次方程式 

 

 

中間考査 

 

４節 式と証明 

恒等式 

 不等式の証明 

 

期末考査 

＜数学Ｙ＞ 

数列（数学B １章） 

１節 数列 

 等差数列とその和 

 等比数列とその和 

 

 

中間考査 

 

 和の記号Σ 

 いろいろな数列 

 

 

期末考査 

・一般項の意味を理解し、

さまざまな数列で一般項

を求めることができる。 

・剰余の定理・因数定理に

ついて理解する。 

・解と係数の関係を利用出

来る。 

・高次方程式を解くことが

出来る。 

・さまざまな数列の和を求

めることができ、必要に応

じてΣを用いて計算する

ことができる。 

 

２ 

学 

期 

 

８ 

 

９ 

 

 

 

10 

 

 

 

 

11 

 

 

三角関数（数学Ⅱ ３章） 

１節 三角関数 

 

 

 

２節 加法定理 

 

中間考査 

 

空間ベクトル（数学B ２章） 

１節 空間のベクトル 

 

 

２節 空間図形とベクトル 

 

 

 

 

 

期末考査 

図形と方程式（数学Ⅱ ２章） 

１節 点と直線 

 

２節 円 

 

３節 軌跡と領域 

 

中間考査 

 

微分と積分（数学Ⅱ ６章） 

１節 微分係数と導関数 

 

２節 導関数の応用 

 

 

３節 積分法 

 

 

 

期末考査 

 

 

・有用性を認識し、いろい

ろな図形の考察に活用す

ることが出来る。 

・三角関数について理解し

、それらを具体的な事象の

考察に活用できるように

する。 

 

 

・空間での座標のとらえ方

、ベクトルの処理方法を理

解し、空間図形の考察に活

用できる。 

 

・微分積分の考えを理解し

、関数の値の変化を調べる

ことや、面積を求めること

が出来るようにする。 
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期 月 学習内容 学習の目標・留意点等 

３ 
 

学 
 

期 

12 

 

１ 

 

２ 

 

総合問題演習  

数列（数学B ３章） 

３節 漸化式と数学的帰納法  

 

 

期末考査 

 

 

・漸化式と数学的帰納法の

仕組みを理解して用いる

ことが出来る。 

・数学ⅠＡⅡＢの基礎知識

の定着をはかる。 

 

３年生【理系】 

期 月 単元 内容 学習の目標・留意点等 

１ 
 
 
 
 
 
 
 
 

学 
 
 
 
 
 
 
 
 

期 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

式と曲線（数学Ⅲ ２章） 

１節 ２次曲線 

 

２節 媒介変数表示と極座標 

 

関数と極限（数学Ⅲ ３章） 

 

３節 関数の極限 

 

 

微分法（数学Ⅲ ４章） 

１節 導関数 

２節 いろいろな関数の導関数 

 

中間考査 

 

３節 関数値の変化 

４節 導関数の応用 

 

 

 

 

積分法（数学Ⅲ ５章） 

１節 不定積分 

２節 定積分 

 

期末考査 

 

１ 放物線 

２ 楕円 

３ ２次曲線の平行移動 

４ ２次曲線と直線 

１ 媒介変数表示 

 

１ 関数の極限 

２ いろいろな関数の極限 

３ 関数の連続性 

 

１ 微分係数と導関数 

２ 関数の積・商の微分法 

３ 合成関数と逆関数の微分法 

４ 三角関数の微分法 

５ 高次導関数 

１ 接線と法線 

２ 平均値の定理 

３ 関数の増減と極大・極小 

４ 関数のグラフ 

５ いろいろな応用 

６ 速度・加速度 

７ 近似式 

１ 不定積分とその性質 

３ 色々な関数の積分 

１ 定積分とその性質 

２ 置換積分法と部分積分法 

２ 定積分の置換積分法・部分積分法 

３ 定積分で表された関数 

４ 定積分と和の極限 

５ 定積分と不等式 

 

・放物線、楕円、双曲線の

性質を理解する。 

 

・積、商、合成関数、逆関

数、媒介変数表示の導関数

を理解する。 

・色々な関数の極限の考察

に極限の概念を活用でき

るようにする。 

 

・色々な関数の極限の考察

に極限の概念を活用でき

るようにする。 

 

・三角関数、指数対数関数

など色々な関数について

の微分法を理解し、接線や

法線の方程式を求めるこ

とができるようにする。 

・導関数を用いて関数値 

の増減やグラフの凹凸な

どを考察し、微分法の有用

性を認識する。 

 

・置換積分法、部分積分法

を理解する。 

・定積分で表された関数と

微分法との関わりを理解

する。 

・区分求積法について理解

し、不等式へと応用できる

。 

２ 
 
 

学 
 
 

期 

７ 

８ 

９ 

 

 

10 

 

３節 積分法の応用 

 

 

 

総合問題演習 

 

中間考査 

１ 面積 

２ 体積 

３ 曲線の長さ 

４ 速度と道のり 

本校独自教材や大学入試問題を利用

した問題演習 

・色々な図形の面積や体積

を求めるために積分法を

活用できる。 

 

11 

 

 

総合問題演習 

 

期末考査 
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３年生【文系】 

期 月 単元 内容 学習の目標・留意点等 

１
・
２
・
３ 

 

 

 

総合問題演習 

 

 

本校独自教材や大学入試問題を利用

した問題演習 

様々な単元の内容が融合

された問題演習を通して、

数学的思考力、判断力、表

現力の育成や、技能、知識

、理解を深める。 

 （５）成果と課題 

   独自教材を利用した授業や日々の演習を通して、基礎から応用まで満遍なく演習ができ、学年による差異

のない本校数学科として一貫した指導が可能となった。その上で、実物投影機やＰＣを活用した授業の実践、

協働学習やグループ学習を盛り込んだアクティブラーニングの実践や、理科教諭と連携した授業の取組み等、

今まで本校では取り組めていなかった授業を各教諭が積極的に取り入れ活発な授業を展開することができ

た。また、学習プリントを冊子化した SS 数学テキストを年度初めに配布することで、自発的に発展的な内

容へ取り組む生徒や、学習を進めていくなかで関連付けられる内容に戻り体系的な理解へと繋げている生徒

の様子が見られた。そのような取組みを通して、“数学オリンピック”や“算数数学チャレンジ inやまがた”、

“数学文化講演会 in山形”等数学に関する各種コンテストや講演会に自主的に参加する生徒および、コン

テストで表彰を受ける生徒も増えている。(算数数学チャレンジ inやまがたでは昨年度表彰者０名→今年度

表彰者３名)。 

  このように、独自教材による基礎基本の確実な定着をはかりながら、ＩＣＴの活用、協働学習の実践を通し

て生徒の自主的な姿勢を養う取組みに関しては、教材や指導法・指導時期等数学科各教諭が共有し教育プロ

グラムとして構築されてきている一方で、他教科と連携した教科横断的な授業・取組みに関する部分では体

系化にはまだ至っていない。今後、他教科（特に理科）との連携をはかりながら、教科横断的な授業の展開

に関して本校独自の教育プログラム構築に努めていく。 
 
２ ＳＳ物理 
（１）具体的目標 

基礎を附した科目と基礎を附さない科目の枠にとらわれずに、観察・実験などを十分に行いながら、理科の各分
野を系統的に学習することで、事象を多面的にとらえながら知識を応用することができる能力や、思考力・判断
力・表現力、科学技術の進展に対する興味関心を育成する。 
 （２）配分単位数と対象生徒 

 １年生２単位、２年生２単位、３年生４単位 
 １年生では全員が物理と生物を履修、２年生から選択者による授業を展開する。 

 （３）概要 
   現教育課程「物理基礎」、「物理」をベースに学習する。学習分野の組み替えにより、『力学・熱力学』（物

理基礎＋一部物理）、『波の性質』（物理基礎＋物理）、『音』（物理基礎＋物理）、『光』（物理）、『力学・熱
力学』（物理）、『電磁気』（物理基礎＋物理）、『原子』（物理）の順に学習する。単元を分野ごとに学習す
ることで、系統立てた総合的な理解を目指す。特に波動分野に関しては、「物理基礎」と「物理」に分割
されている『波の性質』、『音』、『光』を連続して学ぶことで系統的な授業を目指す。また『電磁気』の分
野に関しては、３年生で「物理基礎」の内容を「物理」と融合させることで効率化を図る。教材は「物理
基礎」、「物理」の教科書、および「図録」を用い、授業プリント、視聴覚教材、諸実験器具などを用いて
補充を行う。 

 学習にあたっては物理現象を直接イメージする力が重要であるために、演示実験を含め実験をできるだけ
行うとともに、理解を促す効果の期待できる視聴覚教材を用いる。 

 （４）年間指導計画 
（１年生）※下線部は「物理」における学習内容 
期 月 単元 内容 学習の目標・留意点等 
 
１
学
期 

４ 
 
 
５ 
 
 
６ 
 
 
 
７ 
 
 

運動の表し方 
 
 
 
 
(中間考査) 
 
 
 
 
(期末考査) 
運動の法則 

物理学習のガイダンス 
速さと等速直線運動 
変位・速度 
速度の合成・分解 
相対速度 
 
平面上の相対速度 
等加速度直線運動 
自由落下 
水平投射・斜方投射 
 
力とそのはたらき 
力のつりあい 

 
ベクトル量とスカラー量 
グラフの活用 
作図でのベクトルの合成・分解 
 
 
 
速度・加速度の正負の理解 
 
平面内の運動 
 
重力・垂直抗力 
弾性力（フックの法則） 
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期 月 単元 内容 学習の目標・留意点等 
 
２
学
期 

 
８ 
 
 
９ 
 
10 
 
 
11 
 
 
12 
 

(課題考査) 
 
 
 
(中間考査) 
 
 
 
仕事と力学的エネ
ルギー 
 
(期末考査) 
 
 
 
熱と 
エネルギー 

 
作用反作用の法則 
慣性の法則 
運動の法則 
 
摩擦を受ける運動 
液体や気体から受ける力 
終端速度 
仕事の定義 
仕事の原理・仕事率 
力学的エネルギー 
 
力学的エネルギー保存則 
保存力以外の力がはたらく場合
のエネルギー 
熱と熱量 
物質の三態 

 
作図による理解 
 
運動方程式を用いた問題演習 
 
 
大気圧・水圧・浮力 
雨の終端速度 
仕事、力学的エネルギーの理解 
基礎的な三角関数の学習 
仕事と力学的エネルギーの関係 
 
力学の総復習 

 
３
学
期 

１ 
 
 
２ 
 
 
３ 

(課題考査) 
 
 
 
 
(学年末考査） 

 
熱と仕事 
内部エネルギー 
熱力学第一法則 
不可逆変化と熱機関 

 
熱量の保存について理解 
 
 
 
 
気体の状態変化をとらえる 
 

 
 

（２年生） 
期 月 単元 内容 学習の目標・留意点等 
 
１
学
期 

４ 
 

５ 
 

６ 
 

７ 
 

 

波 
 
 
(中間考査) 
 
 
 
(期末考査) 
 

波の性質 
波と媒質の運動 
波の伝わり方、反射 
波の伝わり方 
 
音の性質 
発音体 
音の伝わり方 
光 

 
グラフの活用 
作図による理解 
 
 
視聴覚教材の活用 
音を観測する実験 
弦・気柱の振動 
独自教材の利用 

 
２
学
期 

 
８ 
９ 

 
10 

 
11 

 
12 

 

(課題考査) 
 
 
(中間考査) 
 
力と運動 
 
 
 
(期末考査) 
 

 
光 
 
 
 
平面運動 
斜方投射剛体のつりあい 
重心 
運動量の保存 
力積 
反発係数 

視聴覚教材の活用 
凸レンズの焦点距離の測定実験 
作図による理解 
イメージによる理解 
 
物理基礎の復習 
ベクトルの作図 
作図による理解 
微分の応用 
グラフの活用 

 
３
学
期 

１ 
 

２ 
 
 

３ 

(課題考査) 
 
 
 
(学年末考査） 

円運動 
 
慣性力 
単振動 
 
万有引力 
 

弧度法の学習 
等速円運動 
慣性系・非慣性系での理解 
グラフの活用 
単振動のエネルギー 
積分法による万有引力による位置エネ
ルギーの理解 
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（３年生） 
期 月 単元 内容 学習の目標・留意点等 
 
１
学
期 

４ 
 

５ 
 
 

６ 
 
 

７ 
 

 

熱と気体 
 
 
 
 
(中間考査) 
電気と電磁気 
 
 
(期末考査) 
 

気体の法則 
 
気体分子の運動 
 
気体の状態変化 
 
電場 
 

気体の性質の復習 
気体の状態方程式の理解 
力学分野の学習内容の活用 
 
熱力学第一法則の復習 
 
ガウスの法則を重視 
グラフの活用 
コンデンサーの演示実験 

 
２
学
期 

 
８ 

 
 

９ 
 
 
10 
 

 
11 
 
12 
 

(課題考査) 
 
 
 
 
(中間考査) 
 
原子 
 
 
 
 (期末考査) 
 
 

 
電流 
 
電流と電場 
 
電磁誘導と電磁波 
 
電子と光 
 
原子と原子核 
 
 
問題演習 
 

 
ベクトル（外積）の利用 
電磁波と現代社会のとの関連 
独自教材の利用 
 
 
 
先端物理に触れる 
基礎学力の確認 
 

 
３
学
期 

１ 
 

２ 
３ 

 
 
 

問題演習 
 
 

大学入試問題を用いた思考力・判断
力・表現力の養成 

 
（５）成果 

１年生段階では「物理基礎」を深化させた内容とし、｢物理｣の内容を適度に盛り込むことによって２年生
からの「物理」にスムーズにつながるように進めることができた。数学的知識に乏しい状態での授業であ
るため、数値の表わし方や三角比などの最低限必要となる内容を数学の授業よりも先に扱い授業に生かし
た。有効数字の考え方や数値の誤差についても触れ、実験で得られた数値の扱い方を理解することができ
た。 

 ２年生段階では１年生での既習内容を繰り返し復習しながら理解の度合いを深める授業を展開した。『音』、
『光』の分野では、干渉と共鳴、うなり、ドップラー効果、光の干渉、スペクトル、レンズなどに関する
実験を行い、物理を身近な現象を通して感じ取り理解することができた。『力学』の分野は物理を学ぶに
当たってのベースとなる単元であることから、「物理基礎」での既習内容から「物理」の新内容までを総
合的に理解できるように、単元内の学習内容のつながりに特に注意しながら進めるとともに、円運動や単
振動などの電磁気の単元で再度必要となる内容を重点的に扱った。 

 ３年生段階では、これまでに学習した内容や、数学的な知識を利用し、問題を様々な視点からとらえ思考
力や判断力をつける授業を展開した。また、事象を言葉で説明する時間をとり、考えを発表したり記述し
たりすることにも力を入れた。例えば、公式を単に暗記するのではなく、それらの導き方や公式相互の関
係にも言及することができた。 

 ３年生の１０月には教科書の範囲を終えることができ、１１月から３年間の総復習として高校物理を復習
しなおすことによって、各分野間の関連性を捉えさせ、理解をより深める指導を行うことができた。大学
入試等で問われるような発展的問題も扱い、さらなる理解力の向上に努めた。 

（６）今後の課題 
カリキュラムの進化が必要と考えられる。生徒の興味関心を高め、論理的に物理現象を捉えられる力を養
い、生涯にわたって科学を学習する能力を高める内容にする必要がある。 

 全員物理必修の１年生では、２年生からの科目選択を１０月に決定しており、その決定以降に物理を選択
しなかった生徒のモチベーション低下が甚だしく、ある程度は仕方のないことだが、学年を終えるまで興
味関心を維持させ続けることが難しい。現在の教育課程となってから１年生が全員必修となっており、１
年生の指導については様々な点で改善の余地がある。 

   選択履修となる２年生からの授業でも、基礎的な数学や科学の知識に乏しい生徒が少なくなく、丁寧に数
式を展開したり説明を補足したりする必要がある。物理と数学の２教科間で、特に三角関数や微分積分の
内容について、相互補完を得るための合同授業もしくはＴＴ形式の授業も今後考えられる。 

 総合的に物理を学習しやすくなるための教材や授業法の改善、生徒実験や演示実験の一層の充実、学習内
容の精査をこれからも検討する必要がある。 
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３ ＳＳ生物 
（１）具体的目標 

基礎を附した科目と基礎を附さない科目の枠にとらわれずに、観察・実験などを十分に行いながら、理科の各分
野を系統的に学習することで、事象を多面的にとらえながら知識を応用することができる能力や、思考力・判断
力・表現力、科学技術の進展に対する興味関心を育成する。 
 （２）配分単位数と対象生徒 
  １年生２単位、２年生２単位、３年生４単位 
  １年生では全員が生物と物理を履修、２年生から選択者による授業を展開する。 
 （３）概要 
    新教育課程「生物基礎」、「生物」をベースに学習する。学習分野の組み替えにより｢生物基礎｣を、植生

の多様性と分布、生態系とその保全、生物の体内環境、生物の特徴、遺伝子とそのはたらきの順に学習
する。それにより｢生物基礎｣と｢生物｣のつながりを考えて学習させることで、系統立てた総合的な理解
を目指す。教材は「生物基礎」、「生物」の教科書を用い、適宜図録やプリント、視聴覚教材等で補充を
行う。 

 新教育課程においては探究的な内容が特に重要視されているため、演示実験を含め実験をできるだけ行
い、理解を促す効果の期待できる視聴覚教材を用いる。 
これまでに学習した知識を活用することで思考力や判断力をつけることを目的として、１年生の「生物
基礎」では学期に１回、テーマを決めてアクティブラーニングの授業を行った。生態系の分野では「環
境問題」をテーマとして５～６人１グループで取り組む内容を決めて、グループごとに文献やインター
ネットで調べたものを話し合い、ポスターにまとめた。最後にクラスで発表し、全体で知識を共有した。
評価はクラス全員の自己評価とし、独創性・アピール度・分かりやすさの観点で評価した。 

 
 （４）年間指導計画 

  （１年生） 

期 月 単元 内容 学習の目標・留意点等 

 
 
１ 
 
学 
 
期 
 
 

 
４ 
 
 
５ 
 
６ 
 
７ 

第一章 生命の特徴 
第四章 バイオームと多様性
の分布 
(中間考査) 
 
第五章 生態系とその保全 
 
(期末考査) 

１．生物の多様性とバイオーム 
２．バイオームの形成過程 
３．バイオームとその分布 
 
 
１．生態系 
２．生態系のバランスと保全 
３．生態系の保全 
 

・地球では、多様な生命が絶妙なバ
ランスのもとで成り立っている。そ
の原理を詳しく分析する分野であ
る。 
 
・環境問題は全人類の問題である。
現在どのような問題が起こり、その
解決策はあるのか。検証する単元で
ある。 

 
２ 
 
学 
 
期 
 
 

８ 
９ 
 
10 
 
11 
 
12 

(課題考査) 
第三章 生物の体内環境 
 
(中間考査) 
(期末考査) 
第一章 生命の特徴 
 

１．体液とその働き 
２．生体防御 
３．体内環境の維持の仕組み 
 
 
１．生物の多様性と共通性 
２．細胞とエネルギー 
 

・体は常に一定の状態に保たれてい
る。このことを恒常性と呼ばれてい
る。この単元は身近な内容だが、具
体例をもとに図やグラフの分析力
が問われる。 
・生物学の基礎である「細胞」につ
いて、研究の歴史や構造を発展的な
内容も含めて学習する。・顕微鏡の
使い方を理解する。 
・基本的な呼吸と光合成の仕組みを
化学反応式で理解する。 

 
３
学
期 

１ 
 
２ 
３ 

(課題考査) 
第二章 遺伝子とその働き 
 (学年末考査） 

 
１．生態系 
２．生態系のバランスと保全 
３．生態系の保全 

 
・現代の分子生物学は遺伝子の話し
無くしては語れない。ここでは、そ
の基礎を理解する。 

 
  （２年生） 
期 月 単元 内容 学習の目標・留意点等 
 
 
１ 
 
学 
 
期 
 
 

 
４ 
 
 
５ 
 
６ 
 
７ 

第１章 細胞と分子 
 
(中間考査) 
 
 
第２章 植物の発生 
 
(期末考査) 

１．生体物質と細胞 
２．細胞膜を介した物質の移動 
３．生命現象とタンパク質 
 
 
１．代謝とエネルギー代謝 
２．同化 
３．窒素同化 
４．異化 

・「細胞と分子」について生物基礎
「生物の多様性と共通性」の発展的
な内容として学習する。 
・酵素の性質について実験を通じて
理解する。 
・「代謝」について生物基礎「細胞
とエネルギー」の発展的な内容とし
て学習する。 
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期 月 単元 内容 学習の目標・留意点等 
 
２ 
 
学 
 
期 
 
 

８ 
 
９ 
 
10 
 
11 
 
12 

(課題考査) 
 
 
(中間考査) 
 
(期末考査) 
第３章 遺伝情報の発現 
 

 
３．窒素同化 
４．異化 
 
 
 
１．遺伝情報とその発現 
 

 
 
 
 
 
 
・「遺伝情報とその発現」について
生物基礎「遺伝子とその働き」の発
展的な内容として学習する。 

 
３
学
期 

１ 
 
２ 
３ 

(課題考査) 
 
(学年末考査） 
 

 
２．遺伝子の発現調節 
３．バイオテクノロジー 

 
 

   
 
 
（３年生） 
期 月 単元 内容 学習の目標・留意点等 
 
 
１ 
 
学 
 
期 
 
 

 
４ 
 
 
５ 
 
６ 
 
７ 

第４章 有性生殖 
 
 
第５章 動物の発生 
(中間考査) 
 
 
 
第６章 植物の発生 
 
(期末考査) 

１．減数分裂と受精 
２．遺伝子と染色体 
 
１．配偶子形成と受精 
２．初期発生の過程 
３．細胞の分化と形態形成 
４．器官の形成と細胞の死 
 
１．配偶子形成と胚発生 

・「有性生殖」について生物基礎「
遺伝情報の複製と分配」の発展的な
内容として学習する。 
・動物において、からだの形成のし
くみを学習する。 
 
 
 
・植物において、からだの形成のし
くみを学習する。 
 

 
２ 
 
学 
 
期 
 
 

８ 
 
９ 
 
10 
 
11 
 
12 

(課題考査) 
第７章 植物の環境応答 
 
(中間考査) 
第８章 動物の反応と行動 
 
第９章 個体群と生物群集 
 
 
第１０章 生態系 
 
 
第１１章 生物の進化 
 
 
第１２章 生物の系統 
 
(期末考査) 

 
１．植物の環境応答と植物ホルモ
ン 
２．植物の環境応答とそのしくみ 
１．刺激の受容と反応 
２．動物の行動 
１．個体群 
２．生物群集 
 
１．生態系の物質生産 
２．生態系とその多様性 
 
１．進化のしくみ 
２．生物の起源と生物の変遷 
 
１．生物の分類の変遷と系統 
２．生物の系統関係 
センター演習 

 
・環境の変化に応答するさまざまな
しくみを学習する。 
 
・動物は、どのようにして刺激を受
容し、行動しているか学習する。 
・生物の集団内で、それぞれの個体
は、どのように関わりあい、生活を
営んでいるか学習する。 
・多様な生態系は、それぞれどのよ
うな特徴をもって成立し、維持され
ているか学習する。 
・どのような進化の過程を経て、現
在の多種多様な生物界ができたの
か学習する。 
・生物にはどのような類縁関係があ
り、分類されてきたのか学習する。 

 
（５）成果 

ＳＳ生物においては、基礎を附した科目と基礎を附さない科目の枠にとらわれずに、１年生段階から｢生
物基礎｣を深化させた形で授業を展開した。また、１年次からの文理選択に関わらず、すべての生徒が｢生
物基礎｣を履修したことは、理科の基礎的知識と論理的な思考力を養う良い機会となった。２年生段階で
は１年生での学習内容を踏まえて、｢生物｣の授業を展開した。時間の余裕はほとんどなかったが、系統立
てて進めているため、教えやすいと感じた。また、受けている生徒も「生物基礎」との関連性をもって授
業に臨むことができた。単元ごとに、できるだけ実験を取り入れ、イメージを持つことに重点を置いた。
３年生段階では、問題演習において、事象を多面的に捉えるために様々な解き方を実践した。 

 
（６）５年間の総括 

この５年間の中で最も大きかったことは、新教育課程になり「生物Ⅰ」「生物Ⅱ」から「生物基礎」「生物」
に変わったことである。特に理系の生徒が受ける「生物」に関してはセンター試験までの内容がこれまで
のものよりも大幅に増加し、受験のために教科書を早く進めなければならない一方で、思考力・判断力・
表現力、科学技術の進展に対する興味関心を育成するという非常に難しい授業展開を求められた。この両
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方をカバーするために、カリキュラムの効率化と内容の精選を行った。カリキュラムの効率化に関しては
「生物基礎」「生物」の枠にとらわれず、全体としての授業展開の流れを構築した。また、内容の精選に
関しては取り上げるべき項目と、そうでない項目でかける時間に差をつけ、生徒も意識できるような形に
した。結果としては、教科書の内容を終えることができる時期が年々早まり、成績の面でも山形県全体で
不振の中、少しずつ成果が出ている。 

 
４ ＳＳ化学 
（１）具体的目標 

基礎を附した科目と基礎を附さない科目の枠にとらわれずに、観察・実験などを十分に行いながら、理科の各分
野を系統的に学習することで、事象を多面的にとらえながら知識を応用することができる能力や、思考力・判断
力・表現力、科学技術の進展に対する興味関心を育成する。 
 （２）配分単位数と対象生徒 
  ２年生４単位、３年生４単位、理系の生徒必修 
 （３）概要 
    ＜ＳＳＨ指定２年目：平成２５年度・・・対象生徒２年生普通科８８名＞ 

 ・開設初年度の「ＳＳ化学」においては、「化学基礎」「化学」の枠にとらわれず、２年次に全校生徒が取り組
む探究活動を効果的に進める為に、系統的な単元の組み替えを念頭に研究開発を行った。ただし、開設初年度
であるため、単元の組み替えを最小限にとどめ、これまで実践事例の積み重ねのある「理数化学」の取組を普
通科理系の生徒にも広め、発展的な内容を取り入れたり、ＩＣＴ機器を活用した授業内容に関しての研究を行
った。 

 ＜ＳＳＨ指定３年目：平成２６年度・・対象生徒２年生普通科８８名、３年生普通科８８名＞ 

 【２年生普通科】 

  ・開設２年目となるため、以下の様な特徴を持たせるべく、大幅な単元の入れ替えを行って生徒の理解度、定
着度等を比較した。 

①全ての化学的事象の基本になる考えとして「化学平衡」を早い段階で学習させる。 

②「化学基礎」「化学」を一体で捉え、関連ある単元を成るべく近くに配置する。 

   「酸と塩基」→「水溶液中の電離平衡」→「非金属元素」（酸の工業的製法等関連が大きい） 

   「酸化還元」→「電池・電気分解」→「典型金属元素・遷移元素」 
（酸化・還元の概念が金属単体の精錬と関連が大きい） 

③無機理論の一部に反転学習を取り入れる。 

  ④他教科との関連を意識した進度とする。ｐＨを対数を用いた定義で学ばせるため、数学で対数を学習した後
に「酸と塩基」についての単元を取り扱う。 

 【３年生普通科】 

・教材は「化学」の教科書を用いて、独自教材（授業プリント）を用いて効率的に知識の理解と定着を促すと
共に希望進路の実現に向けた問題演習を随時取り入れた。授業を進めるにあたって化学現象をイメージする
力が重要となるため、生徒実験や演示実験をできるだけ多く取り入れとともに、理解や興味を促進するよう
な視聴覚教材を取り入れた。 

 ＜ＳＳＨ指定４年目：平成２７年度＞ 

  ・学校設定科目開設３年目、現行の教育課程２年目となるため、以下の様な特徴を持たせるべく、大幅な単元
の入れ替えを行って生徒の理解度 、定着度等を比較した。 

  ①「化学平衡」を考え方の基本とした系統的なカリキュラム配置。 

本校では、物質量の学習の直後に化学平衡を学ぶ。このことで「酸・塩基」の分野で取り扱う「水溶液中の
電離平衡」や「水溶液中のイオンの反応」の分野で取り扱う「溶解度積」を指導する際の生徒の理解度が滞
りなく深まった。 

  ②無機化学と理論化学を連続させたカリキュラム配置 

   無機化学を２つに分け生徒の理解度の深まるようなカリキュラム配置にしている。 

   「酸と塩基」→「水溶液中の電離平衡」→「非金属元素」（酸の工業的製法等関連が大きい） 

   「酸化還元」→「電池・電気分解」→「典型金属元素・遷移元素」 
（酸化・還元の概念が金属単体の精錬と関連が大きい） 

③無機理論の一部に反転学習を取り入れる。 

  ④他教科との関連を意識した進度とする。ｐＨを対数を用いた定義で学ばせるため、数学で対数を学習した後
に「酸と塩基」についての単元を取り扱う。 

 ＜ＳＳＨ指定５年目：平成２８年度＞ 

    ・学校設定科目開設４年目、現行の教育課程３年目となり、昨年までの生徒の理解度の変容、不都合な点に改
善を加えつつ、以下の様な特徴を持たせる、生徒の理解度 、定着度等を比較した。 

  ①「化学平衡」を早い段階で学習させることによる生徒の混乱を避ける為に、配置を大幅に変更した。 

   これまで 

   「物質量と化学反応式」→「化学平衡」→「酸と塩基」→「水溶液中の化学平衡」→「無機理論」 

→「酸化還元反応」 

変更後 

    「物質量と化学反応式」→「酸と塩基」→「化学反応と熱・光」→「化学平衡」→「水溶液中の化学平衡」 
→「酸化還元反応」 

現行の教育課程２年目となる。新教育課程｢化学基礎｣｢化学｣をベースにしているが、大幅な単元の入れ替
えにより、次のような特徴を持たせている。 
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①｢化学平衡｣をベースにした系統立った指導 
      本校では物質量のすぐあとに化学平衡を学ばせる。このことにより｢酸・塩基｣の単元で｢水溶液中

の電離平衡(溶解度除く)｣、｢水溶液中のイオンの反応｣の単元で｢溶解度積｣を指導するなど、化学
平衡に裏付けられた指導が可能となった。 

②無機化学とベースとなる理論化学を連続して指導 
      無機化学を２つに分け、それぞれ理論的なベースとなる単元のすぐ後に置くことで、生徒の理解度

を上げている。 
       ｢酸と塩基｣→｢水溶液中の電離平衡｣→｢非金属元素｣(追出反応、酸の製法など酸塩基に関連深い) 
       ｢酸化還元｣→｢電池・電気分解｣→｢典型金属元素・遷移元素｣(製法等で酸化還元に関連深い) 

③他教科との連携を意識した進度 
      数学で対数を学ぶ時期にｐH の指導をするなど、他教科との連係を意識した指導を行っている。 

④無機化学の一部に反転学習を取り入れる(詳細は別記)。 
 
 （４）年間指導計画 

期 月 単元 内容 取り扱う主な発展的な内容 

１ 

学 

期 

４ 
 
５ 
 
 
６ 
 
 
 
７ 

(基)物質の構成 
 
 
 
(中間考査) 
 
(基)物質の変化 
 
 
(期末考査) 

化学学習のガイダンス 
物質の探究 
原子の構造と元素の周期表 
化学結合 
固体の構造 
 
物質量と化学反応式 
 
化学反応の速さ 
 

 
 
遷移元素の電子配置 
ハイドレード 
ダイヤモンド型の結晶格子 
体積充填率、準結晶 
イオン結晶の安定性 

２ 

学 

期 

８ 
 
９ 
 
 
10 
 
 
11 
 
 
12 

(基)物質の変化 
(化)化学反応の速さと平衡 
 
(化)無機物質 
 
 
(中間考査) 
(基)物質の変化 
 
(化)化学反応とエネルギー 
 
(化)物質の状態と平衡 

(期末考査) 

酸と塩基 
水溶液中の電離平衡 
（溶解度積除く） 
周期表と元素 
非金属元素の単体と化合物 
 
 
酸化還元反応 
 
電池と電気分解 
物質の状態 
気体の性質 
 

炭酸ナトリウムの二段階中和 
加水分解定数 
 
 
 
ＣＯＤ 
 
リチウムイオン電池の原理 
 
超臨界状態 
実在気体の状態変化 
ファンデルワールス方程式 
圧平衡定数 

３ 
学 

期 

１ 
 
２ 

 
(化)化学反応とエネルギー 
(化)無機物質 
 
 
（期末考査） 

溶液の性質 
化学反応と熱・光 
典型金属元素の単体と化合物 
遷移元素の単体と化合物 
（溶解度積） 
無機物質と人間生活 

冷却曲線 
エントロピー 
 
金属の精錬 

(基)・・・化学基礎の内容、(化)・・・化学の内容 
（５）成果と課題（反転学習については別記） 

 ①成果 

 ・過去３年間の生徒の理解度等生徒の実態に即し、改善すべき点を取り入れ現行のカリキュラム配置を行った。
このことにより、これまで化学を学習して間もない頃に「化学平衡」で、つまずき学習意欲が減退する様な負
の影響を少なくすることができた。 

 ・化学現象の多くを、早期に学習することで、開設当初の目標の一つである「２年次に全校生徒が取り組む探究
活動を効果的に進めることができる。」に関しては一定の成果があったと思われる。 

 ・生徒実験や演示実験を適切に対置することで、理解が深まると共に実験の操作、レポートの作成の手法等を指
導する機会を多く設定することができた。 

 ②課題 

 ・過去に、教科書の学習内容の入れ替えや配置換えを余り多く行うことで、外部模試の出題範囲に達しなかった
ことが多々あり、それらを意識する余り、かなりの進度で進めたため理解が深まらなかった生徒が多く見られ
た。それらの反省を踏まえ、最終年度に改善を加えたが、より適切で効果的なカリキュラムがないかさらに検
討を進めていく必要がある。 
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５ ＳＳ地学 
（１）具体的目標 

基礎を附した科目と基礎を附さない科目の枠にとらわれずに、観察・実験などを十分に行いながら、理科の各分
野を系統的に学習することで、事象を多面的にとらえながら知識を応用することができる能力や、思考力・判断
力・表現力、科学技術の進展に対する興味関心を育成する。 
 （２）配分単位数と対象生徒 
  ２年生 文系 全員２単位、地学選択者２単位 

３年生 文系 地学選択者２単位、生物選択者１単位 
 （３）概要 
   ２年生の文系全員が「地学基礎」を通年学ぶ。それに加え地学選択者は前述の通年開講の 2 単位で学んだ

「地学基礎」に対応する「地学」の内容を学習する。２年時ははじめに「固体地球とその変動」、次いで
「移り変わる地球」、「大気と海洋」の順で学ぶことにより地球に対する知識を深める。次いで 3 年時に
「宇宙の構成」を学ぶことで地球を取り巻く更に大きい自然に対しての正しい自然観を養い、最後に「自
然との共生」を学ぶことによって地球環境と人類の関わりについて理解を深める。教材は教科書「地学基
礎」と「地学」を用いる。また、適宜授業プリントや図表、問題集等で補充を行う。 

   学習にあたっては、火山噴火等の地学現象や太古の地球の姿、宇宙に関する事柄など実際に見ることが困
難な事柄が多いので、書画カメラや授業中でのネット検索等できるだけ視聴覚機材を用いてイメージし易
くなるように工夫しながら進める。 

 （４）年間指導計画 
（２年生） ※は４単位生選択徒が学ぶもの。無印は全員が学ぶもの。 

期 月 単元 内容 学習の目標・留意点等 
 
 
１ 
 
学 
 
期 
 
 

4 
 
 
 
 
 
 
 
7 

第一部 固体地球とその変動 
 
 
※第1編 地球の構成と内部
のエネルギー 
 
※第2編 地球の活動 
 
途中に(中間考査) 
(期末考査) 

１．地球 
２．活動する地球 
 
※１．地球の形と重力・地磁気 
※２．地球の内部 
 
※１．プレートテクトニクス 
※２．地震と火山 
※３．変成作用と造山運動 
 

・地球の概観と内部構造を学習する 
・プレート運動とそれに伴う地震や火
山を学習する。 
※・地球に働く力を学ぶ 
※・地球内部の構造や構成物質を学ぶ 
※・プレートテクトニクスを学ぶ 
※・地震と火成活動を学ぶ 
※・変成作用と造山運動を学ぶ 
 

 
 
２ 
 
学 
 
期 
 
 

8 
 
 
 
 
 
 
 
12 

(課題考査) 
第二部 移り変わる地球 
 
 
※第4編 地球表層の水の動
きと役割 
※第5編 地球の環境と歴史 
途中に(中間考査) 
(期末考査) 

 
１．地球史の読み方 
 
２．地球と生命の進化 
※１．地表の変化 
※２．地層の観察 
※１．地球環境の変遷 
※２．日本列島の生い立ち 
 

 
・地層と地質構造から地史の組み立て
方を学ぶ 
・主に生命の進化を学ぶ。 
※・風化作用について学ぶ。 
※・地層の観察について学ぶ。 
※・地質年代について学ぶ。 
※・日本列島の生い立ちを学ぶ。 
 

 
３
学
期 

1 
 
 
 
 
 
 
3 

(課題考査) 
第三部 大気と海洋 
 
 
 
※第3編 地球の大気と海洋 
 
(学年末考査） 

 
１．大気の構造 
２．太陽放射と大気・海水の運動 
 
３．日本で見られる季節の現象 
※１．大気の構造と運動 
※２．海洋と海水の運動 
※３．大気と海洋の相互作用 

 
・大気圏の構造を学ぶ 
・地球のエネルギー収支とそれによる
大気と海洋の循環を学ぶ 
・日本で起こる気象現象を学ぶ 
※・大気の大循環と日本の天気を学ぶ 
※・海洋の大循環を学ぶ 
※・大気と海洋の相互作用を学ぶ 

 
（３年生）2 単位選択者 

期 月 単元 内容 学習の目標・留意点等 
 
１ 
学 
期 
 

４ 
 
 
 
７ 

第4部 宇宙の構成 
 
第6編 宇宙の構造 
途中に(中間考査) 
(期末考査) 

１．太陽系と太陽 
２・恒星としての太陽の進化 
１．太陽系 
２．恒星の世界 

・太陽系と太陽自体を学ぶ。 
・太陽の進化を学ぶ。 
・太陽と惑星の運度を学ぶ。 
・恒星の進化を学ぶ。 

 
２ 
学 
期 
 

８ 
 
 
12 

(課題考査) 
第4部 宇宙の構成 
第6編 宇宙の構造 
第5部 自然との共生 
途中に(中間考査) 
受験対策 
(期末考査) 

 
３．銀河系と宇宙 
３．宇宙と銀河 

地球環境と人類 
 

受験対策 

 
・銀河系と他の銀河について学ぶ。 
・宇宙の構造を学ぶ。 
 人類が自然に及ぼす影響を学ぶ。 
 
受験対策 
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期 月 単元 内容 学習の目標・留意点等 
３
学
期 

１ 
 
３ 

受験対策 
 

受験対策 受験対策 

 
（３年生）1 単位選択者 

期 月 単元 内容 学習の目標・留意点等 
１ 
学 
期 

４ 
 
７ 

第4部 宇宙の構成 
途中に(中間考査) 
(期末考査) 

１．太陽系と太陽 
２・恒星としての太陽の進化 
 

・太陽系と太陽自体を学ぶ。 
・太陽の進化を学ぶ。 
 

 
２ 
学 
期 
 

８ 
 
 
12 

(課題考査) 
第4部 宇宙の構成 
第5部 自然との共生 
途中に(中間考査) 
受験対策 
(期末考査) 

 
３．銀河系と宇宙 

地球環境と人類 
 
受験対策 

 
・銀河系と他の銀河について学ぶ。 
 人類が自然に及ぼす影響を学ぶ。 
 
受験対策 

３
学
期 

１ 
 
３ 

受験対策 
 
 

受験対策 受験対策 

 
（５）成果 

地学選択者は「地学基礎」で学習した内容を同時進行で開講されている「地学」を学習することで、自然
に関する理解をより深めることができた。これはカリキュラムの順序に縛られずに組み変えることのでき
るＳＳＨの最大の利点と言える。また、これは地学選択者、生物選択者どちらにも言えることだが、授業
内容の研究・精選がある程度進み、視聴覚教材の使用（特に書画カメラとネットによる画像や情報の検索、
ビデオ教材の使用）を増やすことができたのは大きな成果である。 

（６）今後の課題 
地学選択者、生物選択者ともに 2 学年で学習しきれなかった内容を
3 学年で学ぶのだが、授業内容の精選が進んだとはいえ、どちらも
かなりの過密スケジュールだったことには変わりがなく、授業進度
が間に合わず、理科としての最大の責務である「自然の摂理を学ぶ」
までは至らず、事実の羅列を単に覚えさせることが多かった。特に
生物選択者が「地学基礎」を終了するまでは昨年ほどではないが、
かなりかかってしまったために、その傾向はさらに大きかった。今
後更なる内容の精選に取り組む必要があるが、物事を理屈から考え
ることのできる生徒が育たなかったという精選のし過ぎの弊害が
予想通り出てしまった。 
授業内容の充実と精選という課題を同時に実現することはやはり
かなり難しい。 

＜ネット検索でリアルタイムの天気図を授業に使用している様子＞ 

 
 
Ｃ－②  英語力の向上と海外の姉妹州・姉妹都市等との連携の拡大 
 
A「英語力の向上に向けた取組」 
① 概  要 
ａ 事業目標 

自らの探究テーマに必要な分野の論文や資料を英語で読むことができる読解力を養うとともに思考力、表現力の
育成も図る。また、海外の高校生との交流に必要な英語によるコミュニケーション能力を身につけ、それを発展
させ、自分の研究について英語で発表できる能力を育成する。 

 
ｂ 具体的目標 

様々な分野・テーマの英文を読むことにより、英語を用いて自らの探究テーマについて説明、意見交換を行う。
海外の高校生と積極的に柔軟にコミュニケーションを図り、交流を通して国際的な視野を身につける。 

 
② 仮  説 
ａ 英語を多く使用する授業を行い、多様な英語表現活動を通して実際に使用することで定着につながり、英

語をツールとして使える力がつく。 
ｂ 自己の探究テーマに関する英語の文献を読んだり、英語でまとめたり、発表したりすることで、英語力と

ともにプレゼン能力も高まる。 
ｃ 海外の高校生と実際に交流することで、英語の必要性に気づく。また、国や地域による文化や考え方の違

いに気づくと同時に、日本について考え直す機会となり、国際的な視野が育成される。 
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③ 実  践 
仮説ａ 入学時から英語の授業の指導計画を立て、それに沿って進めてきた。学習指導要領の「四つの領域

の言語活動の統合をはかり、発信力を向上させること」を意識し、実際に英語を使用させる機会を
多く設定してきている。進路研修で台湾の高校生と英語で交流することで、生徒に英語の学習意義
を感じさせ、意欲を高めた。 

    ＜具体的な活動事例＞ 
○基本的に授業内の指示は英語を使用し、生徒が英語を使う場面を多く設定。 
○ペアワーク・グループワーク・発表の機会を多く設定し、英語での意見交換・簡単なプレゼンテ
ーション・短いスピーチなどの活動。 

○外国人常勤講師の協力を得て、研究について英語でまとめる方法・発表する方法を学び、実践。 
○様々なテーマについて、ある程度まとまった英文を書き、ペアやグループで発表。 
○表・グラフなどを読みとり、情報をまとめ、発表する練習。 
○読んだり聞いたりして得た情報などについて自分の意見を述べる機会を多く設定。 

 
＜話す・書くテーマとその指導事例＞ 
１年時に、各学期２回ずつ、多様なテーマでのパフォーマンステストを行った。特に１年時の終わ
りにグラフを用いて「比較表現」を使用し、プレゼンテーションのパフォーマンステストを行った
ことで、２年からのプレゼンテーションスキルの強化に向けた意識を高めた。２年時では、週に１
つのテーマで、自己紹介、鶴岡／学校紹介等について英語で書き、それをもとに授業の最初で生徒
にスモールトークの機会を設定し、会話力の向上をはかった。また、パフォーマンステストでは、 
Let’s introduce something CooL of Japan. や I have a dream ～.など、自分の考え、意見を発
表。夏過ぎには、ゼミの研究テーマについて。研究動機、仮説、実験の方法、今後の予定について、
はじめにアブストラクトを完成させ、添削し、その後、パフォーマンステストで発表させた。この
ような１年時からの活動を通して、プレゼンテーションに向けての準備や発表のしかたについて、
生徒は次第にそのスキルを身につけていった。 

 
 

仮説 b 「総合的な学習の時間」に行われている「鶴南ゼミ」（週１単位、木曜日７校時）の探究内容を台湾
の学校で交流相手に英語で伝えることを中間目標に計画を立てた。２学期の授業で、自分の研究に
ついての要約、プレゼンテーション、スライド作成について学習し、各自ゼミ研究について英語で
要約し授業で発表。台湾で代表として発表する生徒に対しては、外国人常勤講師やゼミ担当教員の
協力を得て発表原稿やスライドのチェック、読み方の指導にあたった。 

 
○台湾の高校での探究活動の発表について 
期  日：平成２８年１１月１０日（水） 

訪 問 校：台北市立建国高級中学 
参加生徒：本校２学年生徒５クラス（１９８名） 

交流相手校 1年生５クラス（２００名） 
とアシスタント上級生若干名 

内  容：全体歓迎会（約１時間） 
探究活動代表発表会（約３０分） 
ペアによる交流及び昼食会（約１時間） 
全体送別会（約３０分） 

使用言語：英語 
 
発表探究テーマ： 
1 Improving the Quality of Relaxation by 1/f Fluctuations 
2 Facial Recognition Using AI 
3 Measuring Freshness of Fish ～ A Relationship Between Nitrogen Ice and Freshness of Fish ～ 
4 Do Vegetables Become more Delicious in Hot Spring Water ? 
5 Do the Ingredients of Rice Oil Encourage Pregnancy ? 
6 The Relationship Between Banana’s Maturation Rate and Its Photosynthesis 
7 The Observation of The Exoplanet With A Telescope of The Internet 
8 Let’s Make a Magic Square of Prime Numbers 
9 Potentiality of a Jump ～Physical Considerations of Our Jump ～ 
10 ～Aplyronine A ～ Useful for Cancer Treatment 
11 Why do “Bakemono”(Monster) Appear in Tenjin Festival in Tsuruoka ? 
12 Effective Study Methods in English for Elementary School Students 
 

仮説ｃ １年時の基礎ゼミでは、鶴岡や庄内の地域や文化を調べ、紹介し、観光の活性化を考えさせるグル
ープでのプロジェクト型学習を行った。その後、２年時の授業では、交流に向けて、自分のこと、
鶴岡のこと、日本のことを伝える準備を通じて、改めて自分・郷土について考える機会を設定した。
具体的には、このようなテーマで、週１回英作文を提出、授業の最初に相手を台湾の交流相手に見
立てたペアトークを継続して行った。ジェスチャーや様々な表現を身につけるとともに、自分が伝
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えたいことを何とかして伝えようという姿勢がついてきた。また、研修後は、交流校のパートナー
向けに、各自で、Thank-you letterを作成して、郵送した。 

 

④ 評価の観点 
 交流校における研究発表の様子 

 授業や「鶴南ゼミ」におけるリハーサルの様子 

 授業におけるコミュニケーション活動への 

取り組みの様子（パフォーマンステスト等） 

 各種テスト（外部模試、GTEC 等）の成績 

 生徒の報告書、感想文など 
 
⑤ 仮説の検証と評価 

 
仮説ａ 学習指導要領に基づき、入学時から英語の授業 

は基本的に英語で行い、英語を使用する場面を 
多く設定してきたため、自分の考えや意見を英 
語で話したり、発表したりすることにあまり抵 
抗はなく、クラスで発表する際も原稿を見ないで行おうとする姿勢が身についてきた。 

 
仮説 b 英語での交流に向けて、英語で書かれた文章を読んで、意見交換したり、書いてまとめたりする活

動を取り入れた。個人ごとの研究については要約やパフォーマンステストでの発表を早めに準備さ
せることで、練習する時間が比較的十分に確保できたと言える。授業では、聞き手に２年だけでは
なく、１年生もまじえ、発表リハーサルを３回程度行うことができ、より相手を意識した発表をこ
ころがけさせることができたとともに、活発な質疑応答もすることができた。しかしながら、英語
で質問されたことにその場で答える英語力はまだ不十分であるし、他の発表に対して積極的に質問
するという姿勢もまだたりない。今後とも英語での表現活動が活発にできるように指導を継続する
予定である。 

 
＜生徒の感想より＞ 
英語での発表だったため、パワーポイント作成や原稿作成に苦労はしたが、台湾の学生によりわかりやす
く伝えるためにはどのように話したらいいかみんなで工夫してプレゼンを行えたことが楽しかった。 

 
事前に、２年生はもちろん、１年生の前でも何度も練習して臨めたので、台湾での発表は堂々とスムーズ
にできたと思う。自分たちで協力して１つのものを作り上げることが出来たのはいい経験だと思う。 
 
これまでは人前に立って発表することが苦手だったが、何度も場数を踏むうちに度胸も付いたし、英語力
も養われたと思う。ただ、咄嗟の質問が来た際に、まだうまく答えれなかったので、これからもっともっ
と英語を勉強しなければと思った。 

 
台湾の生徒たちが、自分たちが英語で発表しているのに対して、関心を持って聴いてくれていたり、質問
してくれたので、頑張った甲斐があったなと思った。 

 
人に自分の言いたいことを「伝える」ということがいかに難しいことであるか、トレーニングが必要なこ
とであるか、改めて感じた。それを実感できたことも今回の研修での大きな収穫であるし、今後はもっと
もっと人に思いをしっかり伝える、伝わる工夫をしていきたいと思った。 

 
台湾の生徒に自分たちの研究に興味を持ってもらったことがすごく嬉しかった。ただ、台湾の生徒の研究
テーマが、自分たちよりもさらに高度な内容だったので、ものすごく圧倒されたと同時にとてもいい刺激
を受けることができた。 

 
仮説ｃ 今年度は台湾へ出発する前に、近隣の山形大学大学院に留学している中国人留学生をお招きし、

「中国語講座」を開催した。ここで生徒たちの多言語への興味・関心が深まり、これから台湾研
修に向かうという姿勢に変化が見られ、より意欲的に準備に励むことができた。研修においても、
学校訪問での交流はもちろん、全ての日程を通して、生徒は様々な体験・発見・経験をし、とて
も有意義な研修になった。交流に向けた事前準備として行った、「自分のこと、鶴岡のこと、日本
のことを英語で伝える」ということにおいても、１人１人が改めて自分・郷土について考えるよ
い機会にもなったようである。交流会では、台北、台湾についての情報交換もでき、翌日の班別
研修にも役に立ったようであるし、実際に訪問校の交流相手や班別研修の大学生と英語でコミュ
ニケーションをとったことで、英語の重要性や学習の意義を再確認することができたように思わ
れる。「自分が伝えたいことを何とかして伝えよう」という姿勢がどの生徒にも見られ、様々な言
い換えや、必要に応じてジェスチャーを使用し、意思疎通をはかる経験も、現地でしか味わえな
い貴重な経験であったと思う。また興味深かったのは、帰国後に、「中国語を学びたい」という生
徒が出てきたことである。英語以外の他言語に触れたことで、異文化への興味・関心、視野が広 
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がったことは本当にこの研修の大収穫ではないかと思う。 
 
＜生徒の感想より＞ 

台湾の生徒と交流したことも、班別行動で大学生と交流したことも、自
分が伝えたいことを英語で表現することは予想以上に難しいことだと感
じた。しかし反面、外国の人とコミュニケーションをとるおもしろさを
感じ、英語を介してお互いの文化を伝えあうことに改めて感動した。こ
れからももっともっと自分から日本の文化を発信していきたいと改めて
感じた。 
 
台湾建国中学の生徒はとても英語が流暢で、また日本語も話せる生徒が
ちらほらいて驚いた。自分の英語力不足を痛感したとともに、もっとも
っとこれからは外にも目を向けていかなければと思った。 

 
ペアでの交流では、英語がうまく聞き取れなかったり、お互いに理解し
あえない部分もあったが、相手の学生から、日本とは違う建物や文化、
考え方を聞くことができ、勉強になったし、楽しい時間を過ごせた。 
 
台湾一優秀な学校と聞いて、どんな生徒がいるのかとドキドキしながら
訪問したが、まず驚いたのは予想以上の親日！そして熱烈な歓迎！気さ
くに接してくれ、交流して良かったと思った。 
 
お互いのパフォーマンスを披露しての交流会がとても有意義だった。ス
テージでの発表を見て異文化が垣間見れ、限られた時間の中ではあった
が、親睦を深めることができた。 
 
流暢な英語で話され、自分の英語力の不足を痛感した。これからもっと
語彙を増やし、さまざまな言い回しを身につけたいと思った。この経験
をぜひ将来に生かしたい。 
 
英語、中国語、日本語、ジェスチャー。持ってるものをすべて使って楽
しく会話をすることができた。自分からも積極的に質問して、お互いの
好きなものについて話をすることができた。 
 
⑥ 次年度以降の課題 

  今年度が４年目の取り組みであり、これまでの経験や知恵を活かし、今までよりもだいぶスムーズに準備、
実施することができた。交流校の担当者とのメールでの事前調整や現地での活動についても特に大きな問題
もなく行われた。次年度にも、効率よくこのながれを引き継ぎ、授業やゼミ発表についてや諸準備について、
英語科のみではなく、学年やゼミ担当の教員との連携を密にしていくことが重要である。今年度は昨年度の
実践からさらに改善点を見出し新たに実施したこともあるので、ぜひ来年度も生徒にとって有効だと思うこ
とは継続していただけたらと思う。研修最終日の夜に行った「JTB 台北支店長による講演会」も、生徒にと
っては「台湾を五感で感じる」素晴らしい機会となったので、さらに来年度は充実した研修になるよう、担
当教員でさまざまなアイデアを出し合い柔軟に計画を進めていく必要がある。 

 
 
 Ｂ「Skypeを利用した国際交流」 
   
① 概  要 
ａ 事業目標 

自らの探究テーマについて情報機器を活用して英語で海外の高校生徒と議論を深める場面を設定し、グロ
ーバルな視点で主体的に課題を解決する能力と海外へ発信するコミュニケーション能力を育成する。 

 
ｂ 具体的目標 

skypeを利用して海外の高校生と、英語を用いて自らの探究テーマについての説明、意見交換を行う。 

 
② 仮  説 
ａ 海外の高校生に自らの探究テーマを説明し議論を深めることで、グローバルな視野で主体的に課題解決

する能力が高まる。 
ｂ 海外の高校生と英語を用いて会話をすることで、国際的な交流活動に必要なコミュニケーション能力 

が高まる。 
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③ 実  践 
  上記のような仮説のもとに、skype等の情報機器やその活用等について検討してきたが、実施には至らな

かった。 
 ④ 次年度以降の課題 

海外と交流をする手段として skype等は有効と思われるので、次年度以降も継続して検討していくべきであ
る。 

 

Ｃ－③ 科学部の活性化 

① 概  要 

ａ 事業目標 

ア 山形大学農学部との連携を継続し、研究内容を深化・発展させる。 

イ 各種発表会等で発表しプレゼンテーション能力を向上させると共に研究の質を向上させる。 

ウ 科学部がこれまでの研究を深化･発展できる環境の整備を行う｡ 

ｂ 具体的目標 

ア 土壌微生物の研究に継続して取り組み、深化・発展させる。 

イ 研究の成果を各種研究発表会で発表し、研究内容を論文にしたものをコンクール等に出展する。 

ウ 科学部の研究に関する機器等を充実させる。 

 

② 仮  説 

ａ 各種発表会で研究成果の発表を行う機会を多く経験する事により、プレゼンテーション能力やコミュニケ

ーション能力が向上し、研究の質の向上が見られる。 

ｂ 研究過程やその発表において他校の生徒、その他大学・研究機関の方と意見の交換を行い、研究を進める

上で必要になることや研究結果の考察について自ら考えて答えを導くことができる。 

c  実験機器を充実させることにより、より高度な実験をより迅速に行うことができるため、多くのテーマに

取り組むことができる。 

 

③ 科学部の５年間の総括 

 科学部では、平成２０年度より山形大学農学部と連携した研究活動を行っており、食料生命環境学科教授加来

伸夫氏の指導・援助を受けながら研究を進めてきた。平成２５年度には日本学生科学賞、読売理工学院賞、平

成２４年度には全国総合文化祭自然科学部門において文化庁長官賞を獲得することができた。また、７年間継

続して全国総合文化祭の出場、日本学生科学賞の中央予備審査にも選ばれている。 

一方で科学部の部員数も１～２名と存続も危ぶまれた頃もあったが、現在は３年生４人、２年生５人、１年生

６人の合計１５人で活動することができるほど大きくなった。ただ、以前のように科学部で１つのテーマで研

究を進めていくことにも限界があり、現在は物理・化学・生物・地学の多岐にわたり研究を行っている。以下

はその一部の概要である。 

《未知の微生物の培養を目指して：生物》 

土壌中の微生物は、地球上の約 1％しか培養することができない。その原因は、培地の条件が影響する。また、
一般的には培地の濃度は薄いものがよいと知られている。しかし、先行研究の論文数が少ないため、私たちは 

培地の条件、その中でも濃度を調べ、土壌中の微生物がより増える適切な条件を調べた。 

《なぜ生卵は早く転がるのか？：物理》 

ゆで卵と生卵でゆで卵は坂の上でより速く回転し、生卵は坂をより速く転がることが知られている。レール 2

本を平行に並べ、一定の角度をつけて、ゆで卵と生卵をそれぞれ転がす実験を 149 回ずつ行った。結果は生卵

の方が速く、床の上ではゆで卵の方が速く回転した。何が速さの差に関係するのか、様々に条件を変えたもの

を用意しレール 2本を用いて上記と同じ実験を 153回ずつ行った結果、最も差が出たのは液体か個体かの差で
あることが分かった。 

《庄内平野における地上風系の特徴と風力発電の立地分析：地学》 

過去１０年分の庄内６地点（狩川、鶴岡、鼠ヶ関、酒田、飛島、浜中）における平均風速、最大風速のデータ

より、どの地点で最も風が強くなるのか、どの時期に風が強くなる傾向にあるのかなどを調べた。そこから庄

内平野の風の特徴をとらえ、その活用法を探した。 

 

④ ５年間での課題 

この５年間において上述のように受賞や部員の増加、研究分野の拡大などから、科学部がさらに活性化してき

たことは明白であるが、課題として挙げられるのは指導する側の問題である。科学部の顧問は１人で行ってお

り、多岐にわたってきた科学部の活動に対して対応ができなくなってきている。また、研究の深化・専門性と
いうところにおいても何らかの手立てが必要である。顧問複数体制は校務分掌に関わることなので、難しい問

題ではあるが、多くの専門家から関わってもらうようなシステム作りなどができるようになると、さらに高度

なステージでの活動が可能になると考える。 

 

51



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国高総文祭での発表の様子    サイエンスフォーラムでのポスター発表     サイエンスフォーラムの表彰式 
 
Ｃ－④ 科学技術人材育成重点枠ＳＳＨ校・ＳＳＨ校との連携した取組みの研究 
① 概  要 
ａ 事業目標 

ＳＳＨ指定校の発表会等に積極的に参加し、東北を中心としたコアＳＳＨ校・ＳＳＨ校との連携を深め、共通の
教育課題解決に向けた取組みを行う。共同テーマで研究に取り組んだり、発表会等を通じ生 徒の活動や交流の
場を広げ、他校との活動のネットワークを構築・拡大する。 
ｂ 具体的目標 

探究内容を発表会等でプレゼンテーションする事でコミュニケーション能力を向上させる。 
発表会で意見交換や質疑応答する事で研究内容を更に深め、研究に対する意欲を向上させる事ができる。 
 
② 仮  説 
ａ 探究内容を発表会等でプレゼンテーションを行い、質疑応答等を通じて、コミュニケーション能力を  

向上させることができる。 
ｂ 科学技術人材育成重点枠ＳＳＨ校と共通のテーマで研究に取り組む事により、研究の幅が広がる。 
ｃ 他校の生徒との交流による、研究に対する意欲の向上やネットワークの拡大が期待できる。 

③ 実  践 
ａ 実践内容 
 Ａ「UK Japan Science Workshop in Tohoku 2016」への参加（８月２～６日） 

                           至福島県立福島高等学校、会津学鳳高等学校、東北大学 
                                               参加発表生徒 ３年 佐藤隆文、若生良太 
 ＜プレゼンテーション資料作成の様子＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ＜プレゼンテーションの様子＞ 
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Ｂ「スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会」への参加（８月１０、１１日） 
ポスター発表 
「30 数億年前の翻訳伸長因子に刻まれた挿入配列が明らかにする真核生物とアーキアの進化の物語」 
  発表者 ３年 岡部 晴子 

    ＊慶應義塾大学先端生命化学研究所と連携：発表者の他２年生１名、１年生１名が参加。 
 Ｃ「平成２８年度 山形県サイエンスフォーラム」への参加（１２月１７日） 
  理数科２年生、１年生理数科進学予定者 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポスター発表（全２２テーマ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
＜生物分野（９テーマ）＞ 
優秀賞受賞 
「ＴＮＢＣに対するアプリロニンＡの効果」 2年 苑原 雄也 
 
「メダカの不安様行動に対するアルコール及び神経伝達物質の影響」2年 髙橋 直也 
「未知の微生物の培養を目指して～培地の濃度から検証する～」 
   2年 本間 千晶  1年 五十嵐 水月、鶴巻 敬史、佐藤 佑真 
「温泉で野菜はおいしく育つか」2年 山田 真衣 
「米油による妊娠能力への影響」2年 今野 佳思、齋藤 花鈴 
「バナナの光合成と成熟の関係」2年 芳賀 慶太 
「各培地による微生物の違い」 2年 武市 将義 
「水浴びで病気に感染するのか」2年 和田 美琴 
「鶴岡は自然エネルギーで発展できるか？」2年 遠藤 和斗、齋藤 友貴、剱持 優人 
 

  ＜物理分野（８テーマ）＞ 
優秀賞受賞 
「なぜ生卵はゆで卵よりも早く転がるのか？」2年 太田 光希、1年 髙橋 航 
 
「回れ！ペン ～ペン回しの物理的解析～」2年 髙木 空 
「よりリラックスできる？1/fのゆらぎとは」2年 板垣 達也、今井 健太郎 
「ノイズキャンセリングを用いた勉強効率の検証」2年 和田 優聖  
「ディジタイマーの作製」2年 安達 汐音、五十嵐 淑乃 
「マイコンを使ってラジコン作ってみた」2年 渡部 海翔 
「人工知能を用いた顔認証」2年 門脇 正知、齋藤 史詠、佐藤 史穏、吉住 壱成 
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「バナナの皮と材質の相性について」2年 阿部 僚一郎、佐藤 良亮 
 

＜化学分野（２テーマ）＞ 
「さまざまなスライムを発展させて役立つスライムを目指す」 
   2年 髙木 空、櫻井 佑真、池田 有那、太田 光希 
「鮮度測定 ver.4（窒素氷を用いて）」2年 秋葉 日向子 

 
＜数学分野（６テーマ）＞ 
優秀賞受賞 
「いかにしてババ抜きで勝利できるか！？」2年 梅津 陽光 
 
「結び目を紐解く」2年 佐々木 猛 
「ファッションのコーディネートにも美しい比が使われているのか？」2年 毛呂 朱里 
「美しい幾何学から算額を紐解く」2年 五十嵐 文哉、富樫 玄 
「ゲーム理論から人狼を紐解けるか・・・？」2年 志藤 聡、山口 聡太 
「最大の素数魔方陣を求めて」2年 瀨川 嶺士、三浦 響 
 

＜地学分野（２テーマ）＞ 
 優秀賞受賞 
 「庄内平野における地上風系の特徴と風力発電の立地分析」1年 鈴木 千里、加藤 直歩 
 

「インターネット望遠鏡を使った太陽系外惑星の観測」2年 齋藤 秀平、村岡 直義 
 
＜総合科学分野（３テーマ）＞ 

      「社長になるためには」2年 後藤 詩帆 
      「OPSに代わる得点に必要な要素～高校野球のセイバーメトリクス～」2年 田澤 祐大 
      「加工食品の塩分含有量と減塩生活」須貝 美齢 
 

Ｄ「平成２８年度東北地区ＳＳＨサイエンスコミュニティ研究校発表会」への参加 
（１月２７日～２８日）至：福島県福島市 

口頭発表 
「トリプルネガティブ乳がん細胞におけるアプ
リロニンＡの抗腫瘍効果の検証」 
苑原雄也 

 
ポスター発表 
「人工知能を用いた顔認証」 

門脇正知、齋藤史詠、佐藤史穏、吉住壱成、 
 
「心白粒と粒厚」 

成澤 崇之 
 
                                 ＜口頭発表の様子＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜ポスター発表の様子＞ 
 

  Ｅ「山形県立加茂水産高等学校と連携した鮮度保持に関する共同研究」 
  ・ＳＰＨ校に指定されている山形県立加茂水産高等学校が行っている「マイクロバブル窒素氷」を用いた鮮 

度保持に対して、山形県水産試験場の指導の下、本校が鮮度評価の指標の一つとなる「Ｋ値」を測定し、
経日変化を比較することで「窒素氷の鮮度保持効果の考察」を共同で行った。 
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  ・また、その成果は「平成２９年度日本水産学会春季大会高校生ポスター発表」で発表予定。 
    ＜加茂水産高校を訪問しての研修＞         ＜水産試験場高橋研究員による神経締めの処置＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           ＜加茂水産高校から提供して頂いたマダイとアジ＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜日 程＞○探究活動の実施（５月～１月） 
・総合的な学習の時間で行われる「鶴南ゼミ」での探究活動の実施 
○鶴南ゼミ中間発表会（１０月１５日） 
・「鶴南ゼミ」探究成果の中間発表（ポスター作成、ポスター発表） 
○結果のまとめとポスター作成・口頭発表スライド準備（１２月～１月） 

ｂ 評価の観点 
ア 発表ポスターの内容、口頭発表スライドの内容 
・探究活動の内容が、他の人にも分かりやすくまとめてあるか。 

イ 関心・意欲・態度 
・他校の発表や講演会に対し意欲的に参加し取り組んだか。 

ウ 発表 
・自分達で探究した内容を、聞く人によく理解できるように発表できたか。また、質疑応答ができていた
か。 

ｃ 仮説の検証 
・②のａについて、他校の取り組みの発表の仕方やまとめ方など通じて、自らの取り組みを検証する良い機

会となった。 
・②のｂについて、探究内容の発表はグループで担当者を交替しながら行った。表現力やプレゼンテーショ

ン力や自らの探究内容への理解を高める効果的な経験となった。 
・②のｃについて、東北地区のＳＳＨ指定校の生徒間の交流を通じてネットワークの拡大を図る事ができた。 

 
④ 次年度以降の課題    
 発表に値する研究内容の質の更なる向上。参加生徒の成果の普及。次年度以降に継続発展的に取り組めるよう
な探究活動テーマの研究。 
次年度は、ＳＰＨ（スーパープロフェッショナルハイスクール）指定されている、県立加茂水産高等学校と連
携した、探究活動が計画されている。 

 
Ｃ－⑤ 国際科学コンテスト等へ生徒の参加数、入賞数増加に向けた取組み 
① 概  要 
ａ 事業目標 

国際科学技術コンテスト等への参加に向けた生徒の活動を通じて、科学リテラシーとコミュニケーション能力の
伸長に活かす。 
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ｂ 具体的目標 

科学の甲子園や国際科学技術コンテストの生徒への周知を図ると共に、コンテスト等への参加準備のためのゼミ
の開設や競技力向上のための講義を実施する。 
 
② 仮  説 
ａ 国際科学技術コンテスト等への参加に向けた生徒の活動を通じて、科学リテラシーとコミュニケーショ  

ン能力を向上させることができる。 
 
③ 実  践 
ａ 実践内容 
・「日本進化学会２０１６大会」 

最優秀賞 ３年 岡部晴子 
・「山形サイエンスフェスタ」 

優秀賞 ２年 梅津陽光 
  ・「英語ディベート大会 山形県予選会」 
     優勝 ２年 成澤崇之 髙橋直也 
           武藤幹弥 三浦理緒子 
    英語ディベート大会 全国大会出場 
  ・「化学グランプリ」 

山形県予選へ１０名参加 
化学グランプリ対策講座(５回)を実施 

  ・「数学オリンピック」山形県予選へ４名参加 
  ・「数学チャレンジ in やまがた」               ＜科学の甲子園＞ 
    優秀賞 ２年 苑原雄也 渡部海翔  

１年 髙橋航 
・「科学の甲子園」 

山形県大会へ３チームが参加 
１チームが「リケジョ奨励賞」（全国大会への参加はならず。）              

  ・「第 11回科学地理オリンピック日本選手権 兼 第 14回国際地理オリンピック選抜大会」 
山形県予選への参加 

    一次予選通過（全国上位１３３名以内/１４０９名） ２年 佐々木猛 
・「第６回 バイオサミット in 鶴岡」 鶴岡市長賞 ２年 成澤崇之 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜英語ディベート全国大会の様子＞           ＜バイオサミットの様子＞ 
 
ｂ 評価の観点 
ア 参加コンテスト数、参加者数 
・前年度に比べて、参加コンテスト数、参加者数が増加しているか。 

イ 関心・意欲・態度 
・コンテストのねらいをよく理解して、参加の準備に向けた活動に意欲的に取り組んでいるか。 

ウ 成績 
・コンテストでの成績 

 
ｃ 仮説の検証 
 ・化学グランプリ山形県予選には１０名参加と徐々に参加人数が増えている。「数学オリンピック」は    

昨年より増加、昨年度に引き続き「科学地理オリンピック」山形県予選に多数の生徒が参加し、一次予
選通過者を１名輩出することができた。また、昨年度「科学地理オリンピック」全国大会に参加した生
徒２名とも銀メダルを獲得することができた。 

・｢科学の甲子園｣山形県予選には３チームが参加、内１チームが「リケジョ奨励賞」。全国大会には出場
できなかったが、筆記試験ではトップだったが、事前課題の部門で順位を落とした。事前課題への取り
組みの仕方が課題である。 
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 ・「鶴南ゼミ（ＳＳ探究）」で活動している生徒が、各種発表会や国内の学会発表に参加する等、生徒・

指導者とも視野や意識が向上してきていると思われる。今年度は「日本進化学会」でのポスター発表で
最優秀賞を受賞するなど活躍が見られた。また、「日本農芸化学会」、「日本動物学会」でもポスター
発表の予定である。 

  
④ ５年間の総括 
鶴南ゼミの探究活動を通して科学に対する興味・関心や発表への意欲の向上が徐々に教員・生徒に見られるよ

うになってきた。｢科学の甲子園｣では全国大会への出場を目標に年々出場者が増えている。また、課題への取り
組み方も生徒自らが積極的なものになっている。「数学オリンピック」、「化学グランプリ」、「科学地理オリ
ンピック」、「英語ディベート大会」の参加者も増え、特に「科学地理オリンピック」と「英語ディベート大会」
は全国大会に出場し、本校の名を全国に発信する貴重な機会となった。 
本校の特徴としては理系の生徒だけではなく、文系の生徒も探究活動をいいきっかけとして各種大会にチャレ

ンジしているところである。この特徴が理系の生徒のいい刺激となり、更なる向上へと結びついているのではな
いかと考える。 
 
 
 

Ｃ－⑥ 理数セミナーの拡充 

① 概  要 

ａ 事業目標 

理数科の生徒を対象に理科と数学において授業の枠を越える実験や講義を「理数セミナー」として実施し、これ

らを拡大した上で、課外単位として認定することで、より高い次元の内容に意欲的に取り組む生徒を育成する。 

  

ｂ 具体的目標 

「理数セミナーⅠ」（理数科１年生対象：３月２０日～２２日予定） 

・宮城大学･東北大学の協力の下、震災復興に向けた研修､施設見学や実験・実習、卒業生との交流等を含めた宮

城研修を計画。 

「理数セミナーⅡ」（理数科２年生対象：３月１６日～１８日予定） 

・筑波宇宙センター・筑波大学・高エネルギー加速機構において施設見学や講義・実習、卒業生との交流等を含

めた筑波学園都市研修を計画。 

 

② 仮  説 

ａ 最先端の施設で見学、講義体験を受けることで、科学に対する興味・関心、探究心がさらに高まり、将来、

主体的に科学に関わる人財を育成できる。 

ｂ 被災地復興の現状を研修することにより、復興支援や防災・安全に対して主体的に関わろうとする人財を

育成できる。 

ｃ 最先端の大学等研究施設で実習講義を体験することで、理系分野の視野を広げ、興味・関心を高める。 

ｄ 宮城大学・東北大学・筑波大学で学ぶ学生、研究者、卒業生との対話を通して、将来の進路を考える一助

とする。 

 

③ 実  践 

ａ 学習計画 

ア 科目名 「理数セミナーⅠ」（理数科１年生対象：３月２０日～２２日予定） 

                「理数セミナーⅡ」（理数科２年生対象：３月１６日～１８日予定） 

イ 単位数 課外単位１単位として認定する。 

    ウ 形態   「事前学習→実習→事後学習→成果発表」 

    エ 内容  次の通り 
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  「理数セミナーⅠ」      ＜日程＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6:30 6:30 起床

7:00 7:15

～ ～

7:30 7:45

8:30 8:10 移動

8:30 鶴岡南高校出発 8:45 8:40 東北大学青葉山キャンパス着

山形道 9:00 9:00

　　↓ ～ ～

～ 東北道 12:00 12:40

（途中昼食） 12:00 12:40

　　↓ ～ ～

12:15 宮城大学食産業学部着 13:00 13:40

12:30 13:30 14:00

～ ～ ～

17:00 16:00 15:00

17:00 移動 16:00 15:00 出発　移動

17:45 宿舎到着 16:45 東北道

18:00 18:00 ↓

～ ～ 山形道

19:00 19:00 ↓

19:00 19:00 18:00 鶴岡南高校着

～ ～

23:00 20:00

23:30 消灯 20:00

～

23:00

23:00

研修のまとめ・学習

消灯

３月２２日（水）

朝食（諸連絡）

３月２０日（月）

宮城大学食産業学部
講演・現地視察
千葉克己准教授
１３：００～１６：３０

夕食
入浴

理学部自然史標本館

東北大学工学部
講義・研究室見学
中村肇教授

昼食（東北大学工学部の学食）

研修のまとめ
学習
入浴

工学部（片平）
研修

阿部亨　准教授
石山研究室

流体科学研究所
講義・施設見学
下山幸治准教授
大谷清伸助教

１３：３０～１６：００

夕食
入浴

本校卒業生との交流

生命科学研究科
実習

渡辺正夫　教授

昼食（片平キャンパスの学食）

金属材料研究所
講義・施設見学
松岡隆志教授

１３：３０～１５：３０

移動

宿舎到着

３月２１日（火）

起床

朝食（諸連絡）

移動

東北大学片平キャンパス着
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「理数セミナーⅡ」   ＜日程＞ 

 

 

 

 

5:45 鶴岡南高校集合 6:30 起床 6:30 起床

6:00 鶴岡南高校出発 7:00 散歩 7:00 散歩

山形道 7:30 7:30

↓ ～ ～

東北道 8:30 8:30

（途中昼食） 9:20 バス移動 9:00 バス移動

↓ 9:30 筑波大学到着 9:30

常磐道 10:00 ～

↓ ～ 11:00

12:00
高エネルギー加速器研究機構

到着
11:30 12:00

12:30 12:00 ～

～ ～ 12:30

16:30 13:00 12:30 移動

移動 13:10 常磐道

17:30 宿舎到着 ～ ↓

18:30 16:35 東北道

～ バス移動 ↓

19:45 18:30 山形道

20:00 ～ ↓

～ 19:45 18:30 鶴岡南高校着

23:00 20:00

23:30 消灯 ～

21:00

21:00

～

23:00

23:30 消灯

研究施設見学・講義
『中央図書館』

『計算科学研究センター』
模擬授業　大嶋健一名誉教授

『セグウェイ試乗』

本校卒業生との交流

研修のまとめ
学習
入浴

３月１６日（木） ３月１７日（金） ３月１８日（土）

施設見学・体験
筑波宇宙センター

昼食（バスの中）

昼食（筑波大学学食で昼食）

研修のまとめ
学習
入浴

朝食（諸連絡） 朝食（諸連絡）

夕食（諸連絡）
入浴等

夕食（諸連絡）
入浴等

施設見学
高エネルギー加速器研究機構
『放射光科学研究施設』
『Bファクトリー実験施設』

『超電導リニアック試験施設』

施設見学・講義
『筑波大学概要説明』
『アドミッションセンター』
『プラズマ研究センター』
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ｂ 評価の観点 

ア レポート 

・事前学習､事後学習で活動の内容を適切にまとめたレポートを書いているか。 

    イ 関心・意欲・態度 

      ・各活動のねらいをよく理解して意欲的に取り組んでいるか。 

    ウ 発表 

      ・自分の実習での取り組みを、聞く人によく理解できるように発表できたか。 

ｃ 仮説の検証 

昨年度の「理数セミナーⅠ（宮城研修）」「理数セミナーⅡ（つくば研修）」実施後に生徒が提出した 

レポートから抜粋したものを下記に記す。 

 

今回の理数セミナーを通して、実行したいと強く思ったことは、結果に満足せず、常に上を目指すと
いうことだ。今回講演や説明をしてくださった先生、大学生の方々は結果から良かった点を見るのは
勿論のこと、常に問題を見つけそれを改善するにはどうしたらよいか、問題点がなくてももっと改良
できないか、それを利用して新しい何かを作り出せないか、と試行錯誤していた。ここで、自分を振
り返ってみると何かをやり終え、ある程度の結果が出るとそれに満足していた。そして問題点を探ろ
うとも、もっと上を目指そうともあまりしなかった。だから、今回学んだことを忘れずに学業に励ん
でいきたい。 

 

今回のセミナーではところどころ内容が難しく、理解できないことも多くあった。しかし、科学的な
好奇心は増した。実際、帰ってから相対性理論の本を読んだ。すると、このセミナーで聞いたことが
いくつも載っており、これはもっと早く見るべきであったと思った。今まで学習してきた事柄が将来
幅広い分野へと応用されていること、また、まだまだ知らない研究分野があるのだということを知り、
科学の可能性を肌で感じることが出来た。 

 

理数セミナーを通して学んだことは向上心を持つことと、目的を持つことです。目標を立てなければ
自分の進むべき道が分からなくなってしまいます。また、目標を立てても努力しなければその目標を
達成することはできませんし、目的を持った行動をしないと努力も無駄になってしまいます。これか
らは目的を定めて目標の達成に向けて頑張っていきたいです。 

 

今年度実施予定の「理数セミナーⅠ（宮城研修）」「理数セミナーⅡ（つくば研修）」に関しては実施後に仮説

の検証をおこなう。 

 

④ 次年度以降の課題 
 ３月は学会が集中する時期であるにもかかわらず、大学での研修を何とか受け入れて頂いている状況である。
より良い研修実施時期の検討および、研修先の新規開拓も含めて検討していく必要がある。 
 

＜理数セミナーⅠでの研修の様子＞ 
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＜理数セミナーⅠでの研修の様子＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

＜筑波大学での研修の様子＞ 

 
 
 

＜高エネルギー加速器研究機構＞ 
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第４章 Ｄ キャリア教育、理数体験充実のためのプログラム開発や研究実績を活用し高大接続に繋げる研究 
・企業や自治体と連携したキャリア教育、小・中・高の各発達段階にふさわしい理数体験充実に向けたプログラ
ムの研究開発を行う。 

・課外の時間を活用し、高度な研究活動に意欲的に取組む生徒を育成するため研究実績を活用した高大接続に関
する研究を行う。 

 
Ｄ－① 小中学校での理数体験充実に係る取組み 
① 概  要 
ａ 事業目標 

探究活動において実施した内容を中学生や一般市民を対象とした発表を行わせることにより、コミュニケーショ
ン能力の向上と自らの活動の深化、成果の普及を図る。 
 ｂ 具体的目標 

一日体験入学で本校職員による、中学生を対象とした実験や体験授業の実施。本校生による探究活動内容の中学
生、保護者へのプレゼンテーション。 
 小・中学生や一般市民を対象としたイベントへの参加を通じてコミュニケーションの能力の向上を図る取組 
 
② 仮  説 
ａ 探究活動において実施した内容を中学生や一般市民を対象とした発表を行わせることにより、コミュニケ

ーション能力の向上と自らの活動の深化、成果の普及に活かすことができる。 
ｂ 小・中学生や一般市民を対象としたイベントへの参加を通じてコミュニケーションの能力の向上を図るこ

とができる。 

 
③ 実  践 
ａ 実践内容 
・中学生対象の実験・授業、生徒による探究活動内容のプレゼンテーション（７月２９日） 
一日体験入学での本校職員による、中学生を対象とした実験や体験授業の実施。 

・本校探究活動鶴南ゼミにおける“化学Ａゼミ（スライムゼミ）”所属生徒による小中学生向けの実験体験
教室 
「科学体験教室」（７月３１日：イオン三川店）の実施 
「科学祭りin鶴岡」（１１月１３日：山形大学農学部）の実施 

・「サイエンスアゴラ」（１１月２・３日 東京都：日本科学未来館） 
「慶應義塾大学インターネット望遠鏡プロジェクト」と連携した地学ゼミ参加生徒による出展と、来場者
に対しての探究活動内容の紹介。それらの活動を通して、人に対して物おじせずに発表できるコミュニケ
ーション能力とプレゼンテーション能力の向上を図る取組み。 

ｂ 評価の観点 
ア 関心・意欲・態度 
・各活動のねらいをよく理解して意欲的に取り組んでいるか。 

    イ 発表 
      ・自分の実習での取り組みを、聞く人によく理解できるように発表できたか。 
ｃ 仮説の検証 

  どの取組においても、昨年度実施してみての反省を踏まえながら、積極的に分かりやすく小中学生や一般の
方とコミュニケーションをとる様子が見られ、ａについてもｂについても十分達成できたといえる。 

 
④ 次年度以降の課題 
 生徒の興味関心を活かした内容の企画・検討と一般市民を対称としたイベントや展示会、発表会への積極的な
参加態勢と指導体制の構築。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜科学体験教室の様子＞ 
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＜サイエンスアゴラでの生徒発表の様子＞ 
 
Ｄ－② 高等学校間での理数体験充実を共有し充実させるための研究 
① 概  要 
ａ 事業目標 

地域の専門科高校等とのネットワークを本校が中心となって構築し、生徒間の交流や協働体験の充実、教員間の
交流、学校の持つノウハウの共有を図ることで、地域の高校全体の科学的素養の醸成を支え、継続して向上させ
ていくことを目標とする。 
 ｂ 具体的目標 

近隣の高等学校とのネットワークを本校が中心となって構築し、生徒間の交流や協働体験の充実、教員間の交流
や、学校の持つノウハウの共有を図るための準備、研究を進める。 
 
② 仮  説 
ａ 地域の専門科高校等との生徒間の交流や協働体験の充実、教員間の交流、学校の持つノウハウの共有   

を図ることで、地域の高校全体の科学的素養の醸成を支え、継続して向上させていくこと 
ｂ 地域の専門科高校が持つ、技術や経験が蓄積され優れた体験実践を共有することにより、地域の活性   

化や科学技術の振興に貢献することができる。 

 
③ 実  践 
ａ 実践内容 
・山形県理数科設置３校（鶴岡南高等学校、山形南高等学校、米沢興譲館高等学校）だけでなく、県内各校
科学専門部生徒、サイエンスコーチ事業において研究を行った生徒を交えての規模を拡大した課題研究発
表会「山形県サイエンスフォーラム」（１２月１７日：山形県国際交流プラザ山形ビッグウイング）の実
施 

ｂ 評価の観点 
ア 関心・意欲・態度 
・各活動のねらいをよく理解して意欲的に取り組んでいるか。 

    イ 発表 
      ・自分の課題研究での取り組みを、聞く人によく理解できるように発表できたか。 
ｃ 仮説の検証 

 今年度は “科学専門部の部”で 66 発表、“サイエンスコーチ・一般の部”で 69 発表、“理数科の部”で 81 発表
の計 216 テーマのポスター発表が行われた。本校からは、1・2 年生理数科生徒・科学部生徒の約 80 名で参
加した。2 年生は今まで発表してきた経験を活かし堂々と発表する様子が見られた。また、質疑を通して他
校の高校生や他校教諭、大学教授等と交流を深め、更に研究を進めるにあたってのヒントを得ることが出来
た。また、発表のなかった 1 年生も活動の趣旨を理解し、発表内容に関して積極的に質問する姿が多く見ら
れた。次年度の課題研究に向けて、目標地点を具体的に見て体験することで、刺激ある一日を過ごすことが
出来た。 
 各部門の表彰者は下記の通りである。 
 ≪科学専門部の部≫  
 物理分野 優秀賞 『なぜ生卵はゆで卵よりも早く転がるのか？』 
              2 年 1 組 太田 光希 ， 1 年 2 組 髙橋 航 
 生物分野 優秀賞 『TNBC に対するアプリロニン A の効果』 
              2 年 1 組 苑原 雄也 
 地学分野 優秀賞 『庄内平野における地上風系の特徴と風力発電の立地分析』 
              1 年 3 組 加藤 直歩 ， 1 年 4 組 鈴木 千里 
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 以上の生徒は、来年 7 月下旬の全国大会（宮城開催）へ出場決定。 
 
 ≪サイエンスコーチ・一般・理数科の部≫ 
 数学分野 優秀賞 『いかにしてババ抜きで勝利できるか！？』 
              2 年 1 組 梅津 陽光 
④ 次年度以降の課題 

 生徒の興味関心を活かした内容の企画・検討と一般市民を対称としたイベントや展示会、発表会への積極的な
参加態勢と指導体制の構築。 

 

 

＜山形県サイエンスフォーラムでの様子＞ 

 

Ｄ－③  学術文化都市鶴岡創造のための起業セミナーと企業説明会の実施 

  ① 概    要 

   ａ 事業目標 

・鶴南本校生に対して、地域を支える大切な役割があることを理解させ、積極的に地域活性化の取
り組みを行うことができる人財を育成する。 

・大学卒業の資格を持つ若者を求める企業に集まって頂き、高校生に対してどのような人材を求め
ているか説明することで、生徒達がより具体的に大学での学習を積極的に取り組めるようにする。 

・庄内の優良な企業を紹介することで、地域に対しての誇りを養うと共に、将来庄内に戻って仕事
ができるようにする。また、起業の説明をすることで新規事業を掘り起こし、地域活性できる人
材を育成する。 

  ② 仮    説 
   ａ 地域で活躍している企業から具体的な仕事の内容を話して頂くことにより、その仕事のやりがいや苦労

を少しでも理解し、将来自分の選んだ仕事に誇りを持って取り組み、地域社会に貢献できる人材を育成
することができる。 

   ｂ  将来に対する展望を持ち、進路決定や大学進学の動機付けとすることができる。 
  ③ 実    践 
 ア 対象･期日  １学年生徒 202名 ３学年生徒 196名   平成 28 年 6 月 23 日（木） 
   実施内容 

○全体講演      ５５分 
           講演内容「地域活性化のために庄内で起業する意義」 
      東北公益大 地域経営系経営コース 平尾清教授、 
      スパイバー 五十嵐瑞季 氏（鶴南ＯＢ） 
      内容  平尾先生からは、アントレプレナー（起業家精神）の必要性の講話。五十嵐さんからはベ

ンチャー企業であるスパイバーの設立当時の苦労話や地元の活性化にかける想いの講話。 
 
  ○企業説明会   参加企業２２社  各社１回１０分程度×３回   
      一人の生徒は合計３社の説明を受ける。 
 

    １年生 
１４：２５～各自の椅子を持って体育館に移      

動し体育館の各ブース前に椅子       
を置く 

１４：４５～柔道場で全体講演会 
１５：４０ 
            移動・休憩 
１５：４５～体育館で企業説明会 
            最初に趣旨の説明（５分程度） 
   １回目 １５：５０～１６：００ 
    ２回目 １６：０５～１６：１５ 
    ３回目 １６：２０～１６：３０ 

 ３年生 
 
１４：３０～移動 
 
１４：３５～体育館で企業説明会  
           最初に趣旨の説明（５分程度） 
    １回目 １４：４５～１４：５５ 
    ２回目 １５：００～１５：１０ 
    ３回目 １５：１５～１５：２５ 
１５：５０～柔道場で全体講演会 
１６：４０ 
 

64



  注意点・・・各企業の方々には、具体的にどのような人材が欲しいのか、大学ではどのような勉強を望
んでいるか、自分がその会社で仕事をしている上でのやりがい等含め、なるべく具体的な
話しをして欲しいと依頼した。各ブース８～２０名程度の生徒が訪れて、それぞれの会社
説明を聞いた。 

 

＜当日の資料サンプル＞ 

 

企業名 
(フリガナ)ｿﾆｰｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀﾏﾆｭﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞ ｶﾌﾞｼｷｶｲｼｬ 

 

ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング株式会社 

所在地 

■本社 

 〒869-1102 熊本県菊池郡菊陽町大字原水 4000-1 

 

■山形テクノロジーセンター 

〒９９７-８５２２  山形県鶴岡市宝田１－１１－７３   

ホームページ  http://www.sony-semiconductor.co.jp 

（山形ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｾﾝﾀｰ） 

支店 
営業所等 

山形テクノロジーセンター（山形県鶴岡市） 

白石蔵王テクノロジーセンター（宮城県白石市）  他 

事 業 
内 容 

半導体の設計・開発・製造・カスタマーサービス 

[ 来場者へのアピールポイント ] 

◈「わが社が目指していること」（企業理念や将来へのビジョン・目指す姿など） 

―Vison－ 

  圧倒的な差異化技術による商品開発と、最高の品質・コスト・サービスを提供し続け、お客様への「感動」と「幸せ」を 

 もたらす事業所になる。 

◈「わが社の自慢」（製品・サービスの紹介、得意とする業務・実績、職場環境や社風の魅力など） 

・スマートフォンなどのモバイル機器の市場拡大に伴い、近年イメージセンサーの需要がますます高くなっています。 

 今後生産能力増強を目的に、1,050 億円の設備投資を計画しています。 

・世界トップレベルのイメージセンサー技術を生かし、世界Ｎｏ１のシェアを誇っています。 

[ 採用関連情報 ] 

勤務形態 

勤務時間 ８：３０～１７：３０（フレックスタイム制あり） 

休   日 土・日  年末年始  夏季 

年間休日数   １２１日 

休   暇  入社時には有給休暇１２日付与 

         （勤続年数に応じ、最大 40 日） 

福利厚生  雇用・労災・健康・厚生年金 退職金制度 

        財形 持株会 団体保険 食堂 

主な職種（予定） 

  技術職 ・ 事務職 

仕事内容（予定） 

技術職：技術部門での、プロセス、デバイス、設備系のエンジニア 

事務職：事務部門での、人事総務、調達、経理、企画など 

採用状況（学歴別） 

２０１５年度  約１００名 

２０１６年度  約２００名 (採用予定) 

必要とする履修学科・資格 

理工系学部全学科、 

文系学部全学科 

既卒者の募集 

 有（第二新卒、経験者） 

[ 人事担当者から一言 ] 

“世界最先端の技術を生み出したい！ 仕事を通じて自分より成長させたい！自由な社風でめいっぱい働きたい！” 

あなたの想いを実現させるフィールドがこの山形の地にあります。 

私達と一緒に世界最先端の技術を世の中に発信していきませんか？ 

ｃ 仮説の検証 

  ・地元で活躍している方々のお話を聞かせて頂いたことで、外からでは見えない、仕事のやりがいや苦労、

将来の展望についての理解を深めることができ、生徒にとっては貴重な体験であった。“仕事をするとは

どのような事か”、“地域社会に貢献する為に必要な事は何か”について考える、良い機会となった。 
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④ 次年度以降の課題 

  ・今年度は、昨年度まで６月に実施していた社会人講話を

吸収合併する形で６月にこの事業を行った。 

  その理由は、学校関係や企業の方々から、１年生は文理

選択に関係するので早い段階で行った方が良い、３年生

に聞かせるなら受験体制に向かう前が良い、という意見

からである。その意味でも、今回６月に実施したことは

大変良かったと総括している。 

 ・この事業の目的は、“仕事をする事で地域社会に貢献す

るとはどういうことか、どのような理念や思い、将来の

展望を持って仕事に携わっているか”、ということを少

しでも理解させ、進路選択に役立たせる事であった。そ

の意味で非常に大きな収穫のあった事業であり、今後も

継続していきたい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜学術文化都市鶴岡創造のための企業セミナーと企業説明会の様子＞ 
 

Ｄ－④  研究実績の進路指導へ活用するための研究 

① 概 要 

ａ 事業目標 

ＳＳＨでの取り組みを活用し、より明確な進路選択が為されるようにする。 

 ｂ 具体的目標 

ＳＳＨでの探究テーマを生徒自身の進路決定に活かし、一般・推薦・ＡＯ入試とも、探求テーマに沿っ

た適切な進路選択ができる生徒の増加に関する研究と実践。 

 

② 仮 説 

ａ 探究活動によって得た研究意欲や知識を、理工系学部のＡＯ入試、推薦入試の合格率向上につなげ、科学

技術の研究・発展を担う有為な人材を育成することができる。  

 

③ 実 践 と 結 果 

ａ 研究所・大学等での研究成果を活用した進路指導 

   平成２３年度からスタートした鶴岡発ノーベル賞級博士育成プロジェクト(ＴＮＰ)で、今年度の３年生は 

１名が連携し、高校生バイオサミット等で発表するなど意欲的な活動を行った。この生徒は慶応義塾大学 

環境情報学部のＡＯ入試を受験し、進学を決めている。 

氏 名 大学 学部 ゼミでの活動 

Ａさん 慶應義塾 環境情報 古細菌から紐解くエオサイト説 

 

ｂ 鶴南ゼミでの探究活動を活用した進路指導 

    東北大学のＡＯ入試の活動報告書や推薦入試の志望理由書に記載するなど、ＡＯ入試や推薦入試において 

積極的に探究活動の内容をアピールするように指導した。今年度は、東北大学ＡＯⅡ期で計５名（理３名、 

工２名）が合格した。 
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氏 名 大学 学部 学科 ゼミでの活動 

Ａさん 東北 理 物理 無人航空機の位置特定に関する研究 

Ｂさん 東北 理 数学 円周率について 

Ｃさん 東北 理 地球科学 ガリレオのペットボトルロケット 

Ｄさん 東北 工 電気情報物理工 Oh ! my airplane 

Ｅさん 東北 工 材料科学総合 鶴南メトリックスⅡ 高校野球シミュレーション 

 

   ＴＮＰについては、研究所の協力を得ながら昨年度からの研究を継続し、データを基にしたさらに 

高レベルの検証の結果、成果を上げる事が出来、それが大学進学へと結びついた。 

東北大学ＡＯⅡ期については、旺盛な研究意欲と明確な進路意識を持つ生徒が合格した。これらの生徒は

２年でのゼミ選択理由、探究テーマと活動、３年での活動と志望する大学・学部が明確で、将来像につい

て考え、探究に向かう姿勢を持ち、自分の考えを明確に述べる事が出来た。又、一般受験でも合格できる

レベルにあった生徒でもあった。これらの 2 つの条件があった生徒が合格を勝ち取ったと考えられる。 

強い研究意識や明確な将来像を持たせながら研究の楽しさを体験させ、その面白さに触れさせることは、

明らかに学習意欲につながる事から、本校生徒のＡＯ入試、推薦入試の結果は、仮説に添ったものだった

と思われる。 

一方、一般入試受験者については、２月上旬段階で国公立大二次試験を終えていないため、研究結果につ

いて記述できないが、大学入試センター試験の結果は、本校過年度比較においては良好な成績を収め、特

に理数科の成績は高く、ＳＳＨ事業や高大連携によるゼミ活動を行う生徒の割合が高いことを鑑みれば、

ＳＳＨ事業の効果が現れているものと推察される。 

 

④ 次年度以降の課題 

   ＳＳＨでの取組の成果を、推薦・ＡＯ入試に特化して活用するのではなく、１年次、２年次でのゼミ活動

をより充実させることによって、柔軟で発想力のある研究者としての資質を高めさせ、併せて、目標の明

確化を日頃の学習活動の活性化につなげて学力の向上を図り、その成果をＡＯ入試、推薦入試、さらには

一般入試による大学進学率の向上につなげていくことをさらに研究していく必要がある。 
 

Ｄ－⑤  鶴翔アカデメイア 

 ① 概    要 

   ａ 事業目標 

 学問に対する興味関心を高め、学問に対する態度と意欲を養う。 

   ｂ 具体的目標 

専門分野の方の講義を聴き、それらの分野に対する興味・関心を高め、深く探究していこうとす

る心を育成する。 

 ② 仮 説 

a 物理学、建築学、農学、天文学、地学、理学療法学、薬学、医学、歴史学、心理学、経済学、法学、文

化学の１３分野の講義を 2コマ受講することにより、大学での研究に対する興味と関心が高まる。 

   b 物理学、建築学、農学、天文学、地学、理学療法学、薬学、医学、歴史学、心理学、経済学、法学、文

化学の１３分野の講義を 2 コマ受講することにより、それぞれの興味と関心の方向性について知る契機

となる｡ 

   c 生徒各自が２つの分野のレポートに取り組むことにより物理学、建築学、農学、天文学、地学、理学療

法学、薬学、医学、歴史学、心理学、経済学、法学、文化学の１３分野の講義のテーマに対して、深く

考える姿勢が高まる。 

 ③ 実 践 

    a 学習計画 

   ア 科目名  鶴翔アカデメイア 

    イ 対象学年 １年２０２名 ２年２００名 

    ウ 単位数  ９０分×２ 

    エ 形態   

オ  日時   平成２８年１０月 ５日（水）１１：００～１５：３０ 

カ 当日の日程 次の通り 
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日   程 1、2年生（鶴翔アカデメイア） 3年生 

8：35～10：35 水曜日５・６校時の授業 

水曜日 
1～６ 

普通授業 

10：35～10：50 生徒、担当者 分科会会場へ移動  着席完了 

11：00～12：30 分科会１（午前の部）  進行：担当教員 
1, 講師紹介（担当教員） 
2, 講義 
3, 質疑応答 
4, 謝辞（各講座 代表生徒） 
5, 講師退場（担当教員が誘導→会議室） 

12：30～12：45 感想記入（各教室で）→回収→担当者→進路相談室へ 

12：45～13：30 昼休み（講師は会議室で昼食） 

13：35～13：45 生徒、担当者 分科会会場へ移動  着席完了 

13：45～15：15 分科会２（午後の部） ※午前と同じ 

15：15～15：30 感想記入（各教室で）→回収→担当者→進路相談室へ 

15：30～15：45 清掃 

   キ 備考 
               ・講義のテーマは各講師が作成 
            ・事前に準備したテーマについてレポートを作成 
            ・レポートテーマは講師が作成 
            ・講義の１週間前に、講師へ提出し、当日の講義はレポートの講評も盛り込む 
    b 内容 

 

【 鶴翔アカデメイア 2016 講座・講師・会場・機材・担当者一覧 】 

 系統 講座名・大学学部名・講師氏名 会場 
受講者数 準備 

機材 
担当 

午前 午後 

１ 英米文学 
“英米文学に興味がある皆さんへ” 
山形大学 地域教育文化学部 
金子淳（かねこ じゅん） 准教授 

２－４ １８ ２７ 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 

ｽｸﾘｰﾝ 
百瀬 
小角 

２ 法 学 
“法律学って、何やるの？” 
山形大学・人文学部 
高倉新喜（たかくら しんき）教授 

２－５ ２８ ２３ ―― 
伊藤 
松井 

３ 経済学 
“需要と供給だけではない経済学”  
山形大学・人文学部 
鈴木明宏（すずき あきひろ）准教授 

１－２ ３５ ３３ ―― 
石井 
西山 

４ 
スポーツ
心理学 

“あなたの知らないスポーツ心理学の世界” 

山形大学 地域教育文化学部 
池田英治（いけだ えいじ）講師 

視聴覚 ４８ ５９ 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 

ｽｸﾘｰﾝ 
佐藤支 
野崎 

５ 教育学 
“生涯学習と“子育て支援” ” 
東北公益文科大学 リベラルアーツ 
白旗希実子（しらはた きみこ）講師 

２－２ ４２ ２８ 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 

ｽｸﾘｰﾝ 
丸谷 
本間 

６ 医 学 
“身近な血液の病気（貧血）” 
山形大学 医学部 
加藤裕一（かとう ゆういち） 講師 

１－３ ２０ ２３ 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 

ｽｸﾘｰﾝ 
木村 
松浦 

７ 薬 学 

“エー！薬学部でハエの研究ですか？ 
「感染症から身を守る仕組み」” 
東北大学 薬学部 
倉田 祥一朗（くらた しょういちろう）

教授 

２－１ ２７ ３２ 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 

ｽｸﾘｰﾝ 
長谷部 
今崎 
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８ 看護学 
“ひとに寄り添う看護のシゴト” 
山形大学 医学部 
森鍵 祐子（もりかぎ ゆうこ）准教授 

１－１ ２４ ２１ 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 

ｽｸﾘｰﾝ 
安野 
佐藤睦 

９ 
情報科学
工学 

“脳と機械を直接つなぐ技術 
～ブレイン・マシン・インターフェース～” 
東北大学 工学部 

片山 統裕（かたやま のりひろ）准教授 

物理室 ４４ ３０ 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 

ｽｸﾘｰﾝ 
時田 
佐藤義 

10 建築学 
“最適化社会～現実社会の応用と解き方” 
東北大学 工学部 
林 俊介（はやし しゅんすけ）准教授 

１－４ １８ １９ 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 

ｽｸﾘｰﾝ 
長谷川 
関 

11 天文学 
“天文学が明かす宇宙の構造と進化” 
東北大学 理学部 
津村 耕司（つむら こうじ）助教 

地学室 ４８ ４２ 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 

ｽｸﾘｰﾝ 
暗幕 

友野 
五十嵐 

12 生命科学 

“脳科学入門” 
東北大学 理学部 
小金澤 雅之（こがねざわ まさゆき）

准教授 

２－３ ２６ ４０ 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 

ｽｸﾘｰﾝ 
猪口 
阿部隆 

13 農 学 

“ゲノムＤＮＡ情報を活用して新しい農産
物を創り出す” 
山形大学 農学部 
星野 友紀（ほしの ともき）准教授 

１－５ １７ １８ 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 

ｽｸﾘｰﾝ 
渡部 
野崎 

                             ※担当者 上段は午前  下段は午後 
    c 評価の観点 
     ア ペーパーテストは実施しない 
     イ 関心・意欲・態度 
      ・講義に真剣に取り組んでいるか。 
     ウ レポート 
      ・事前および事後レポートを適切にまとめられているか 
      ・期限内に提出ができているか 
    d 仮説の検証 
    ア ②の aについて、様々な分野の話しを聞くことでその分野に対する興味関心が高まった。 
   イ ②のｂについて、生徒は科学全般の興味関心が高まり、自分の適性を知り、次年度の理科の選択          

および進路を考える上での重要な指標となった。 
    ウ ②の cについて、レポートを課すことによって講義に対し、積極的に参加する姿勢が見られた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜鶴翔アカデメイアの様子＞ 
 
   ④ 次年度以降への課題 
  a 講座の増設：講師選定や講義内容の生徒の多様な探究心にいかに応えていくか。 
    b 環境の整備：機材（プロジェクター等）および会場確保および環境の整備 
  c 講座の質をさらに上げる工夫：１コマ９０分という時間に対して、生徒が慣れていないため、少し中だ

るみする講座が見られた。１コマの時間や講座内容の工夫をさらに図る必要がある。 
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第５章 Ｅ ＳＳＨ事業を推進するための評価・検証方法の研究 
運営指導委員や専門家の指導の下、ＳＳＨ事業を改善するための評価方法の研究を進める。 
 
Ｅ－① 評価・検証法の研究とＳＳＨ事業を校内で共有するための研究 
① 概  要 
 客観的に事業評価を行う方法について研究し、研究開発の内容・結果の事前・事後の評価による検証を行

い事業改善を行う。また、教育工学に基づいた客観的な評価・検証のための方法・指標についての研究を
進める。教育工学・学習科学など専門家の研修を定期的に受け、本校に合った授業評価法・学習マネジメ
ントについて研究を進める。 

 
② 仮  説 
 専門家の指導のもと組織マネジメントやカリキュラムマネジメントの手法を用いて評価・検証法の研究を

進めることで、客観的にＳＳＨ各事業の成果を検証し、研究の改善に繋げることができる。また、教師自
身の指導力向上・学校力アップに繋げることができる。 

 
③ 実  践 
 下記の計画表の通り，レポートや自己評価シートおよびアンケート調査を行っている。ただし、これは大
まかなものであり、一つ一つの事業や日々の授業・活動の中でその都度、教員・生徒の事業評価や自己評価、
第三者からの評価を踏まえながら PDCA サイクルにあてはめて事業改善をはかっている。 

  
ａ SSH テストの実施 

  OECD が行っている PISA の問題を参考に、読解力、数学的リテラシー、科学的リテラシーを問う昨
年度と同様の問題を全校生徒対象に 4 月～6 月の期間で実施した。3 年分の結果を比較分析し、SSH 事
業を評価する資料とする。他校においても同様のテストを実施し、他校との比較も含めて評価検証に繋
げる。 

ｂ 理数科「課題研究」、普通科探究活動「鶴南ゼミ」の評価の実践 

鶴岡南高校　評価・検証計画

４月 下旬 SSH事業評価の指標の確認（職員会議にて）

上旬 理数科委員会にて『課題研究』評価法についての確認

中旬 SSHテストの実施（LHRにて）と採点

下旬 『課題研究』評価法についての確認（職員会議にて）

中旬 SSH基礎アンケートの実施

下旬 鶴南ゼミの自己評価シート・経過報告レポート配布・回収

上旬 課題研究教員評価シートの配布・回収

中旬 課題研究の評価

下旬 SSH基礎アンケート結果集計作業および分析

中旬 SSHテストの採点完了

下旬 SSHテスト結果分析

９月 下旬 中間発表会におけるアンケート作成

１０月 中旬 中間発表会でのアンケートの実施・集計・分析

中旬 鶴南ゼミの自己評価シート・経過報告レポート配布・回収

下旬 課題研究教員評価シートの配布・回収

中旬 全体発表会におけるアンケート作成

下旬 SSH意識調査の実施

上旬 全体発表会でのアンケートの実施・集計・分析、報告書のまとめ作成

中旬 鶴南ゼミの自己評価シート配布・回収

下旬 課題研究教員評価シートの配布・回収

５月

６月

１月

２月

７月

８月

１１月
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  理数科の「課題研究」および普通科生徒の探究活動「鶴南ゼミ」について、ＳＳＨ事業初年度作成した
評価の指標（資料Ｅ－１）を利用した評価方法を継続して実施する。今年度より、千葉大学特任教授田
辺新一氏の協力も頂きながら、『鶴南ゼミ』の活動の評価としてルーブリックを用いた自己評価を鶴南ゼミ開始
時期（５月下旬）と鶴南ゼミ終了時期（２月中旬）に実施する。 

 ｃ 基礎アンケート調査の実施 
  ＳＳＨ事業開始前の意識調査としてＳＳＨ基礎アンケート（資料Ｅ－２）を 6 月 13～24 日の期間に 

1・2・3 年生対象に実施した。蓄積された 5 年間のデータをもとに、生徒の興味・関心・学習意欲等、
意識の変容について分析・検証を行ない、各部門の事業の総括と改善を行う。 

  ｄ 中間発表会・鶴南ゼミ終了後の生徒・教員・外部に対するアンケート実施 
  １０月に行われる鶴南ゼミ中間発表会、２月に行なわれる鶴南ゼミ発表会に参加した保護者・他校の生

徒・外部講師を対象に発表会に関するアンケートを実施・分析し、生徒の活動を検証する。 
 ｅ 評価の観点 
  本校ＳＳＨ事業の評価の指標に基づき各種アンケートを作成し、実施結果を分析する。また、１月に生

徒・保護者・教員に実施しているＪＳＴからのＳＳＨ意識調査の 5 年間の結果を分析し、本校 SSH事業
の評価、検証をおこなう。 

 
 ｆ 仮説の検証 

ア SSH テストでは、３年間の結果をまとめると、３年間とも『読解力』・『数学的リテラシー』・『科
学的リテラシー』ともに３年生が最も良く、学年が上がるごとに得点率が伸びている。また、ほぼ全
ての問いで、学年を追うごとに得点率が伸びている。また、1 年生での得点率の伸びや 2 年生での得
点率の伸びをみると、テキストを解釈する力や知識を理解し表現する力は１年生から２年生にかけて
大きく伸びている。１年生の『鶴南ゼミ基礎』をはじめ、2 年生からの本格的な課題研究に向かうた
めの基礎・基本の定着を各教科ではかる取組みの成果が出ている。また、“問題を正確に捉え、自分
の考えを表現して評価しなければならない問題”に関しては、２年生から３年生にかけて大きく伸び
ている結果となった。これは、２年生の『鶴南ゼミ探究』をはじめ、生徒が主体的に課題を設定し、
解決に向けて周囲と議論し合う場面を各教科においても設定することで、問題・課題を熟考し、様々
な観点で評価していく力が養われていることが分かる。来年度も全学年で実施し、生徒の変容を見る
とともに、SSH テストが事業評価の効果的な手段となるのか引き続き検証していく。調査結果の詳
細に関しては、参考資料のまとめに記した。 

イ ルーブリックを用いた自己評価に関しては、１・２年生とも、どの観点においても年度初めの評価
よりも１年間の活動を通した年度終わりの評価が高評価となる結果であった。１・２年生ともに評価
の伸びが大きかった観点は“５：主体的な活動の推進”，“６：協働的な活動の推進”であり、１年の
『鶴南ゼミ基礎』、２年の『鶴南ゼミ探究』ともに、生徒が主体的に他と協力しながら活動を進める
ことを学ばせる場となったことがうかがえる。また、１年生と比べて２年生の伸びが大きかった観点
は“１：基礎的･基本的な知識・技能の習得”，“２：知識・技能の活用力の習得”，“３：新たな疑問・
課題を発見し解決するデザイン力の習得”，“４：科学的アプローチの習慣の定着”であり２年生から
の本格的な課題研究・研究発表会を通してそういった力を身につけることが出来たと考えられる。 

ウ 基礎アンケートの結果 

情報機器や実験器具、ソフトウェアを利用することが可能になったことで、実験結果の計測や分析がより

高度に行うことのできる生徒が増えている。“山形県サイエンスフォーラム”等でも発表している理数

科生徒に関しては、情報機器活用能力やプレゼンテーション能力に関して向上している。多くの場で

発表することが更なるレベルアップに繋がっていくことが考えられる。 
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Ｓ
Ｓ
Ｈ
評
価
検
証
の
指
標 柱

目
指
す
『人
財
』像

内
容

対
応

「情
報
・科
学
リ
テ
ラ
シ
ー
」開
設

・デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
適
切
な
ツ
ー
ル
で
適
切
に
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

探
究
す
る
態
度
・
能
力

探
究
活
動
「鶴
南
ゼ
ミ
」

・情
報
の
探
索
、
吟
味
、
選
択
、
活
用
が
で
き
る
。

倫
理
感
，
探
究
す
る
態
度
・能
力

研
究
所
、
大
学
、
先
端
企
業
と
の
連
携

・自
然
科
学
や
社
会
科
学
の
基
本
的
な
事
柄
を
幅
広
い
分
野
に
わ
た
り
知
っ
て
い
る
。

探
究
す
る
態
度
・
能
力
，
幅
広
い
視
野

研
究
成
果
の
社
会
へ
の
還
元

・基
礎
的
な
科
学
用
語
を
覚
え
、
科
学
技
術
に
関
す
る
文
章
が
理
解
で
き
る
。

探
究
す
る
態
度
・
能
力
，
幅
広
い
視
野

・探
究
活
動
を
通
し
て
、
主
体
的
に
課
題
を
発
見
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

探
究
す
る
態
度
・
能
力

・実
験
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

探
究
す
る
態
度
・
能
力

・課
題
を
分
析
し
、
解
決
方
法
を
み
つ
け
、
課
題
解
決
に
向
け
て
行
動
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

探
究
す
る
態
度
・
能
力

・研
究
内
容
を
柔
軟
に
発
展
・応
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

探
究
す
る
態
度
・
能
力
，
幅
広
い
視
野

計
測
、
分
析
等
で
の
活
用

・電
子
デ
バ
イ
ス
に
よ
る
情
報
の
検
索
方
法
を
知
り
、
正
確
な
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

情
報
機
器
を
活
用
す
る
能
力
，
倫
理
感

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
向
上

・電
子
デ
バ
イ
ス
の
基
本
的
な
使
い
方
を
覚
え
、
様
々
な
活
動
の
中
で
効
果
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

情
報
機
器
を
活
用
す
る
能
力

デ
ジ
タ
ル
教
材
の
開
発
と
指
導
法
の
研
究

・数
量
デ
ー
タ
の
処
理
・分
析
が
で
き
る
。

情
報
機
器
を
活
用
す
る
能
力

IC
T
を
活
用
し
た
授
業
改
善

・I
C
T
を
利
用
し
て
英
語
に
よ
る
様
々
な
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

情
報
機
器
を
活
用
し
、
海
外
へ
発
信
す
る
能
力

・相
手
の
意
見
を
丁
寧
に
か
つ
要
点
を
押
さ
え
て
聞
く
こ
と
が
出
来
る
。

海
外
へ
発
信
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

・論
理
的
に
物
事
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
わ
か
り
や
す
い
説
明
が
で
き
る
。

海
外
へ
発
信
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

「S
S
科
目
」の
開
設
と
教
材
開
発
、
指
導
法
の
研
究

・理
数
科
学
に
関
し
て
興
味
関
心
を
引
き
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

科
学
技
術
の
発
展
を
担
う

英
語
力
の
向
上
と
国
際
交
流

・本
校
生
徒
の
実
態
に
そ
く
し
た
教
材
や
指
導
法
を
開
発
し
、
教
育
に
活
か
す
こ
と
が
出
来
る
。

科
学
技
術
の
発
展
を
担
う

科
学
部
の
活
性
化

・英
語
で
研
究
内
容
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

国
際
社
会
で
活
躍
す
る
力

国
際
科
学
技
術
コ
ン
テ
ス
ト

・国
際
交
流
事
業
を
通
し
て
、
他
国
の
文
化
・習
慣
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

国
際
社
会
で
活
躍
す
る
力

理
数
セ
ミ
ナ
ー
の
拡
充

・研
究
成
果
を
校
内
だ
け
で
な
く
公
的
な
場
に
お
い
て
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

科
学
技
術
の
発
展
を
担
う

・国
際
科
学
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
す
る
意
欲
を
持
っ
た
生
徒
を
育
て
る
こ
と
が
出
来
る
。

科
学
技
術
の
発
展
を
担
う

理
数
体
験
を
取
り
入
れ
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
普
及

・他
の
高
校
等
と
連
携
し
、
小
・中
学
生
に
理
数
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

科
学
技
術
の
発
展
を
担
う
『
人
財
』
育
成

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ

・国
内
や
地
域
産
業
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
、
進
路
選
択
に
い
か
す
こ
と
が
出
来
る
。

科
学
技
術
の
発
展
を
担
う
『
人
財
』
育
成

研
究
実
績
を
活
用
し
た
高
大
接
続

・将
来
の
職
業
観
を
育
成
し
、
進
路
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

科
学
技
術
の
発
展
を
担
う
『
人
財
』
育
成

大
学
と
の
単
位
互
換

・科
学
技
術
と
日
常
の
社
会
と
の
関
連
性
を
理
解
し
、
進
路
選
択
に
活
か
す
こ
と
が
出
来
る
。

科
学
技
術
の
発
展
を
担
う
『
人
財
』
育
成

教
育
工
学
に
基
づ
い
た
評
価
・検
証
の
研
究

・様
々
な
経
験
を
通
し
て
養
わ
れ
た
力
を
自
己
評
価
し
、
今
後
に
活
か
す
こ
と
が
出
来
る
。

授
業
改
善
・指
導
力
向
上

・探
究
活
動
や
S
S
H
事
業
に
お
け
る
成
果
を
客
観
的
に
評
価
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

学
校
力
ア
ッ
プ

・評
価
し
た
内
容
か
ら
課
題
を
見
つ
け
、
改
善
へ
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
が
出
来
る
。

Ｄ
　
新
し
い
キ
ャ
リ
ア
教
育

科
学
技
術
の
発
展
を
担
う
『人
財
』

Ｅ
　
評
価
・検
証
法
の
研
究

到
達
目
標
(評
価
の
観
点
)

A
　
科
学
リ
テ
ラ
シ
ー
の
醸
成
と
研
究
連
携

科
学
的
に
探
究
す
る
能
力
や
態
度
を
育
て
、

高
い
倫
理
観
と
幅
広
い
視
野
を
持
つ
『人

財
』

Ｂ
　
ＩＣ
Ｔ
教
育
の
深
化

情
報
機
器
を
活
用
す
る
能
力
、
海
外
へ
発

信
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
持
つ

『人
財
』。

情
報
機
器
を
活
用
し
た
新
し
い
指
導
方
法

の
研
究
開
発

Ｃ
　
理
数
才
能
の
伸
長
と
視
野
の
拡
大

理
数
系
の
才
能
を
伸
ば
し
、
科
学
技
術
の

発
展
を
担
う
『人
財
』

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
持
ち
、
国
際
社
会
で

活
躍
す
る
科
学
技
術
系
『人
財
』

 
（資料Ｅ－１） 
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SSH基礎アンケート  

※　回答用マークシートの質問の答えにあてはまる　を
　　ボールペン（黒・青）や鉛筆（ＨＢ以上）で黒く塗りつぶしてください。

Ｑ１．性別　　　　①　男性　　　　　②　女性

Ⅰ　科学技術に対する意識に関して質問に答えてください。

Ｑ２．科学技術に対して興味・関心が高い方だと思いますか。

①　非常に高い ②　高い ③　あまり高くない ④　全く高くない

Ｑ３．科学技術に関する新聞記事・雑誌・書籍を読みますか。

①　よく読む ②　時々読む ③　あまり読まない ④　全く読まない

Ｑ４．「最先端技術」と言われるものについて、実際に関わってみたいと思いますか。

①　是非とも
　　関わってみたい

②　機会があれば
　　関わってみたい

③　それほど関わり
    たいと思わない

④　全く関わり
    たくない

⑤　わからない

Ｑ５．科学技術に関する学習分野で、興味を持つものを選んでください。（複数回答可）

①　物理 ②　化学 ③　生物 ④　地学 ⑤　数学

Ｑ６．科学技術に関する分野で、興味を持つものを選んでください。（複数回答可）

①　環境 ②　エネルギー ③　材料 ④　生命科学 ⑤　コンピューター
    科学

⑥　人工知能 ⑦　認知科学 ⑧　宇宙工学 ⑨　その他　（　　　　　　　　　　　）

Ⅱ　国際交流に関して質問に答えてください。

Ｑ７．国際交流事業による外国訪問や、外国人のホームステイの受け入れ、または、国内における、

文化交流イベントなどに参加したことがありますか。

①　何回もある ②　ある ③　あまりない ④　全くない

Ｑ８．外国の人と会話することに抵抗がありますか。

①　かなりある ②　ある ③　あまりない ④　全くない

Ｑ９．国際交流事業による外国訪問や、外国人のホームステイの受け入れ、または、国内における、

文化交流イベントなどに今後参加していきたいと思いますか。

①　是非とも
　　していきたい

②　機会があれば
　　していきたい

③　それほどした
　　いと思わない

④　全くしたくない ⑤　わからない

　昨年度より、鶴南は『SSH（Super Science High school）』事業対象校になりました。それに伴って、

①　今まで行えなかった実験や探究活動が可能になる。
②　最先端で活躍する著名な方々と触れ合える。
③　海外の学校との国際交流ができる。

といったことを柱とした、皆の探究心・好奇心を後押しする様々な活動が学校生活の中に入ってきます。
活動をよりよいものにしていくために、定期的に皆からアンケートや活動に関する感想等をとりたいと
考えていますので、ご協力をおねがいします。
さて、今回は今年度のSSH事業開始ということで、意識調査アンケートをとりたいと思いますので、
下記の質問事項に答えてください。

Ⅲ　情報機器の活用・探究活動に関して質問に答えてください。

Ｑ10．疑問に思ったことに対して自分なりに考えようとしている。

①　いつもしている ②　することもある ③　あまり自分で
　　考えない

④　全く自分で
　　考えない

Ｑ11．疑問に思ったことに対して、Internetや携帯などを利用して調べたことがありますか。

①　いつも
　　利用している

②　利用することも
　　ある

③　あまり利用しない ④　全く利用しない

Ｑ12．科学技術にに関わる情報機器やソフトを利用し、計測や分析をおこなったことがありますか。

①　よく利用
　　している

②　利用したこと
　　がある

③　あまり利用した
　　ことがない

④　利用したこと
　　がない

⑤　わからない

Ｑ13．数学・理科の授業において、演習や実験・観察を通して自分なりに新たな疑問を持つ経験をしたことがありますか。

①　よくある ②　ときどきある ③　あまりない ④　全くない ⑤　わからない

Ｑ14．数学・理科の問題演習において、自分なりの新たな解法を思いついた経験をしたことがありますか。

①　よくある ②　ときどきある ③　あまりない ④　全くない ⑤　わからない

Ｑ15．実験・観察結果から共通点・相違点を指摘することができますか。

①　できる ②　ややできる ③　あまりできない ④　できない

Ｑ16．実験・観察結果をもとにして疑問点を上げることができますか。

①　できる ②　ややできる ③　あまりできない ④　できない

Ｑ17．次の機器のうち使えるものを全て選んで下さい。

①　インターネット ②　ワープロソフト ③　表計算ソフト ④　パワーポイント ⑤　デジタルカメラ

⑥　コンピューターメール

Ⅳ　ＳＳＨ関連行事や授業で以下の効果等に期待していますか。

Ｑ18．理科・数学・先端科学等のおもしろそうな取り組みや、探究活動に参加できる。

①　多くある ②　少しある ③　あまりない ④　全くない

Ｑ19．理科・数学に関する能力やセンスの向上に役立つ。

①　多くある ②　少しある ③　あまりない ④　全くない

Ｑ20．理系学部の進学に役立つ。

①　多くある ②　少しある ③　あまりない ④　全くない

Ｑ21．大学進学後の志望分野探しに役立つ。

①　多くある ②　少しある ③　あまりない ④　全くない

裏へ続く

Ｑ22．将来の志望職種探しに役立つ。

①　多くある ②　少しある ③　あまりない ④　全くない

Ｑ23．国際性の向上に役立つ。

①　多くある ②　少しある ③　あまりない ④　全くない

Ｑ24．情報機器を活用する能力やプレゼンテーション能力の向上に役立つ

①　多くある ②　少しある ③　あまりない ④　全くない

Ⅴ　進路に関して質問に答えてください。

Ｑ25．現段階での進路希望を１つ選びなさい。

①　理系 ②　文系 ③　体育系 ④　芸術系 ⑤　未定

Ｑ26．将来、どのような職業に就きたいか決まっていますか。

①　はっきり
    決まっている

②　おおむね
    決まっている

③　あまり
    決まっていない

④　全く
    決まっていない

Ｑ27．将来、どのような職業に一番つきたいと考えていますか。

①　大学・公的研
　　究機関の研究者

②　企業の研究者
　　・技術者

③　技術系の公務員 ④　中学校・高等
　　学校の理科・
　　数学教員

⑤　医師（歯科医師
　　・獣医含む）

⑥　薬剤師 ⑦　看護師 ⑧　その他
　　理数系の職業

⑨　その他
　　文系の職業

⑩　未定

Ｑ28．Ｑ25で①理系を選んだ人に質問です。大学で一番専攻したい分野はどれですか。

①　理学部系 ②　工学部系 ③　医学・歯学部系 ④　薬学部系 ⑤　看護学部系

⑥　農学部系
　　（獣医含む）

⑦　生活科学
　・家政学部系

⑧　教育学部系
　　（理数専攻）

⑨　その他理系 ⑩　未定

Ｑ29．Ｑ25で②文系を選んだ人に質問です。大学で一番専攻したい分野はどれですか。

①　文学部系 ②　人文学部系 ③　教育学部系
　　（文系専攻）

④　法学部系 ⑤　経済・商学部系

⑥　外国語学部系 ⑦　社会学部系 ⑧　国際関係学部系 ⑨　その他文系 ⑩　未定

Ⅵ　アンケートで聞かれた内容以外で鶴岡南高校に期待することや、やってみたい
活動などがあれば、マークシートの裏面に自由に書いてください。

 
 
（資料Ｅ－２） 
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Ｅ－② 運営指導委員会の開催 
   平成２８年度 第１回 山形県立鶴岡南高等学校ＳＳＨ運営指導委員会 
   （平成２８年 ７月 ７日開催。内容は別添資料） 
   平成２８年度 第２回 山形県立鶴岡南高等学校ＳＳＨ運営指導委員会 
   （平成２９年１２月 ７日開催｡内容は別添資料） 
 
Ｅ－③ 報告書の作成 

・本報告書の作成を行い、5 年目のＳＳＨ事業を総括し、校内でまとめた次年度に向けた改善点をもとに今後
の計画を再考すると共に、協力を頂いている周辺の連携校や協力校、大学や研究室にお配りし、意見や指導
を頂きながら、更なる事業の善と成果の普及に努める。 
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第６章 

ＳＳＨ鶴岡南高校これまでの成果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２４年度から生徒と教員に対して意識調査を行ってきた。「（自分は）ＳＳＨの取り組みに参加したことで科学技術に対す

る意欲が増加している」という生徒の割合が平成２４年度（ＳＳＨ事業開始時）から平成２７年度にかけて大きく上昇している。

さらに本人達の主観的考えのみならず、生徒と日々やりとりをしている教員の客観的視点を通しても「（生徒は）ＳＳＨの取り

組みに参加したことで科学技術に対する意欲が増加している」と感じている教員の割合に同様の変化が現れていることが分かっ

た。（資料Ｇ）。 

意識の向上 

国公立大学への進学者数が増加している（資料Ｄ）。国公立大学合格者数は進路希望実現の１つの側面を表しているに過ぎな

いが、それでも、本校、本地域におけるこの数字の持つ意味は決して小さいものではない。本校は平成２０年度から１学年５

クラスになったが、ＳＳＨ採択前の４年間の国公立大学合格者数平均値 116.8 と採択後の４年間の平均値 133.5 には明らかな

る変化が現れている。ＡＯ入試や推薦入試においてＳＳＨによる探究活動が直接的なアピールポイントとなって合格につなが

っているということが言える。また一方で探究的な学びを通して知識欲、知的好奇心が掻きたてられ、学びの精度が上がり、

結果として学力の向上につながり、大学合格者数の増加に至ったという側面もある。 

大学進学実績の向上 

本校科学部はＳＳＨ採択以前から山形大学のご協力を得ながら活動を進めてきた。部員数も少なく活動の幅も限られたもので

あったが、ＳＳＨ採択後は科学に目を向ける生徒が増えたこともあり、部員数が増加し、活動の幅が広がってきた（資料Ｃ）。

受賞回数も増加し、科学部の活動が校内外でクローズアップされる機会が増えたことで全校生徒の注目度も上がっている。これ

らのことを背景として、部員も自信を持って活動しており、従来の山形大学の協力の下行ってきた生物系の研究も継続しながら、

部員個々人の興味ある分野の開拓を進める生徒が増えてきている。 

科学部の活動の発展 

OECDが行っている PISAの問題を参考に作製した、読解力、数学的リテラシー、科学的リテラシーを問う「ＳＳＨテスト」

を平成２６年度より全校生徒に実施している。この結果からそれぞれの項目において学年が上がるごとに得点率が伸びており、

更に同一集団（学年）内で見ても前年度よりも得点率を伸ばしていることがわかった（資料Ｅ）。このことから、本校でのＳＳ

Ｈ事業も含めた教育活動の中で、読解力・数学的リテラシー・科学的リテラシーの各能力が確実に育成されていることが分か

る。また、グローバルな視点を持つ人材の育成を目指した山形県の英語教育プログラムにも本校が取り組んでいたこともあり、

外部テストのスコアは年々伸びてきている。（資料Ｆ）これは台湾での現地の生徒との交流や研究発表会での英語によるプレゼ

ンテーションという明確な目標に向けて自分の考えを述べることを常々意識して英語に取り組んでいた結果と言える。 

基礎能力の向上 

生徒の間には探究活動やその成果の発表会である２月の全体発表会に対する前向きな姿勢ができてきている。更に発表会を

後輩の１年生が見学することで発表会の雰囲気を肌で感じ、自分の目指す探究活動や発表を思い描いて２年次の活動へ入って

いくというサイクルも形成されてきた。よい伝統が生み出され、その次の学年、次の学年へと少しずつレベルアップしながら

継承されている。テーマについては年々精選されてきており（資料Ａ）、高校生らしい自由さを残しつつも研究テーマとして

しっかりとしたものの割合も増加している。また、発表会においては質問をする生徒が年々増加している。またゼミ活動に関

わる教員数の割合も年を追う毎に 100%に近づいており、全教員で全生徒を指導していくというスタイルも定着してきた。 

また、科学技術コンテスト等への参加希望者が増加している。しかも参加者の増加だけでなく各種コンテストにおける受賞

者数も増加している（資料Ｂ）。ＳＳＨ採択以前はこれらのコンテストへの参加者は全くいない状態であったことを考えると

科学に対する興味関心が急激に高まっていることが分かる。 

鶴南ゼミおよび探究活動の発展 
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添付資料 

資料Ａ 「鶴南ゼミ（探究）」でのテーマ数と「鶴南ゼミ発表会」での発表数及び鶴南ゼミ指導教員数の推移 

テーマ数 

H24 [54] H25 [116] H26 [100] H27 [82] H28 

SS HS SS HS SS HS SS HS SS HS 

28 26 45 71 39 61 42 40 44 31 

ポスター発表 28 26 33 68 23 58 28 37 30 29 

口頭発表 0 0 12 3 16 3 14 3 13 2 

鶴南ゼミ（基礎） 7 6 10 10 12 

鶴南ゼミ（探究） 21 23 23 24 25 

鶴南ゼミ（発展） 10 9 9 9 9 

合計 38 38 42 43 46 

全教員数に対する割合 82.6% 82.2% 92.9% 93.0% 95.3% 

※SSは Super Science、HSは Human Scienceの略 

 

資料Ｂ 「科学技術コンテスト」への参加生徒数等 

出場コンテスト H24 H25 H26 H27 H28 

化学グランプリ地区予選 3 6 10 10 11 

科学の甲子園山形県予選 ４チーム 
３チーム 

第２位 

３チーム 

第２位 

４チーム 

第２位 
３チーム 

数学オリンピック 0 0 1 1 1 

地理オリンピック 0 0 0 
90 

銀メダル×２名 
85 

参加人数合計 27 24 29 101 115 

 

資料Ｃ 科学部の活動状況 

出場大会・ 

学会名 
H24 H25 H26 H27 H28 

高校生バイオ 

サミット in鶴岡 

優秀賞 

鶴岡市長賞 
×２ 

科学技術振興機
構賞 

慶應義塾賞 

鶴岡市長賞 

審査員特別賞 

環境大臣賞 審査員特別賞 

×２ 
鶴岡市長賞 

全国高総文祭 

ポスター発表 
文化庁長官賞 奨励賞 文化連盟賞 文化連盟賞 文化連盟賞 

日
本
学
生
科
学
賞 

山形県

審査 

 

最優秀賞 

県知事賞 

チノー賞 

最優秀賞 

県知事賞 

チノー賞 

優秀賞 
×２ 

最優秀賞 
 

県高等学校長会
長賞 

 
県高等学校文化
連盟会長賞 

最優秀賞 
 

県高等学校長会
長賞 

 
県高等学校文化
連盟会長賞 

全国

審査 
 

中央審査 

読売理工学院賞 
   

ジュニア 

農芸化学会 
ポスター発表     

日本水産学会 

高校生発表 
   ポスター発表  

日本進化学会 

高校生発表 
    最優秀賞 

科学部員数 8 6 8 14 15 

代表的なテーマ 

水田土壌に棲む

微生物を用いた

発電 

メタボローム解

析による THA

ラットと Wistar

ラットの肝臓の

代謝物の比較～

THA ラットが

有する NASH

耐性の解明に向

けて～ 

アトピーの海水

治療の科学的根

拠の解明 

 

思春期の食事制

限が女性の将来

の生殖能力に及

ぼす影響 

アカハライモリ

の四肢再生スピ

ードに生育環境

はどう影響する

か 

 

マダイの鮮度測

定 

30 数億年前の

翻訳伸長因子に

刻まれた挿入配

列が明らかにす

る真核生物とア

ーキアの進化の

物語 
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資料Ｄ 進路関係 

 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 

国公立大学合格者数 128 102 118 119 143 128 131 132 

平均 116.8（ＳＳＨ採択前） 133.5（ＳＳＨ採択後） 

 

 

資料Ｅ 

平成２６年度実施 ＳＳＨテスト 得点率（％） 

 読解力 数学的リテラシー 科学的リテラシー 全体 

１学年 71.8 61.2 69.5 67.5 

２学年 73.8 62.6 76.2 70.9 

３学年 77.3 70.7 76.6 74.9 

 

平成２７年度実施 ＳＳＨテスト 得点率（％） 

 読解力 数学的リテラシー 科学的リテラシー 全体 

１学年 72.3 66.8 71.0 70.0 

２学年 76.1 67.8 77.4 73.7 

３学年 78.4 69.3 79.2 75.6 

 

 

資料Ｆ 

  GTEC for STUDENTSトータルスコア推移 

 １年次 ２年次 ３年次 

平成２５年度入学生（現３年） 444.1 504.1 538.4 

平成２６年度入学生（現２年） 426.3 474.5  

 

 

資料Ｇ 

Ｑ ＳＳＨに参加したことで、科学技術に対する興味・関心・意欲は増したと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 Ｑ ＳＳＨに参加したことで、生徒の科学技術に対する興味・関心・意欲は増したと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

12.8%

5.6%

56.9%

33.5%

18.3%

32.4%

4.4%

3.1%

7.7%

25.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27年度生徒

H24年度生徒
1 大変増した

2 やや増した

3 効果がなかった

4 もともと高かった

5 分からない

25.0%

5.0%

58.3%

45.0%

2.8%

5.0%

5.6%

0.0%

8.3%

45.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27年度教師

H24年度教師
1 大変増した

2 やや増した

3 効果がなかった

4 もともと高かった

5 分からない
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第７章　関係資料
７－１

平成２６・２７・２８年度入学生用
山形県立鶴岡南高等学校教育課程表

全日制 校長名

第二学年 計

文系 理系 文系 理系

国 語 総 合 ○ 4 5 5 5 (a) は選択群を表す。

現 代 文 Ｂ 4 5 4
古 典 Ｂ 4 6 5
国 語 探 究 0,1
世 界 史 Ａ a○ 2 2 2 0,2 0,2
世 界 史 Ｂ a○ 4 2 2 0,3,5 0,5
日 本 史 Ａ b○ 2 0,2 0,2
日 本 史 Ｂ b○ 4 2* 2* 　　3*　
　　(b)3 　　3*　
　　 0,3,5 0,5
地 理 Ａ b○ 2  2*  2* 0,2 0,2
地 理 Ｂ b○ 4 0,3,5 0,5
現 代 社 会 ○ 2 2 2 2
倫 理 2 0,3
政 治 ･ 経 済 2 0,3
現 代 社 会 探 究 1

SS 数 学 ○ 5 14,１７ 18

SS 物 理 ○ 2 2 2,8

SS 化 学 ○ 4    2* 4    4* 8

SS 生 物 ○ 2 3,6 2,8
2* 1+2

SS 地 学 ○ 2 3,6

体 育 ○ 7～8 2 7 7
保 健 ○ 2 1 2 2
音 楽 Ⅰ ｃ○ 2 0,2,3 0,2
美 術 Ⅰ ｃ○ 2 0,2,3 0,2
音 楽 Ⅱ 2 0,3
美 術 Ⅱ 2 0,3
コミュニケーション英語Ⅰ ○ 3 3 3 3 (b) は選択群を表す。

コミュニケーション英語Ⅱ 4 4 4
コミュニケーション英語Ⅲ 4 4 3
英 語 表 現 Ⅰ 2 2 2 2
英 語 表 現 Ⅱ 4 4 4
英 語 探 究 0,3
家 庭 基 礎 ○ 2 2 2 2

情報・科学リテラシー ○ 2 2 2

○ 3 1 3 3
31 93 93
31 93 93

ﾎｰﾑﾙｰﾑ活動 1 3 3

生徒会活動

５５分

注）科目のゴシック体は必履修科目である。ただし、a , b , cはそれらの科目から一つ選択することを意味する。

7

 (b)3

地
理
歴
史

公
民

6

3

理
科

3+(b)3

普通科

1

(a)1

(b)3

2
3

文系

課程

23
国
語

第三学年

2
3 3

学科

数
学

　　　　　京　谷　伸　一　　　　印　　　　　

教

科
科 目

必履
修科
目○

 標準単
位数

第一学年 備考
理系

6

1 1
2 2

1～３年　４ｈ

保
体

4
4

93

31

1

31
11

卒業までに修得すべき単位数

総合的な学習の時間

特
別
活
動 学校行事

SS数学は学校設定科目(H24年度開設)
３年次文系の(b) は選択群を表す。

31
31

外
国
語

4

芸
術

2*

家
庭

2

情
報

総
計

授業の１単位時間

2
(b)3

最   低
最   高

国語探究は学校設定科目（H25年度開
設）

SS物理・SS化学・SS生物・SS地学は学校
設定科目（H24年度開設）
＊はいずれかを選択
3年次文系理科はSS生物、SS地学の選択
で２年次選択した科目を２単位、選択しな
かった科目を１単位履修する。
３年次理系理科選択*は２年次の科目を継
続して履修する。

(b) は選択群を表す。
現代社会探究は学校設定科目（H26年度
開設）

２年次の選択は、「世界史A」と「日本史B」

か「地理B」、または「世界史B」と「日本史

A」か「地理A」のいずれかとする。Ａ科目と

Ｂ科目は時期を分けてまとめて学習する。

（Ａ→Ｂ→Ａの順)

３年次の選択 * は、２年次の科目を継続し

て履修する。(b) は選択群を表す。

1年次の * はその中から１科目を選択
(a）、(b) は選択群を表す。
(b)選択では、音楽Ⅱ・美術Ⅱはそれぞれ
に対応するⅠを付した科目を履修した後
に履修できる。

31

2

2

3
英語探究は学校設定科目（H27年度開
設）

3

1

新入生歓迎会、部紹介  〔４  月〕 （２ｈ） 　　　生徒総会 〔５月・１０月〕 （２ｈ）

31
1

31

(a)1

１年　６３ｈ
２年　６７ｈ
３年　５５ｈ

31

11

2

【選択について】
(a） は、そのグループから１科目選択。
但し、芸術の２年次の選択は、１年次の科
目を継続して履修する。
(b) はそのグループから２教科２科目選
択。但し、地歴は、2･3年で履修したものと
は別の科目を選択する。芸術は、1年次の
Ⅰの科目を継続して履修する。
ホームルーム活動は毎週木曜日４校時

情報・科学リテラシーは学校設定科目
（H24年度開設）

防 災 訓 練 〔５・10月〕１～３年（２ｈ）
卒   業   式  〔３月〕    ２･３年（２ｈ）

入 学 式   〔４  月〕  １・３ 年 （２ｈ）
球技大会  〔６ 月〕  １～３年 （２日）
創立記念日〔７　月〕　１～３年（３ｈ）
南   高   祭  〔７月〕   １～３年（１日）

1
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平成２６・２７・２８年度入学生用

全日制

国 語 総 合 ○ 4

現 代 文 Ｂ 4

古 典 Ｂ 4

世 界 史 Ａ a○ 2 2

世 界 史 Ｂ a○ 4 2

日 本 史 Ａ b○ 2

日 本 史 Ｂ b○ 4 2* 　　3*
　地 理 Ａ b○ 2  2*

地 理 Ｂ b○ 4

現 代 社 会 ○ 2

体 育 ○ 7～8

保 健 ○ 2

音 楽 Ⅰ c○ 2

美 術 Ⅰ c○ 2

コミュニケーション英語Ⅰ ○ 3

コミュニケーション英語Ⅱ 4

コミュニケーション英語Ⅲ 4

英 語 表 現 Ⅰ 2

英 語 表 現 Ⅱ 4

家 庭 基 礎 ○ 2

情報・科学リテラシー ○

理 数 数 学 Ⅰ ○ 5

理 数 数 学 Ⅱ ○ 9

理 数 数 学 特 論 2～6

理 数 物 理 ○ 2～6

理 数 化 学 ○ 2～6 　　2* 4 　　4*

理 数 生 物 ○ 2～6 　　4※

理 数 地 学 ○ 2～6

課 題 研 究 1～2

○ 3

ﾎｰﾑﾙｰﾑ活動

生徒会活動

注）科目のゴシック体は必履修科目である。ただし、a , b  , c はそれらの科目から一つ選択することを意味する。

卒業までに修得すべき単位数

備　　考

総合的な学習の時間

３年次の理科の選択※は１科目を選択す
る。

３年次の理科の選択 *は、２年次の科目を
継続して履修する。

２年次の理科の選択 * は１科目を選択す
る。

1 0 1 2

1

2,8

山形県立鶴岡南高等学校教育課程表

課程 学科 理数科 校長名 　　　　　京　谷　伸　一　　　　印

第三学年 計

2

教

科
科 目

必履修
科目○

標準
単位数

第一学年 第二学年

5

２年次の選択は、「世界史A」と「日本史B」
か「地理B」、または「世界史B」と「日本史
A」か「地理A」のいずれかとする。Ａ科目と
Ｂ科目は時期を分けてまとめて学習する。
（Ａ→Ｂ→Ａの順)
３年次の選択 * は、２年次の科目から１科
目を継続して履修する。

0,5

2 2 4

0,5

2

2

0,2

4

地
理
歴
史

0,2

0,5

0,2

0,2

1 1 2

2*

4 4

2

0,2
1年次の * はその中から１科目を選択。

情
報

2

保
体

2 2 3 7

外
国
語

3 3

3

2

2 2

3

2 2 4

4

4,8

3 2

情報・科学リテラシーは学校設定科目（H24
年度開設）

22

5

93

理
数

5 5

2

2

新入生歓迎会、部紹介  〔４  月〕 （２ｈ） 　生徒総会 〔５月・１０月〕 （２ｈ）

入 学 式   〔４  月〕  １・３ 年 （２ｈ）
球技大会  〔６ 月〕  １～３年 （２日）
創立記念日〔７　月〕　１～３年（３ｈ）
南   高   祭  〔７月〕   １～３年（１日）

31

3

２・３年次の理数数学Ⅱ・数学数学特論は
分野ごとまとめて学習する。5

2,8

0,4

9

家
庭

93 授業の１単位時間 ５５分

特
別
活
動

1 1 1

31

1～３年　４ｈ

31

国
語

公
民

総
計

最   高 31

芸
術

5

ホームルーム活動は毎週木曜日４校時

1

防 災 訓 練 〔５・10月〕１～３年（２ｈ）
卒   業   式  〔３月〕    ２･３年（２ｈ）１年　６３ｈ

２年１００ｈ
３年　５５ｈ

学校行事

31 31 93

最   低
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７－２ 平成２８年度 山形県立鶴岡南高等学校スーパーサイエンスハイスクール運営指導委員会 

① 平成２８年度 山形県立鶴岡南高等学校スーパーサイエンスハイスクール第１回運営指導委員会 

日時：平成２８年７月７日（木）  

１５：００～１６：３０ 

場所：山形県立鶴岡南高等学校会議室 

出席者（敬称略） 

運営指導委員 

林田 光祐（山形大学農学部長）     安藤 晃（東北大学工学研究科教授） 

神田 直弥（東北公益文科大学公益学部長）髙橋 健彦（鶴岡市役所企画部長） 

小林 俊英（ルネサスセミコンダクタマニュファクチャリング株式会社鶴岡工場長） 

奥泉 吉徳 （鶴岡市立藤島中学校長）  河口 昭俊（山形県立鶴岡北高等学校教頭） 

山形県教育委員会 

津田 浩（教育庁高校教育課長）     齋藤 祐一（教育庁高校教育課 主任指導主事） 

櫻井 潤（教育庁高校教育課 指導主事） 

山形県立鶴岡南高等学校 

校長 京谷 伸一   事務部部長 結城 正広   教頭 小関 剛 

ＳＳＨ事務局員 猪口 俊二  今崎 徹郎  佐藤 清輔 

ＳＳＨプロジェクトリーダー 長谷部 満  三宅 国彦  木村 築  百瀬 美奈子  関 良夫 

友野 抗   蛸井 朗   野崎 剛  佐藤 睦子  

ＳＳＨ運営事務局 阿部 智通  丸谷 浩之  齋藤 雅子  時田 佳穂  佐藤 智子 

 

次第 

【進行】教育庁高校教育課 指導主事 櫻井 潤 

１ 開会 

２ 山形県教育委員会挨拶（教育庁高校教育課長 津田 浩） 

３ 校長挨拶（山形県立鶴岡南高等学校校長 京谷 伸一） 

４ 委員紹介 

５ 協議（座長：運営指導委員長） 

（１）平成２８年度の取組状況について 

   平成２７年度までの成果報告と今年度の予定の提示 

（２）継続申請に向けて 

   平成２９年度ＳＳＨ採択に向けた申請書作成の骨子を提示 

（３）質疑及び指導・助言 

＜質問＞ 

○ＳＳＨ導入となりこれまでに生徒のどんな資質がどのように伸長したのか？ 

→ＳＳＨテスト（第７章７－３①参照）を実施してみたところ生徒の資質の向上が見られる部分があることが

わかった。２年生から３年生で大きく伸びている。また、今年はこのＳＳＨテストに協力してくれる高校が

見つかって他校とも比較可能となったので分析していきたい。 

○ＳＳＨを導入して教師はどのように変容したのか？ 

 →生徒と同様に教員にも毎年アンケートを実施しているがこれによるとＳＳＨ採択当初に比べると前向きな

意見が多く見られるようになってきた。探究的な学びを指導している先生方も少しずつその指導方法を探究

しながら身につけているようである。 

○ルーブリックの活用について決まっていることがあれば教えてほしい。 

 →千葉大学で指導なさっている田辺先生からご協力頂いて作成したルーブリックである。探究活動全般を評価

するような大まかな感じのルーブリックである。生徒は自己評価でこれを使用していく予定である。 

＜主な指導助言＞ 

○「学術文化都市鶴岡創造のための起業セミナーと企業説明会」やゼミの地域連携は次の申請の核になるような

ものであると思われる。ＳＳＨ活動の中での位置づけを明確にし、１つ１つの事業の目的やつながりをはっき
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りさせた上で進めていった方が良い。 

○５年間で実施したことについて評価できる点と課題になった点をより明確にしておくことが次期申請に向け

て大事なことである。また、一部の生徒を対象とするのではなく、全校生徒が関わっているという点は本校の

特徴である。学力や、興味の対象が多様である生徒全員にとって有益なものにしていくことは難しいが、申請

においては強調していくべき点でもある。色々な生徒がいる中で底上げを考えたときにゼミの分け方などにも

工夫があっても良いのではないか。 

○探究活動が日々の学習にどのように結びついているかをまとめたことはないか？全校生徒で取り組んでいる

ということは全校生徒の学習活動に良い影響があると考えられる。そのような切り口で普段の授業とのつなが

りを考えてほしい。 

○鶴岡発のベンチャー企業が躍進している現状において、この地域でＳＳＨ校を卒業して科学技術系の仕事とし

てこれらの地元企業に結びついていくという形が出来上がりつつある。そのような意味で鶴岡市は今、大変良

いスパイラルに入っているところであり、地方創生のモデルとしてのアピール度はかなり大きいと思われる。

次期申請書にはこのような地域とのつながりを盛り込んでいってはどうか。 

○鶴岡市は国家戦略特区である。国家戦略特区鶴岡市とＳＳＨ校鶴岡南高校はお互いに協力、連携しながら進ん

でいければと思う。お手伝いできることがあれば言ってほしい。 

○申請書作成にあたり、専門有識者のアドバイス等必要なことがあれば鶴岡市としても支援していきたい。 

○鶴南ゼミの発表会は回を重ねる毎にどんどん内容がレベルアップしてきている。発表の様式等だけでなく、考

察等もしっかりとしたものになってきている。校外での発表件数もかなり増加しており、大変望ましい状態で

あると言える。気になるのはＳＳＨ校鶴岡南高校を卒業後に生徒はどのようになっているのか、ということ。

目的に掲げている「未来を担う科学技術系人材」となっているのかどうか、大学入学後、そしてその後の追跡

調査をするべきである。 

○評価に関してベンチマーキングという手法を用いるとよい。その分野のトップと比較して自分たちのどの点が

どのくらい劣っているのかを見ていくというやり方。 

○評価をする際に「アウトカム（どのようになったのか）」は見えにくい。何人がその企画に参加したのか、授

業外にどのくらいの時間をかけて探究活動を行ったのか、などのように数値で評価できる「アウトプット」な

らば評価しやすい。アウトカムの評価の前にアウトプットの評価を入れてみてはどうか。 

○ルーブリックを作って使用していくのであればこの学校にだけという限定的なものではなくて、汎用性のある

ものを作成してほしい。また、その際は産業界の様々な方々からご意見を頂きながら十分吟味して作成してほ

しい。 

○生徒一人一人に自分自身の課題は何なのかを十分に意識させながらルーブリックに取り組ませることでより

効果的なものになる。 

 

（４）その他 

６ 連絡 

（１）２年鶴南ゼミ全体発表会について 

７ 閉会 
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② 平成２８年度 山形県立鶴岡南高等学校スーパーサイエンスハイスクール第２回運営指導委員会 

日時：平成２８年１２月７日（水）  

１５：００～１６：３０ 

場所：山形県立鶴岡南高等学校会議室 

出席者（敬称略） 

運営指導委員 

林田 光祐（山形大学農学部長） 

小林 俊英（ＴＤＫ庄内株式会社鶴岡東工場シニアアドバイザー） 

菱谷 光雄 （鶴岡市立鶴岡第三中学校長）  河口 昭俊（山形県立鶴岡北高等学校教頭） 

山形県教育委員会 

齋藤 祐一（教育庁高校教育課 主任指導主事） 

櫻井 潤（教育庁高校教育課 指導主事） 

山形県立鶴岡南高等学校 

校長 京谷 伸一   事務部部長 結城 正広   教頭 小関 剛 

ＳＳＨ事務局員 猪口 俊二  今崎 徹郎  佐藤 清輔 

ＳＳＨプロジェクトリーダー 長谷部 満  三宅 国彦  木村 築  百瀬 美奈子  関 良夫 

友野 抗   蛸井 朗   野崎 剛  佐藤 睦子  

ＳＳＨ運営事務局 阿部 智通  丸谷 浩之  齋藤 雅子  時田 佳穂  佐藤 智子 

 

次第 

【進行】教育庁高校教育課 指導主事 櫻井 潤 

１ 開会 

２ 山形県教育委員会挨拶（教育庁高校教育課主任指導主事 齋藤 祐一） 

３ 校長挨拶（山形県立鶴岡南高等学校校長 京谷 伸一） 

４ 協議（座長：運営指導委員長） 

（１）今年度のＳＳＨ事業報告 

今年度の成果の説明 

＜質問＞ 

〇１６件挙げてあるがこの成果は例年と比較して良いの

か悪いのか？ 

→発表会等の成績は例年並みであると思われる。特筆

すべきは英語弁論、英語ディベートの成果である。

ＳＳＨの主眼の１つであるグローバル人材育成とい

う部分の成果であると言える。 

  また、東北大学ＡＯⅡ期の入試については合格率で

は今年度がこれまでで最高であったと言える。 

〇これらのものは初めから計画してあり、その中でこれ

だけの成果を得たということなのか？ 

→最初から計画してある部分もあるが、成果があった

のでこちらに掲載させていただいたというものも多

くある。 

 

 

 

 

 

 

 

鶴岡南高校ＳＳＨ今年度の成果 
 
①学術文化都市鶴岡創造のための起業セミナーと企業説明会（６月２３日） 
 地域活性化をテーマとした講演会および地元企業２２社の企業説明会 

 
②全国高総文祭（広島）（７月３０日～８月１日） 
  ポスター部門と化学発表部門  出場 科学部 
 
③科学体験教室（イオン三川）（７月３１日） 

化学Ａゼミの５名参加 
 
④第６回高校生バイオサミット in鶴岡（７月３１日～８月２日） 
  成果発表部門 鶴岡市長賞 成澤崇之（２年２組） 
 
⑤日英サイエンスワークショップ（仙台）（８月２日～７日） 
  参加者 佐藤隆文（３年１組），若公良太（３年１組） 
 
⑥ＳＳＨ生徒研究発表会（神戸）（８月９日～１１日） 
  出場 岡部晴子（３年２組），苑原雄也（２年１組），五十嵐水月（１年１組） 
 
⑦サイエンスアゴラ２０１６（東京）（１１月２日～３日） 

地学ゼミの２名参加 
 
⑧日本進化学会２０１６年大会（東京）（８月２７日） 
  高校生ポスター発表部門 最優秀賞 岡部晴子（３年２組） 
  「30 数億年前の翻訳伸長因子に刻まれた挿入配列が明らかにする真核生物とアーキア

の進化の物語」 
 
⑨英語弁論大会 
  地区大会（９月６日） 第１位 三浦理緒子（２年４組） 
  県大会（９月２７日） 第４位 三浦理緒子（２年４組） 
 
⑩鶴南ゼミ中間発表会（１０月１３日） 
  ７５テーマ（ＳＳ探究４１，ＨＳ探究３１）をポスター発表にて実施 
 
⑪東北地区ＳＳＨ指定校等教員研修会（１０月１５日～１６日） 
  参加校１７校で実施 
 
⑫科学の甲子園山形県大会（１０月２３日） 
  ３チーム出場で４位・５位・９位 うち１チームが「リケジョ奨励賞」受賞 
 
⑬平成２８年度山形県高校生英語ディベート大会（１１月２日） 
  優勝 三浦理緒子（２年４組），武藤幹弥（２年４組），高橋直也（２年４組）， 

成澤崇之（２年２組），芳賀慶太（２年１組），渡部海翔（２年１組） 
   第１１回全国高校生英語ディベート大会 in 茨城（１２月１０日～１１日）に出場 
 
⑭台湾建国高級中学と研究発表交流（１１月９日） 
  事前準備として中国人留学生 Tang さんによる２学年全員を対象とした中国語講座を

実施（１０月２７日）した。現地では２学年全員が台湾建国高級中学の生徒と交流し
た。全体のうち、鶴南ゼミ中間発表会での発表を６グループが口頭発表で行った。 

 
⑮科学祭り in鶴岡（１１月１３日） 

化学Ａゼミの７名参加 
 
⑯東北大学ＡＯⅡ期入試（１１月１９日～２０日） 

７名（全員理系）出願中５名合格 
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（２）次期ＳＳＨ指定に向けた計画書作成について 

   「ＳＳＨ鶴岡南高校これまでの成果」の説明 

   「Ｈ２９年度ＳＳＨ実施希望調書」の説明 

   「Ｈ２９年度ＳＳＨ研究開発実施計画書」の説明 

＜主な指導助言＞ 

〇目的、目標が掲げてあるが評価をどのようにしてやるか？というわかりやすい物差しを示した方が良い。たと

えば企業では２０年後のビジョンがあり、そのために１０年後、５年後のビジョンがある。それらのビジョン

を基に１人１人がそれぞれの部署で何をどこまでやるのか？というものがある。今この計画のままで実施をし

たとしても、来年になったらまたどうやって評価しようかとなってしまう。大学進学の人数、ＡＯ入試の合格

者数、コンテスト入賞数等色々な数値が出てきているが全部の部門で更に良くしていくというのはなかなか難

しいと思う。目玉となるものを作って評価していくというのがわかりやすくて良いと思う。 

〇どの部分が最もポイントとなるのかを分かりやすく、見やすく書くと良い。 

〇ＳＳＨの成果について近隣の小中高校への普及という部分が弱い感じがする。鶴岡北高校も本格的に探究学習

をするのであるが、研究を進めて行くための手順や手法等をまとめた手引き書のようなものがあれば是非紹介

してほしい。 

→探究活動のテキストのようなものは作成していないが、毎年、鶴南ゼミ（探究）要旨集を作成しており、こ

ちらは配布させていただいている。また、東北大学の図書館からご協力いただいて研究論文等の情報検索の

やり方についての講演を行っていた時期はあった。生徒達は校内外で何度か発表を繰り返し、その度に厳し

いご意見をいただきながら自分達の発表をよりよいものに近づけてきた。ＳＳＨ採択当初は「仮説もない」

「自分の考えなのか誰かの考えなのかもはっきりしない」「どの文献に書いてあるのかも記載がない」とい

う状態であった。しかし、徐々に「仮説は書いてある」とか「研究の体はなしている」等、少しずつではあ

るが前進が見られるようになってきた。やりながら覚えてきた部分は大きいと思う。 

 

（３）質疑及び指導・助言 

（４）その他 

５ 連絡 

 ２年鶴南ゼミ全体発表会について 

６ 閉会 
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７－３ 各種調査結果 

① ＳＳＨテストの結果 

 OECD が行っている PISA の問題を参考に、読解力、数学的リテラシー、科学的リテラシーを問う問

題「SSH テスト」を全校生徒対象に５月中旬に実施した。Ｈ２６・Ｈ２７・Ｈ２８の結果は以下の通り

である。各問題について、記述型の問題については OECDの採点基準のもと、完全正答・部分正答（点

数は半分）・誤答の３パターンで採点している。 

 

 

 

 

 

平成２６年度実施　SSHテスト　得点率

読解力

（情報の取り出し）

読解力

（テキストの熟考・評

価）

読解力

（テキストの解釈）

読解力

（テキストの熟考・評

価）

読解力

（テキストの解釈）

読解力

計

数学的リテラシー

（関連付けクラス

ター）

科学的リテラシー

（結論の導出と評価）

科学的リテラシー

（問題の識別）

科学的リテラシー

（知識の表現と理解）

科学的リテラシー

（知識の表現と理解）

科学的リテラシー

計 全体

１学年 98.5 74.8 54.2 56.2 81.6 71.8 61.2 61.4 76.6 76.1 67.2 69.5 67.5

２学年全体 97.0 78.4 62.2 57.1 80.3 73.8 62.6 64.9 83.8 80.1 79.8 76.2 70.9

２学年理系 96.0 79.3 65.2 57.9 83.3 75.2 65.9 63.4 81.7 79.0 81.0 75.3 72.1

（２学年理数科） 94.9 85.7 56.4 61.5 87.2 76.4 75.6 65.3 71.8 74.4 82.1 72.8 74.9

２学年文系 98.6 77.0 57.1 55.6 75.0 71.3 56.9 67.3 87.5 81.9 77.8 77.7 68.7

３学年全体 98.4 81.1 59.6 68.6 83.0 77.3 70.7 71.2 83.5 79.3 74.5 76.6 74.9

３学年理系 97.4 78.6 57.4 70.4 83.5 76.7 73.0 70.4 81.7 76.5 73.0 75.0 74.9

（３学年理数科） 97.3 74.3 54.1 75.7 94.6 78.7 67.6 68.9 73.0 73.0 64.9 69.8 72.0

３学年文系 100.0 84.9 63.0 65.8 82.2 78.2 67.1 72.6 86.3 83.6 76.7 79.1 74.8

平成２７年度実施　SSHテスト　得点率

読解力

（情報の取り出し）

読解力

（テキストの熟考・評

価）

読解力

（テキストの解釈）

読解力

（テキストの熟考・評

価）

読解力

（テキストの解釈）

読解力

計

数学的リテラシー

（関連付けクラス

ター）

科学的リテラシー

（結論の導出と評価）

科学的リテラシー

（問題の識別）

科学的リテラシー

（知識の表現と理解）

科学的リテラシー

（知識の表現と理解）

科学的リテラシー

計 全体

１学年 96.5 77.8 55.0 57.0 81.0 72.3 66.8 60.7 78.5 78.5 70.0 71.0 70.0

２学年全体 96.9 83.6 57.2 58.2 89.2 76.1 67.8 69.1 82.5 80.9 79.9 77.4 73.7

２学年理系 97.0 83.7 56.4 59.4 91.0 76.6 69.9 69.9 82.0 80.5 78.9 77.2 74.6

（２学年理数科） 97.7 85.2 61.4 65.9 90.9 79.4 67.0 70.5 81.8 81.8 81.8 78.3 74.9

２学年文系 96.7 83.4 59.0 55.7 85.5 75.0 63.1 67.2 83.6 82.0 82.0 77.8 72.0

３学年全体 97.4 86.9 65.2 58.7 88.9 78.4 69.3 73.5 85.2 81.0 79.1 79.2 75.6

３学年理系 98.3 85.8 62.2 56.2 90.1 77.4 73.6 69.4 84.3 79.3 80.7 77.7 76.2

（３学年理数科） 97.2 85.8 67.3 61.1 97.2 80.8 80.6 80.6 83.3 88.9 83.3 83.7 81.7

３学年文系 95.6 88.9 70.6 63.2 86.8 80.1 61.8 80.9 86.8 83.8 76.3 81.8 74.6

※　採点はOECDによる採点基準に則して行っています。

※　関連付けクラスター能力：やや見慣れた場面、または、見慣れた場面から拡張され発展された場面において、手順がそれほど決まりきっていない問題を解く能力。

※　学年間比較で最も高い得点率に下線を引き、２番目に高い得点率を太字で表しています。
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３年間の結果をまとめると、３年間とも『読解力』・『数学的リテラシー』・『科学的リテラシー』ともに

３年生が最も良く、学年が上がるごとに得点率が伸びている。また、ほぼ全ての問いで、学年を追うご

とに得点率が伸びていることも分かる。Ｈ２６年度１年生→Ｈ２７年度２年生→Ｈ２８年度３年生の変

化を過年度比較したものが下記の表である。 

 

 

【読解力④】や【科学的リテラシー①】のような“問題を正確に捉え、自分の考えを表現して評価しな

ければならない問題”に関しては、２年生から３年生にかけて大きく伸びている結果となった。また、【読

解力⑤】や【科学的リテラシー④】のような、まずテキストを解釈する力や知識を理解し表現する力は

１年生から２年生にかけて大きく伸びている。このことから、８教科３時間ずつで２年生の探究活動へ

向かうための考え方、表現の方法、実験の基礎を学ぶ１年生の『鶴南ゼミ基礎』において本校が養いた

いと考える生徒の力を伸ばせているということ、および本格的な課題研究に取り組む２年生の『鶴南ゼ

ミ探究』において、問題・課題を熟考し、様々な観点で評価していく力が養われていることが分かる。

勿論、数値の伸びは『鶴南ゼミ』の活動によるものだけではなく、本校のＳＳＨ事業も含めた教育活動

の中で、ＳＳＨテストで出題した『読解力』・『数学的リテラシー』・『科学的リテラシー』の能力が育成

平成２８年度実施　SSHテスト　得点率

読解力①

（情報の取り出し）

読解力②

（テキストの熟考・評

価）

読解力③

（テキストの解釈）

読解力④

（テキストの熟考・評

価）

読解力⑤

（テキストの解釈）

読解力

計

数学的リテラシー

（関連付けクラス

ター）

科学的リテラシー①

（結論の導出と評価）

科学的リテラシー②

（問題の識別）

科学的リテラシー③

（知識の表現と理解）

科学的リテラシー④

（知識の表現と理解）

科学的リテラシー

計 全体

１学年 98.5 76.7 63.8 62.8 74.9 74.2 67.8 59.0 69.8 71.4 65.8 65.9 69.3

２学年全体 98.5 82.9 64.0 60.8 84.0 77.0 67.5 70.9 82.0 79.4 72.7 75.7 73.4

２学年理系 98.3 80.2 64.0 58.0 81.5 75.2 69.3 71.8 84.9 79.8 74.8 77.3 73.9

（２学年理数科） 95.0 83.7 57.5 55.0 80.0 73.2 71.3 85.0 92.5 90.0 90.0 89.0 77.8

２学年文系 98.7 87.3 64.0 65.3 88.0 79.8 64.7 69.3 77.3 78.7 69.3 73.2 72.6

３学年全体 99.5 83.4 63.9 66.5 91.1 80.0 70.7 77.2 88.0 85.3 86.4 83.7 78.1

３学年理系 100.0 83.5 66.4 67.2 88.6 80.2 74.4 78.2 89.3 87.0 88.5 85.2 79.9

（３学年理数科） 100.0 86.3 65.9 59.1 86.4 78.4 70.5 77.3 93.2 95.5 95.5 89.3 79.4

３学年文系 98.3 83.3 58.3 65.0 96.7 79.6 62.5 75.0 85.0 81.7 81.7 80.4 74.1

※　採点はOECDによる採点基準に則して行っています。

※　関連付けクラスター能力：やや見慣れた場面、または、見慣れた場面から拡張され発展された場面において、手順がそれほど決まりきっていない問題を解く能力。

※　学年間比較で最も高い得点率に下線を引き、２番目に高い得点率を太字で表しています。

SSHテスト　得点率　【過年度比較】

読解力①

（情報の取り出し）

読解力②

（テキストの熟考・評

価）

読解力③

（テキストの解釈）

読解力④

（テキストの熟考・評

価）

読解力⑤

（テキストの解釈）

読解力

計

数学的リテラシー

（関連付けクラス

ター）

科学的リテラシー①

（結論の導出と評価）

科学的リテラシー②

（問題の識別）

科学的リテラシー③

（知識の表現と理解）

科学的リテラシー④

（知識の表現と理解）

科学的リテラシー

計 全体

Ｈ２６年度１年生 98.5 74.8 54.2 56.2 81.6 71.8 61.2 61.4 76.6 76.1 67.2 69.5 67.5

伸び -1.6 8.8 3.0 2.0 7.6 4.2 6.6 7.7 5.9 4.8 12.7 7.8 6.2

Ｈ２７年度２年生 96.9 83.6 57.2 58.2 89.2 76.1 67.8 69.1 82.5 80.9 79.9 77.4 73.7

伸び 2.6 -0.2 6.7 8.2 1.9 3.9 2.9 8.1 5.5 4.4 6.5 6.3 4.4

Ｈ２８年度３年生 99.5 83.4 63.9 66.5 91.1 80.0 70.7 77.2 88.0 85.3 86.4 83.7 78.1
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されていることが分かる。今年度は山形県立東桜学館高等学校でも本校の『ＳＳＨテスト』を実施して

頂いており、他校での数値の伸び等とも比較しながら事業の評価に繋げていく予定である。また、同じ

問題を利用しながら３年間実施してきたが、別形式の問題も利用しながら、その他の能力の育成の検証

に繋げていく。 

 

② ルーブリックを用いた評価結果 

 

今年度より、千葉大学特任教授田辺新一氏の協力も頂きながら、『鶴南ゼミ』の活動の評価としてルーブリ

ックを用いた自己評価を鶴南ゼミ開始時期（５月下旬）と鶴南ゼミ終了時期（２月中旬）に実施した。用いた自

己評価シートは下記の通りである。 

 

 

 

評価の観点として 

“１：基礎的･基本的な知識・技能の習得”，“２：知識・技能の活用力の習得”， 

“３：新たな疑問・課題を発見し解決するデザイン力の習得”，“４：科学的アプローチの習慣の定着”， 

“５：主体的な活動の推進”，“６：協働的な活動の推進” 

の６観点について４段階評価（４：十分満足できる，３：おおむね満足である，２：満足である，１：

学年 クラス 出席番号 氏名

４　十分満足できる

３　おおむね満足できる

２　満足できる

１　努力を要する

4 3 2 1

最初

最後

最初

最後

最初

最後

最初

最後

最初

最後

最初

最後

※　ゼミ終了後に自己評価することを念頭において作成されているので、ゼミ開始段階で自己評価しにくい内容のものもありますが、規準に対して4段階のどの段階かを選んでください。

※　回答欄の上（最初）はゼミ開始時、下（最後）はゼミ終了時に記入します。

正解の見えない課題を解決するため
に、事実に基づき、科学的にアプ
ローチする習慣が身についた。

正解の見えない課題を解決するため
に、事実に基づき、科学的にアプ
ローチを継続的に試みているが、習
慣まで至っていない。

新たな疑問や課題を見いだしたが、
その解決の手法・手順をイメージある
いはデザインすることができなかっ
た。

学習した他教科の知識・技能を、既
習した知識・技能と関連づけて考え
たり、組み合わせて考えたりすること
ができる。

学習した他教科の知識・技能を、既
習した知識・技能と関連づけて考え
たり、組み合わせて考えたりすること
がおおむねできる。

学習した他教科の知識・技能を、既
習した知識・技能と関連づけて考え
たり、組み合わせて考えたりすること
が一部できる。

ゼミを通して基本的な知識・技能を十
分に身に付ける努力が必要である。

学習した他教科の知識・技能を、既
習した知識・技能と関連づけて考え
たり、組み合わせて考えたりする努
力が必要である。

新たな疑問や課題を見いだせなかっ
た。

ゼミを通して、主体的に取り組むこと
ができなかった。

ゼミを通して基本的な知識・技能が
少し身に付いた。

自己評価シート(鶴南ゼミ）

※評価は，少しでも，そう思ったならば、該当
する評価（数字）を回答欄に記入して下さ
い。

この自己評価シートは、これから学習するゼミの最初と、ゼミが終わってからの二度、このシートで自己評価を
行います。そうすることで、生徒の皆さんは、このゼミの学習を振り返り、どこまで学習した内容が身に付いた
か、身に付いていないかを、知ることができます。その後の学習に役立てて下さい。

導入設問：　　次に該当する番号を〇で囲んでください。
このゼミをとおして、
①自分は成長したと思える、②自分は成長したと思えない。

①　　　　②

主体的な活
動の推進

ゼミを通して、主体的に取り組むこと
ができ、活発な活動を進めることがで
きた。

ゼミを通して、主体的に取り組むこと
ができ、活動を進めることができた。

ゼミを通して、周囲の人と一緒に取り
組むことができ、活発な活動を進める
ことができた。

ゼミを通して、周囲の人と一緒に取り
組むことができ、活動を進めることが
できた。

ゼミを通して、周囲の人と一緒に取り
組むことができ、活動を進めるに至ら
なかった。

ゼミを通して、周囲の人と一緒に取り
組むことができなかった。

授業を通して、主体的に取り組むこ
とができ、活発な活動を進めること
ができる。

ゼミを通して、主体的に取り組むこと
ができ、活動を進めるに至らなかっ
た。

ゼミを通して基本的な知識・技能が
身に付いた。

協働的な活
動の推進

ゼミを通して、協働的に取り組むこ
とができ、活発な活動を進めること
ができる。

科学的アプ
ローチの習
慣の定着

正解の見えない課題を解決するた
めに、事実に基づき、科学的にア
プローチする習慣が身につく。

新たな疑問・
課題を発見し
解決するデ
ザイン力の習
得

新たな疑問や課題を見いだし、その
解決の手法・手順をイメージあるいは
デザインすることができる。

新たな疑問や課題を見いだし、その
解決の手法・手順をイメージあるいは
デザインすることを試みた。

学習の過程で新たな疑問や課題を
見いだし、その解決の手法・手順―
仮説を立てて、検証する道筋―をイ
メージあるいはデザインすることが
できる。

基礎的･基本
的な知識・技
能の習得

ゼミを通して基本的な知識・技能が
身に付き、学習内容の理解が深まっ
た。

回答欄

6

番号

1

2

3

4

5

評価の観点
学習活動における具体的な評
価規準

基礎的・基本的な知識の定着が図
られ、学習内容を深めることができ
る。

基礎・基本的な知識・技能を、他教
科の知識・技能を活かしながら、
様々な新たな場面で活用すること
ができる。

知識・技能の
活用力の習
得

正解の見えない課題を解決するため
に、事実に基づき、科学的にアプ
ローチすることを、継続的ではなく、
時おり試みている。

正解の見えない課題を解決するため
に、事実に基づき、科学的にアプ
ローチすることができなっかった。

評価

導入設問は

ゼミ終了時に

答えてください。
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努力を要する）で自己評価をさせた。結果は下記の通りである。 

 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

最初

最後

最初

最後

最初

最後

最初

最後

最初

最後

最初

最後

1
2

3
4

5
6

1 2 3 4 5 6

最初 最後 最初 最後 最初 最後 最初 最後 最初 最後 最初 最後

1 16 2 23 2 18 5 22 1 8 1 6 0

2 81 19 90 39 75 29 76 38 40 9 34 7

3 75 119 72 116 84 106 75 110 109 97 101 68

4 25 53 12 36 20 53 24 44 40 86 56 118

１学年 ルーブリックを用いた自己評価集計

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

最初

最後

最初

最後

最初

最後

最初

最後

最初

最後

最初

最後

1
2

3
4

5
6

1 2 3 4 5 6

最初 最後 最初 最後 最初 最後 最初 最後 最初 最後 最初 最後

1 29 3 31 5 15 7 26 8 6 3 8 1

2 103 21 95 35 52 17 97 29 52 12 32 12

3 52 82 56 95 115 92 61 98 123 86 121 73

4 12 88 14 59 14 78 12 59 15 93 35 108

２学年 ルーブリックを用いた自己評価集計
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１・２年生とも、どの観点においても年度初めの評価よりも１年間の活動を通した年度終わりの評価が

高評価となる結果であった。 

１・２年生ともに評価の伸びが大きかった観点は“５：主体的な活動の推進”，“６：協働的な活動の

推進”であり、１年の『鶴南ゼミ基礎』、２年の『鶴南ゼミ探究』ともに、生徒が主体的に他と協力しな

がら活動を進めることを学ばせる場となったことがうかがえる。 

また、１年生と比べて２年生の伸びが大きかった観点は“１：基礎的･基本的な知識・技能の習得”，“２：

知識・技能の活用力の習得”，“３：新たな疑問・課題を発見し解決するデザイン力の習得”，“４：科学

的アプローチの習慣の定着”であり２年生からの本格的な課題研究・研究発表会を通して基礎的・基本

的な知識の定着が図られ、得られた知識・技能を活かしながら新たな疑問や課題を見いだし、その解決

の手法・手順をイメージあるいはデザインすることができ、正解の見えない課題を解決するために、事

実に基づき、科学的にアプローチする習慣が身についたといえる。 

 

① 教員の意識調査結果 

ＳＳＨ指定校となった５年間で生徒の変容だけでなく生徒を指導してきた教員の意識も大きく変容し

ている。ＳＳＨ事業開始時の平成２４年度と平成２７年度の意識調査結果は以下とおりである。 

 

平成 27年度 
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平成 24 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例年、年度末に全教員対象に意識調査を行っている。特に、生徒の科学技術に対する興味・関心・意欲，

学習に対する意識に関して“大変増した”，“やや増した”と回答した教員がＨ２４年度は５０％程度で

あったのに対し、Ｈ２７年度では８５％程度に上った。生徒の前向きな意識の変容を肌で感じながらＳ

ＳＨ事業に携わっていることが分かる。また細かな項目別の意識調査結果が下記である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問8　ＳＳＨの取組に参加したことで、生徒の学習全般や科学技術、理科・数学に対する興味、姿勢、能力が向上したと感じますか。

　　　（（1）～（16）のそれぞれについて、選択肢の中から１つずつ選んでマーク）

選択肢　：　1 大変向上した　2 やや向上した　3 効果がなかった　4 もともと高かった　5 わからない　Ｎ 無回答　Ｗ 無効

(16)国際性（英語による表現力、国際感覚）
(15)成果を発表し伝える力（レポート作成、プレゼンテーション）

(12)問題を解決する力

(11)発見する力（問題発見力、気づく力）
(10)独自なものを創り出そうとする姿勢（独創性）
(9)粘り強く取組む姿勢

(8)周囲と協力して取組む姿勢（協調性、リーダーシップ）
(7)自分から取組む姿勢（自主性、やる気、挑戦心）

(6)社会で科学技術を正しく用いる姿勢
(5)学んだ事を応用することへの興味

(4)観測や観察への興味

(1)未知の事柄への興味（好奇心）

(13)真実を探って明らかにしたい気持ち（探究心）

(14)考える力（洞察力、発想力、論理力）

(3)理科実験への興味
(2)科学技術、理科・数学の理論・原理への興味
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H27 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H24 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果としては特に、【(6)社会で科学技術を正しく用いる姿勢】、【(10)独自なものを創り出そうとする姿勢

(独創性)】、【(12)問題を解決する力】、【(16)国際性(英語による表現力、国際感覚)】の項目では数値が大き

く伸びている。SSH 事業の取組みが生徒の人材育成に大きく繋がっているという教員の意識の変容が見

られる。また、意識調査の結果としては、各問いかけにおいて年度を追うごとに良い数値結果が出てい

る。 
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本校では、一部の生徒だけでなく全校生徒対象にＳＳＨ事業を波及させているが、そのことを可能にす

ることが出来たのは全職員のＳＳＨ事業に対する評価の高さにあり、評価を高くすることが出来た要因

として、本校の SSH 事業の取組みが効果的な PDCA サイクルのもと行われ、全職員の取組みとなって

おり、生徒の能力の育成できるカリキュラム開発が進んでいることを意味していると考えられる。 

 

 

① 基礎アンケートの結果 

 

6 月 13日から 24日の期間に SSH事業開始年度から続けている“SSH基礎アンケート”を全学年生

徒対象に実施した。その中で、H26年度 1年生・H27年度 2年生・H28年度 3年生への過年度比較を分

析したところ次のような結果が得られた。 

 

 

特に、Q11・Q12の結果に関して他

の問いより数値の伸びが大きく表

れたのが特徴的であった。 

鶴南ゼミ基礎・鶴南ゼミ探究におけ

る活動や普段の授業において iPad

や実物投影機等使う場面が増えた

こと、また外部と連携し研究が出来

ることで、ＳＳＨ事業開始前では扱

うことのできなかった情報機器や

実験器具、ソフトウェアを利用する

ことが可能になったことで、実験結

果の計測や分析がより高度に行う

ことのできる生徒が増えている。ま

た、実験結果・観測結果に関して、

今まで以上に正確に分析可能にな

り、その上で、共通点や相違点に関

して考察する経験をする生徒が増

えている。 

プレゼンテーション能力に関して

は、教員、生徒共々プレゼンテー

ションのやり方やより良いポスタ

ーの作成法、また、パワーポイン

トに代表されるプレゼンテーショ

ンソフトの使い方等において経験

を重ねた結果、大分慣れてきてい

る。実際に課題研究の場だけでな

く、情報科学リテラシーや英語、

保健、家庭科の授業等でも生徒が

プレゼンをする様子が大幅に増え

た。 

また、先輩のプレゼンの様子を見

る中で下級生のレベルが上がって

いき全体的にプレゼンの能力は学 

Q11：科学技術にに関わる情報機器やソフトを利用し、
計測や分析をおこなったことがありますか。

　　「良く利用している」・「利用したことがある」
と答えた生徒の割合の変化

Ｈ26年　1年生　→　Ｈ28年　3年生

12.0％　→　28.4％

Q14：実験・観察結果から共通点・相違点を
指摘することができますか。

　　「できる」・「ややできる」と答えた生徒の割合の変化

Ｈ26年　1年生　→　Ｈ28年　3年生

64.5％　→　70.8％

Q23：情報機器を活用する能力やプレゼンテーション能力
の向上に役立つ

　　「多くある」と答えた生徒の割合の変化

Ｈ27年　2年生　→　Ｈ28年　3年生

45.0％　→　45.9％

Q23：情報機器を活用する能力やプレゼンテーション能力
の向上に役立つ

　　「多くある」と答えた生徒の割合の変化

Ｈ27年　2年生理数科　→　Ｈ28年　3年生理数科

41.9％　→　58.5％
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校全体で増している。その中でも、“やまがたサイエンスフォーラム（県内理数科設置 3 校合同発

表会）”等でも発表している理数科生徒に関しては、情報機器活用能力やプレゼンテーション能力

に関して向上している。多くの場で発表することが更なるレベルアップに繋がっていくことが考

えられる。 

 

＜理数科の変化について＞                   

  

理数科に関しては特に Q12・Q18

に関して普通科より変化が大きい。

課題研究を普通科にも広げたこと

で、理数科の特徴が薄まるのでは

ないかと懸念はあったが、特に理

数系科目の授業の深みや“１・２

年生での理数セミナー”および“や

まがたサイエンスフォーラム”等

理数科特有活動を通して、将来、

理数系のリーダーとして活動して

いくことのできる素養を普通科生

徒以上に身につけることが出来て

いると考えられる。 

 

 

　　　Q12：数学・理科の授業において、
　　　　　　演習や実験・観察を通して自分なりに
　　　　　　新たな疑問をもつ経験をしたことがありますか。

　　「多くある」・「少しある」と答えた生徒の割合の変化

Ｈ27年2年生理数科　→　Ｈ28年　3年生理数科

69.8％　→　78.6％

Q18：理科・数学に関する能力やセンスの向上に役立つ。

　　「多くある」・「少しある」と答えた生徒の割合の変化

Ｈ27年2年生理数科　→　Ｈ28年　3年生理数科

76.6％　→　90.4％
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